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↑報告会では市民の皆さんから、地
域コミュニティのあり方について
さまざまな意見が出されました

　

少
子
高
齢
化
、
過
疎
化
に
よ
り
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
衰
退
が
叫
ば
れ

て
い
る
昨
今
。
竹
田
市
で
も
自
治

会
や
公
民
館
・
分
館
な
ど
の
地
域
運

営
組
織
の
継
続
的
な
活
動
が
困
難
に

な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

組
織
の
仕
組
み
づ
く
り
に
つ
い
て
考

え
る「
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
組
織
の

あ
り
方
検
討
報
告
会
」が
３
月
13
日
、

竹
田
市
総
合
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

冠
婚
葬
祭
や
地
域
福
祉
等
の
相
互

扶
助
、
伝
統
文
化
の
継
承
、
行
政
と

の
連
絡
調
整
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
機

能
を
果
た
し
て
い
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

組
織
。
竹
田
市
の
地
域
の
実
態
に
即

し
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
組
織
の
あ
り
方

に
つ
い
て
考
え
ま
す
。

住民主体、地域の個性を生かした

地域コミュニティ組織の
あり方を考える

　

市
で
は
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

実
情
を
把
握
す
る
た
め
、「
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
組
織
の
あ
り
方
検
討

チ
ー
ム
」の
協
力
を
得
て
、
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
や
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
、
ヒ

ア
リ
ン
グ
を
実
施
。

　

市
内
３
５
６
自
治
会
の
自
治
会
長

を
対
象
に
行
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

の
集
計
結
果
に
よ
る
と
、
自
治
会

の
課
題
と
し
て
、
役
員
の
な
り
手

が
い
な
い（
52
％
）、
各
種
会
議
や
作

業
の
参
加
率
低
下（
50
％
）な
ど
マ
ン

パ
ワ
ー
の
不
足
や
低
下
を
訴
え
る

声
、
既
存
行
事
の
見
直
し
や
合
理
化

（
34
％
）な
ど
既
存
の
活
動
が
困
難
に

な
っ
て
い
る
ケ
ー
ス
、
子
ど
も
や

高
齢
者
の
見
守
り（
47
％
）、
鳥
獣
害

（
47
％
）な
ど
新
し
い
課
題
の
対
応
に

苦
慮
し
て
い
る
こ
と
が
伺
え
ま
す
。

今
後
の
自
治
会
活
動
の
見
通
し
に
つ

い
て
は
、
３
〜
５
年
後
に
は
困
難
、

５
～
10
年
後
に
は
困
難
が
合
わ
せ
て

77
％
を
占
め
、
す
で
に
継
続
困
難
と

い
う
自
治
会
も
９
％
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
通
常
の
公
民
館
業
務
に
加

え
、
行
政
や
地
域
の
各
種
事
務
局
業

務
を
抱
え
て
い
る
市
内
17
の
公
民

館
・
分
館
の
館
長
に
調
査
を
行
っ
た

結
果
、
現
在
の
運
営
が
困
難
化
し

つ
つ
あ
り（
54
％
）、
３
～
５
年
後
に

は
困
難
に
な
る（
62
％
）と
い
っ
た
声
、

な
り
手
が
い
な
い（
90
％
）や
業
務
内

容
が
不
明
確
、
他
業
務
過
多（
70
％
）

な
ど
の
課
題
が
挙
が
り
ま
し
た
。

　

３
月
13
日
の
報
告
会
で
は
こ
れ
ら

の
結
果
説
明
が
あ
り
、
参
加
し
た
市

民
か
ら
は
、「
自
治
会
長
の
輪
番
制

で
は
地
域
の
活
動
に
継
続
性
が
な
く

な
る
」「
若
い
世
代
や
70
歳
以
上
の
参

画
を
促
し
、
地
域
全
体
で
ま
ち
づ
く

り
を
」「
地
域
の
要
請
に
応
え
る
た
め

に
、
地
域
の
こ
と
は
地
域
で
取
り
組

め
る
仕
組
み
づ
く
り
が
必
要
」等
の

意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

自治会長アンケート結果 ※356自治会のうち296自治会から回答

・自治会の課題
　①規約（会則）等のルールの未整備（59％）　⑥既存行事イベントの見直しや合理化（34％）
　②役員のなり手がいない　　（52％）　⑦防　災　　　　　　　　　　　　（24％）
　③各種会議や作業の参加率低下（50％）　⑧移住者受入　　　　　　　　　　（23％）
　④鳥獣害　　　　　　　　　（47％）　⑨子ども会・老人クラブ・婦人会の活動（22％）
　⑤見守り　　　　　　　　　（47％）　⑩加入率の低下　　　　　　　　　（16％）
・今後の自治会活動の継続の見通し
　①５～10年後には困難　　　（51％）　③10年は問題ない　　　　　　　　（13％）
　②３～５年後には困難　　　（26％）　④すでに継続困難　　　　　　　　（ 9％）
・対策として検討または期待していること
　①特に対策は必要ない　　　（26％）　④自治会を補完するコミュニティの組織設立（19％）
　②若者や女性のさらなる参画（20％）　⑤移住者（転入・Ｕターン）の受入　（10％）
　③周辺自治会と統合　　　　（19％）

公民館・分館長アンケート結果 ※17公民館･分館のうち13の公民館･分館から回答

・現在の公民館・分館の運営
　①上手くいっている（31％）　②困難化しつつある（54％）　③既に困難化　（15％）
・運営の課題（※複数回答、上位5つ）
　①運営ルール不明確（54％）　②施設老朽化　　　（54％）　③活動停滞　　（39％）
　④業務量増大　　　（39％）　⑤資金不足　　　　（31％）
・今後の運営について
　①既に継続困難（15％）　　②3〜5年後に困難化（62％）　③6〜9年後困難化（16％）
・分館長業務の課題（※複数回答、上位5つ）　※10の公民館・分館から回答
　①なり手がいない（90％）　②業務内容不明確　（70％）　③他業務過多　　（70％）
　④本来業務過多　（30％）　⑤報酬が少ない　　（20％）　　

※平成30年３月８日時点

↑自治会長・分館長・よっちはなそ
う会を対象に行ったワークショッ
プでは、課題が浮き彫りに



3 2018年４月発行

■今月の表紙

「春恋し  君にそゝぐ桜花」
竹田市宮城地区はしだれ桜の名所。
３月下旬から４月上旬の開花時期
には、毎年多くの観光客が訪れます。
古 庄 家 に は 樹 齢300年、100年、
80年を超える３本のしだれ桜があ
り、美しい曲線を描く枝にたくさ
んの淡桃色の花をつけます。
春のやわらかい光。天から降り注
ぐように咲く優美な桜との出会い。

■撮影場所　竹田市炭竈「古庄家のしだれ桜」
※2017年4月撮影

■題　　字　草刈樵峰（竹田市在住の書家）

４月号

人口のうごき
　　　　　　　　　 （前 月 比）

人　口　22,329　人（−   36人）

男　性　10,427　人（−   16人）

女　性　11,902　人（−   20人）

世帯数　10,385世帯（＋ 2世帯）
※平成30年３月１日現在の住民基本台帳による

   2   地域コミュニティ組織のあり方を考える
   4   「黒毛和牛オーナー制度」が始まります
   5   工芸作家の定住に向けて／地域おこし協

力隊活動報告会
   6   平成30年度の予算をお知らせします
   8   瀧廉太郎記念音楽祭実行委員メンバー募

集  ほか
   9   竹田市総合文化ホール市民スタッフ第２

次募集  ほか
10   平成30年度竹田市人事異動
12   まちの出来事
15   竹田うまれ～竹田市が育む作物たち～ 
16   竹田市のこよみ
18   たけたん情報
21   求人情報／人権シリーズ「ぬくもり」
22   休日・夜間の在宅当番医院／出張！えが

おの子育て小児科
23   子ども医療費の助成内容が拡充されます
24   監査公表
25   監査公表／たけたん新電力
26   職業人材マッチング調査事業  ほか
27   学び舎／まるごと博物館
28   マイナンバーカードをつくりませんか
29   図書館に行こう
30   市長コラム「有由有縁」
31   映像クリエイター山下歩さん／すくすく

１歳／誕生おめでとう
32   郷土の植物／アッパレ！ 100歳

広報

地域コミュニティ組織のあり方を考える

　

人
口
約
３
万
９
千
人
、
島
根
県
の

東
部
に
位
置
す
る
雲
南
市
。
人
口

減
・
少
子
高
齢
化
に
対
応
す
る
た
め
、

地
域
内
の
こ
と
を「
自
ら
考
え
、
決

定
し
、
実
行
」す
る
組
織『
小
規
模
多

機
能
自
治
組
織
』を
平
成
19
年
に
立

ち
上
げ
、
住
民
主
体
の
ま
ち
づ
く
り

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

概
ね
小
学
校
区
域
で
結
成
さ
れ
た

自
治
組
織
は
、
市
内
全
域
に
30
組
織
。

交
流
セ
ン
タ
ー
を
活
動
拠
点
に
自
治

会
や
消
防
団
、
営
農
組
織
、
女
性
グ

ル
ー
プ
な
ど
の
あ
ら
ゆ
る
団
体
が
結

集
し
、
地
域
の
総
力
で
課
題
を
自
ら

解
決
す
る「
地
域
の
経
営
体
」を
な
し

て
い
ま
す
。

　

地
縁
で
つ
な
が
る
住
民
が
広
域
的

多
面
的
に
連
携
す
る
こ
と
で
、
自
治

会
単
位
で
は
困
難
な
問
題
も
解
決
の

糸
口
を
見
い
だ
せ
、
さ
ら
に
行
事
な

ど
に
も
目
的
意
識
を
持
つ
こ
と
で
、

地
域
の
個
性
を
生
か
し
て
い
ま
す
。

  

「
幸
運
な
ん
で
す
。
雲
南
で
す
。」の

ブ
ラ
ン
ド
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
掲
げ
、
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
再
生
を
図
る
雲

南
市
の
取
り
組
み
。
同
様
の
問
題
に

悩
む
竹
田
市
に
と
っ
て
大
き
な
ヒ
ン

ト
に
な
り
そ
う
で
す
。

　

雲
南
市
の
事
例
を
踏
ま
え
、
竹
田

市
な
ら
で
は
の
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

組
織
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
に
、

市
で
は
、「
誰
も
が
住
み
慣
れ
た
場

所
で
心
身
と
も
に
豊
か
に
暮
ら
せ
る

地
域
」を
目
指
し
、
協
働
の
ま
ち
づ

く
り
、
住
民
自
治
を
推
進
し
ま
す
。

そ
の
た
め
に

―

①
住
民
自
治
を
生
か
し
た
協
働
の
ま

ち
づ
く
り

②
自
治
会
を
補
完
し
、
福
祉
活
動
の

強
み
を
生
か
し
た
横
断
連
携
の
仕
組

み
を
構
築

③
公
民
館
・
分
館
を
実
態
に
合
わ
せ

て
多
機
能
化
し
、
地
域
の
活
動
拠
点

に
す
る

を
柱
に
、
全
庁
的
な
体
制
を
整
え
、

地
域
の
実
情
に
応
じ
て
柔
軟
・
丁
寧

に
進
め
て
い
き
ま
す
。 

　

平
成
30
年
度
に
行
政
の
体
制
の
整

備
や
必
要
な
条
例
の
検
討
、
関
係
団

体
へ
の
説
明
等
を
行
っ
た
う
え
で
モ

デ
ル
地
域
を
設
定
、
平
成
31
年
度
に

そ
の
モ
デ
ル

地
域
で
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ

組
織
を
立
ち

上
げ
る
た
め

の
準
備
会
を

発
足
す
る
予

定
で
す
。

　

地
域
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ

を
維
持
す
る

た
め
、
皆
さ

ん
、
組
織
の

あ
り
方
に
つ

い
て
一
緒
に

考
え
て
み
ま
せ
ん
か
？

問
竹
田
市
企
画
情
報
課
Ｔ
Ｏ
Ｐ
戦
略

推
進
室　

☎
63
―

４
８
０
１

↑雲南市の取り組み事例を紹介する雲南市政策企画
部地域振興課企画官の板持周治さん
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県
内
で
も
有
数
の
畜
産
振
興
地
域
、

竹
田
市
。
し
か
し
な
が
ら
畜
産
農
家

の
高
齢
化
に
よ
る
後
継
者
不
足
、
戸

数
・
飼
養
頭
数
の
減
少
が
進
行
し
て

い
ま
す
。
市
で
は
後
継
者
不
足
を
解

消
し
、畜
産
業
の
活
性
化
を
図
る「
草

原
の
黒
い
ダ
イ
ヤ
応
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」を
平
成
28
年
に
立
ち
上
げ
、
応

援
会
員
の
募
集
を
開
始
す
る
な
ど
、

畜
産
振
興
に
向
け
た
取
り
組
み
を
進

め
て
い
ま
す
。

　

今
回
、
新
た
に
畜
産
農
家
の
飼
養

頭
数
の
増
頭
を
目
的
と
し
た「
黒
毛

和
牛
オ
ー
ナ
ー
制
度
」を
創
設
。オ
ー

ナ
ー
を
募
集
し
、
そ
の
出
資
に
よ
る

農
家
の
繁
殖
牛
の
導
入
費
用
の
軽
減

と
増
頭
を
目
指
す
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が

ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

　

こ
の
オ
ー
ナ
ー
制
度
の
特
典
と
し

て
、
対
象
牛
が
４
頭
目
～
８
頭
目
の

子
牛
を
市
場
販
売
し
た
と
き
に
は
、

受
け
入
れ
農
家
よ
り
新
米
10
キ
ロ
と

謝
礼
金（
２
万
円
）を
プ
レ
ゼ
ン
ト
。

　

畜
産
振
興
に
向
け
た
新
た
な
試
み

「
黒
毛
和
牛
オ
ー
ナ
ー
制
度
」を
ぜ
ひ

活
用
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

問
竹
田
市
畜
産
振
興
室

☎
76
―

１
０
１
０

畜
産
農
家
を
志
す

  

「
牛
に
関
わ
る
仕
事
が
し
た
い
」―

地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
と
し
て
の
３

年
の
任
期
を
３
月
で
終
え
る
江え

城ぎ

満み
つ
る

さ
ん（
36
歳
）。
竹
田
市
枝
の
畜
産
農

家
、
葊ひ
ろ

瀨せ

國く
に

明あ
き

さ
ん（
66
歳
）の
も
と

で
牛
の
世
話
を
し
な
が
ら
、
畜
産
に

つ
い
て
学
ん
で
い
る
。

  

「
将
来
、
自
然
の
中
で
動
物
に
囲
ま

れ
な
が
ら
働
き
た
い
」と
夢
見
る
ほ

ど
、
小
さ
い
頃
か
ら
無
類
の
動
物
好

き
だ
っ
た
江
城
さ
ん
。
竹
田
市
が
畜

産
ヘ
ル
パ
ー
を
募
集
し
て
い
る
こ
と

を
知
り
大
阪
か
ら
移
住
、
地
域
お
こ

し
協
力
隊
と
し
て
の
活
動
を
始
め
た
。

「
牛
の
世
話
は
初
め
て
。
実
際
に
畜

産
農
家
の
手
伝
い
を
し
て
み
る
と
、

農
家
ご
と
に
牛
の
管
理
方
法
が
異
な

り
、
覚
え
る
の
が
大
変
だ
っ
た
」

　

そ
ん
な
江
城
さ
ん
に
運
命
的
な
出

会
い
が
訪
れ
る
。
畜
産
ヘ
ル
パ
ー
を

求
め
て
い
た
葊
瀨
さ
ん
と
の
出
会
い

だ
。「
葊
瀨
さ
ん
と
畜
産
の
話
を
す

る
う
ち
に
、
熱
い
思
い
が
湧
い
て
き

た
」

　

昨
年
10
月
か
ら
、
市
内
２
か
所
で

約
60
頭
の
肉
用
牛
を
繁
殖
す
る
葊
瀨

さ
ん
の
畜
舎
で
週
２
回
の
研
修
を
始

め
て
い
る
。「
ト
ラ
ク
タ
ー
を
運
転

し
た
り
、
外
で
作
業
す
る
の
は
新
鮮
。

葊
瀨
さ
ん
の
作
業
を
見
て
話
を
聞
い

て
、
毎
日
が
勉
強
の
連
続
」と
話
す
。

　

葊
瀨
さ
ん
は「
熱
意
が
あ
る
若
者

が
竹
田
で
生
活
が
営
め
、
永
住
に
結

び
つ
く
こ
と
が
私
の
一
番
の
願
い
」

と
熱
の
こ
も
っ
た
表
情
で
語
る
。「
生

活
で
き
る
だ
け
の
収
入
を
上
げ
て
も

ら
う
こ
と
が
第
一
。
先
を
見
据
え
な

が
ら
い
い
系
統
、
い
い
肉
質
の
牛
を

育
て
る
こ
と
を
教
え
て
い
き
た
い
」

　

４
月
か
ら
江
城
さ
ん
を
従
業
員
と

し
て
雇
用
し
、
将
来
的
に
独
立
を
目

指
せ
る
よ
う
、
畜
舎
の
一
部
の
共
同

利
用
を
提
案
し
て
い
る
と
い
う
。「
新

た
に
畜
産
を
始
め
る
に
は
多
額
の
資

金
が
必
要
。
１
頭
か
ら
で
も
始
め
ら

れ
る
よ
う
に
畜
舎
の
空
い
て
い
る
と

こ
ろ
を
使
っ
て
も
ら
お
う
と
思
っ

た
」と
葊
瀨
さ
ん
。

　

江
城
さ
ん
は「
あ
り
が
た
い
話
。

期
待
に
応
え
、
竹
田
で
暮
ら
し
て
い

け
る
よ
う
に
頑
張
っ
て
い
き
た
い
」

と
熱
い
ま
な
ざ
し
で
話
し
て
く
れ
た
。

「黒毛和牛オーナー制度」が始まります

「
黒
毛
和
牛
オ
ー
ナ
ー
制
度
」が
始
ま
り
ま
す

新
た
な
畜
産
振
興
の
取
り
組
み

オーナー（資金出資者）からの問い合わせ（①）により、竹田市畜産振興室が受け入れ農家を紹
介（②）。オーナーは繁殖を行うための対象牛の購入費用を出資（③）し、受け入れ農家はオー
ナーと相談し、家畜市場で対象牛を購入（④）。受け入れ農家はオーナーからの預かり期間
（子牛３頭を出荷するまで）飼養管理し、その間に産まれた子牛を家畜市場に出荷（⑤）。受け
入れ農家は家畜市場から受け取った販売代金（⑥）から経費を除いた代金をオーナーに支払う
（⑦）ものです。なお、預かり期間が終わったあとの対象牛（繁殖素牛）は、受け入れ農家に譲
渡されます。（注）ここでいう出資とは、素牛の飼養管理を委託（預託）することをいう。

導
入
資
金
の
軽
減
に

　

和
牛
が
高
値
で
取
引
さ
れ
て
い
る
現

在
、
自
己
資
金
で
の
和
牛
の
購
入
に
多

く
の
若
手
畜
産
農
家
が
苦
慮
し
て
い
ま

す
。
金
融
機
関
か
ら
資
金
を
借
り
入
れ

る
の
で
は
な
く
、
市
が
オ
ー
ナ
ー
を
募

り
出
資
し
て
も
ら
う「
黒
毛
和
牛
オ
ー

ナ
ー
制
度
」。
現
在
50
頭
を
飼
養
し
て

い
ま
す
が
、
今
後
80
頭
ま
で
増
頭
を
目

指
し
て
い
く
な
か
で
、
活
用
し
て
み
た

い
制
度
で
す
。
和
牛
に
興
味
の
あ
る
方

に
オ
ー
ナ
ー
に
な
っ
て
い
た
だ
き
、
農

家
と
も
竹
田
市
と
も
長
く
付
き
合
い
を

し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

私
た
ち
農
家
も
確
実
に
子
牛
を
市
場

に
出
荷
で
き
る
よ
う
、
受
け
入
れ
農
家

で
連
携
を
取
り
、
繁
殖
技
術
の
向
上
に

努
め
て
い
き
ま
す
。

工藤哲也さん
（久住町・42歳）

↑（左から）葊瀨國明さん、奥さんの文子さん、江城満さん

◎「黒毛和牛オーナー制度」フローチャート

家畜市場

受け入れ農家

②オーナーの紹介
②受け入れ農家の紹介

竹田市役所
（畜産振興室）

①問い合わせ
（事業内容・契約等）

オーナー

⑤子牛の販売

④対象牛（繁殖素牛）の購入（オーナーと相談）

③対象牛（繁殖素牛）
　購入の出資

⑦販売代金（経費を除いた代金）

⑥販売代金
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全
国
最
多
の
延
べ
49
人
の
地
域
お

こ
し
協
力
隊
員
が
移
住
し
活
動
し
て

い
る
竹
田
市
。

　

隊
員
の
１
年
間
の
活
動
を
振
り
返

る
と
と
も
に
、
市
民
と
隊
員
の
相
互

交
流
を
図
り
、
活
動
へ
の
理
解
を

深
め
て
も
ら
お
う
と
２
月
25
日
、
地

域
お
こ
し
協
力
隊
活
動
報
告
会「
お

せ
っ
た
い
な
ご
ご
」が
、
竹
田
市
総

合
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

隊
員
約
40
人
と
市
民
ら
約
80
人
が

参
加
。
会
場
で
は
隊
員
が
自
ら
の
活

動
を
パ
ネ
ル
や
作
品
展
示
、
映
像
等

で
紹
介
。
ま
た
、
隊
員
と
市
民
の
交

流
の
場
と
し
て
、
ま
ち
づ
く
り
や
食

育
・
農
業
、
ア
ー
ト
な
ど
隊
員
の
活

動
分
野
ご
と
に
10
の
グ
ル
ー
プ
に
分

か
れ
、
意
見
交
換
会
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
テ
ー
マ
は「
竹
田
で
暮
ら
し
て

い
て
、
よ
か
っ
た
と
思
え
る
こ
と
」。

隊
員
か
ら
は「
生
活
の
中
に
温
泉
が

あ
る
こ
と
」や「
高
原
で
見
る
星
の
輝

き
」、「
人
の
温
か
さ
」な
ど
の
意
見

が
出
さ
れ
、
市
民
も
改
め
て
竹
田
の

魅
力
を
再
発
見
す
る
機
会
と
な
っ
て

い
ま
し
た
。

　

久
住
町
か
ら
参
加
し
た
佐
藤
認
さ

ん
は「（
移
住
者
の
）隊
員
か
ら
見
た

竹
田
の
魅
力
に
気
づ
か
さ
れ
た
。
彼

ら
に
竹
田
に
残
っ
て
も
ら
う
た
め
に

も
、
意
見
や
ア
イ
デ
ア
を
出
し
合
い
、

一
緒
に
活
動
し
て
い
く
こ
と
が
で
き

れ
ば
」と
期
待
を
込
め
て
話
し
、
隊

員
の
吉
峰
拡
さ
ん（
市
文
化
政
策
課

配
属
）は「
私
た
ち
隊
員
を
含
む
移
住

者
と
市
民
、
地
域
の
垣
根
を
越
え
た

文
化
イ
ベ
ン
ト
を
開
き
、
相
互
理
解

を
深
め
て
い
き
た
い
」と
、
今
後
の

活
動
に
つ
い
て
力
強
く
話
し
て
く
れ

ま
し
た
。

　

竹
田
市
は
、
平
成
21
年
に
全
国
に

先
駆
け
て
移
住
・
定
住
を
促
す「
農

村
回
帰
宣
言
」を
標
榜
。
中
で
も
約

40
人
の
工
芸
作
家
が
創
作
活
動
の
場

と
し
て
竹
田
を
選
び
移
住
し
て
い
ま

す
。
市
で
は
も
の
づ
く
り
の
拠
点
施

設「
竹
田
総
合
学
院（
Ｔ
Ｓ
Ｇ
）」等
を

整
備
す
る
な
ど
、
作
家
の
定
住
に
向

け
た
環
境
づ
く
り
を
行
っ
て
い
ま
す
。

さ
ら
な
る
定
住
促
進
を
図
る
た
め
、

こ
れ
ま
で
個
人
の
努
力
に
委
ね
ら
れ

て
い
た
商
品
の
販
路
開
拓
や
、
作
家

個
人
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
目
的
と
し

た
バ
イ
ヤ
ー
・
ギ
ャ
ラ
リ
ー
オ
ー

ナ
ー
向
け
の
展
示
商
談
会
が
２
月
22

日
、
竹
田
市
竹
田
町
の
Ｒ
＆
Ｓ（
旧

馬
場
家
具
倉
庫
）で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
商
談
会
は
、「
城
下
町
の

既
存
店
舗
と
作
家
が
お
互
い
に
共
生

で
き
る
仕
組
み
を
作
ろ
う
」と
活
動

を
展
開
し
て
い
る
民
間
グ
ル
ー
プ

「
竹
田
市
城
下
町『
お
店
×
作
家
コ
ラ

ボ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
』」の
業
務
支
援
を

得
て
実
現
。
竹
工
芸
や
磁
器
・
陶
器
、

絵
画
な
ど
の
作
家
11
人
と
、
ア
ー
ト

や
ク
ラ
フ
ト
関
係
の
作
品
を
取
り
扱

う
県
内
外
の
バ
イ
ヤ
ー
12
人
が
参
加

し
、
約
５
０
０
点
の
作
品
が
展
示
さ

れ
た
会
場
で
は
、
バ
イ
ヤ
ー
ら
は
作

家
が
Ｐ
Ｒ
す
る
作
品
を
手
に
取
り
な

が
ら
商
談
を
進
め
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
バ
イ
ヤ
ー
は「
竹
田
は

水
も
空
気
も
き
れ
い
。
恵
ま
れ
た
環

境
で
キ
ラ
リ
と
光
る
独
自
の
作
風
を

確
立
し
て
」「
使
う
人
の
暮
ら
し
を
考

え
た
も
の
づ
く
り
を
」と
、
作
家
に

対
し
ア
ド
バ
イ
ス
。作
家
か
ら
は「
価

格
設
定
や
買
い
手
の
ニ
ー
ズ
な
ど

参
考
に
な
る
助
言
を
い
た
だ
い
た
」

「
オ
ー
ナ
ー
と
知
り
合
え
た
こ
の
機

会
を
販
路
拡
大
に
生
か
し
た
い
」と
、

今
後
の
活
動
に
つ
な
が
る
ヒ
ン
ト
を

得
て
い
ま
し
た
。

工芸作家の定住に向けて／地域おこし協力隊活動報告会

バ
イ
ヤ
ー
・
ギ
ャ
ラ
リ
ー
オ
ー
ナ
ー
向
け
の
展
示
商
談
会

工
芸
作
家
の
定
住
に
向
け
て

↑バイヤーの皆さんは作家と商談を行うとともに、もの
づくりへのアドバイスをおくっていました

↑年４回の最後となる講座には、市内で活動する作家な
ど約20人が参加

↑意見交換会では、竹田の魅力を再発見

竹
田
で
も
の
づ
く
り
を

継
続
す
る
た
め
に

　

も
の
づ
く
り
に
携
わ
る
人
の
ス
キ

ル
ア
ッ
プ
を
目
的
と
し
た「
Ｔ
Ａ
Ｋ

Ｅ
Ｔ
Ａ
も
の
づ
く
り
塾
」が
２
月
27

日
、
竹
田
総
合
学
院（
Ｔ
Ｓ
Ｇ
）で
開

か
れ
ま
し
た
。

　

東
京
都
出
身
で
、
ウ
ィ
メ
ン
ズ

ウ
ェ
ア
や
生
活
雑
貨
を
扱
う
バ
イ

ヤ
ー
の
安
藤
桃
代
さ
ん
を
講
師
に
招

き
講
演
が
行
わ
れ
、安
藤
さ
ん
は「
豊

か
な
自
然
、
お
い
し
い
水
…
…
竹

田
の
空
気
感
を
反
映
さ
せ
た
作
品
を
、

テ
ー
マ
を
決
め
て
複
数
の
作
家
が
一

緒
に
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
し
、
販
売
し
て

い
く
。
そ
ん
な
竹
田
な
ら
で
は
の
方

法
が
あ
る
の
で
は
？
」と
、
も
の
づ

く
り
や
販
売
の
ヒ
ン
ト
を
参
加
者
に

伝
え
ま
し
た
。

地域おこし協力隊活動報告会

隊員と市民の垣根を越えて
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平成30年度の予算をお知らせします

215億8,100万円一般会計予算総額

　

平
成
30
年
度
一
般
会
計
当
初
予
算

に
は
、
城
下
町
交
流
プ
ラ
ザ
、
歴
史

文
化
交
流
セ
ン
タ
ー（
仮
称
）等
の
城

下
町
交
流
拠
点
施
設
の
整
備
、
豪
雨

等
か
ら
の
災
害
復
旧
費
な
ど
が
盛
り

込
ま
れ
、
総
額
２
１
５
億
８
１
０
０

万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。
歳
入
で
は
、

市
税
が
個
人
市
民
税
、
法
人
市
民
税

等
の
増
収
を
見
込
み
、
３
６
３
１
万

円（
５
・
１
％
）の
増
と
し
て
い
ま

す
。
ま
た
地
方
交
付
税
は
、
普
通
交

付
税
が
合
併
算
定
替
縮
減
の
３
年
目

を
迎
え
る
こ
と
か
ら
、
前
年
度
よ
り

減
額
の
67
億
円
、
特
別
交
付
税
が

９
億
円
、
合
計
76
億
円
を
見
込
ん
で

い
ま
す
。
国
庫
支
出
金
は
、
社
会

資
本
整
備
総
合
交
付
金
の
減
額
等

で
、
前
年
度
比
６
億
２
０
９
５
万
円

減
額
、
県
支
出
金
は
、
農
地
や
農
業

用
施
設
の
災
害
復
旧
費
の
増
額
等
で

７
億
８
２
６
４
万
円
の
増
額
を
見
込

ん
で
い
ま
す
。

　

少
子
高
齢
化
の
進
展
等
に
よ
る
社

会
保
障
費
や
、
施
設
の
老
朽
化
に
伴

う
維
持
補
修
費
の
増
大
、
大
規
模
な

災
害
の
発
生
な
ど
、
本
市
の
財
政
状

況
は
依
然
と
し
て
厳
し
い
状
況
が
続

い
て
い
ま
す
。
今
後
も
公
共
施
設
の

適
正
な
管
理
等
に
よ
り
、
後
年
度
負

担
の
軽
減
に
努
め
ま
す
。

問
竹
田
市
財
政
課  

☎
63
―

１
１
１
１

（
内
線
２
３
１・２
３
２
）

※
竹
田
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
当

初
予
算
の
概
要
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　３月の竹田市議会第１回定例会で、平成30年度の予算が議決されました。
　市独自の補助である肉用牛新規就農者等育成対策事業や城下町再生事業など、歴史文化と地域資源
を活かしたまちづくりのさらなる推進を図る政策の一端をご紹介します。

■歳出（目的別）
議 会 費 1億6,532万円 議員報酬など議会の運営に要する経費 土 木 費 18億5,286万円 道路や河川、市営住宅の整備などに要する経費
総 務 費 33億795万円 職員や各種委員の人件費など管理事務に要する経費 消 防 費 6億7,505万円 消防団の運営費などの消防活動に要する経費
民 生 費 50億2,302万円 医療費の助成など社会福祉向上に要する経費 教 育 費 28億8,306万円 学校施設の整備や文化・スポーツ振興などに要する経費
衛 生 費 10億3,524万円 保健活動やごみ・し尿処理などに要する経費 災害復旧費 9億9,395万円 農地・市道・河川などの災害復旧に要する経費
労 働 費 1,149万円 雇用対策などに要する経費 公 債 費 20億8,213万円 市が借り入れたお金の返済金に要する経費
農林水産業費 29億4,437万円 ほ場整備など農業や林業の振興に要する経費 予 備 費 2,000万円
商 工 費 5億8,656万円 商工・観光の振興などに要する経費

予算編成の基本方針
○歴史・文化の継承と、安心・安全な生活を守るまちづ
くりの推進
○過疎・少子高齢化対策施策の推進
○地域資源を活かした産業振興の推進	 	
○公共施設の長寿命化と総量削減の推進
○自治体経営力を高める歳入確保対策
○地方創生推進に向けた課題の解決
○会計年度任用職員制度に向けた取り組み
○新エネルギー戦略事業の取り組み
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平成30年度の主な事業
◆は新規の市単独事業　　●は市単独事業　　〇は国県等の財源を活用しています

（　）内は事業費の財源内訳を記載しています

■特別会計
会　計　名 当初予算額 会　計　名 当初予算額

竹 田 市 立 こ ど も 診 療 所 特 別 会 計 2億2,330万円 簡 易 水 道 事 業 特 別 会 計 2億506万円
長 湯 温 泉 療 養 文 化 館 特 別 会 計 5,380万円 農 業 集 落 排 水 事 業 特 別 会 計 8,815万円
国 民 健 康 保 険 特 別 会 計 35億147万円 浄 化 槽 整 備 推 進 事 業 特 別 会 計 2億2,853万円
後 期 高 齢 者 医 療 特 別 会 計 3億9,623万円 国 民 宿 舎 久 住 高 原 荘 事 業 特 別 会 計 2億9,003万円
介 護 保 険 特 別 会 計 33億6,267万円 　

　

■水道事業会計
区　　　分 当初予算額 区　　　分 当初予算額

収 益 的 収 入（ 水 道 料 金 な ど） 1億7,832万円 資 本 的 収 入（ 工 事 負 担 金 な ど） 1,542万円
収 益 的 支 出（ 水 道 水 供 給 費 用） 1億7,718万円 資 本 的 支 出（ 建 設 改 良 費･償 還 金） 8,311万円

平成30年度の予算をお知らせします

総務費
●地域おこし協力隊推進事業　1億9,162万円	
　（特別交付税措置）
●まちづくり支援事業　3,128万円			 
　（寄附金：2,800万　一般財源：328万）
ふるさと納税に関する内容の充実やまちづくりに取り組
む市民を支援

●三重総合高校久住校学生寮建設事業　4億2,202万円
　（基金：3,000万　地方債：3億9,140万　一般財源：62万）
◆国民文化祭開催事業　2,582万円
〇総合文化ホール（グランツたけた）開館記念事業　2,576万円
　（国費：294万　その他 ：481万　一般財源：1,801万）

衛生費
〇子ども医療費助成事業　6,513万円
　（県費：1,640万　その他：71万　一般財源：4,802万）
　中学生までの医療費を無料化
●地域新電力事業　1,269万円
　電力小売り事業に係る委託費

土木費
〇社会資本整備総合交付金事業　11億8,611万円
　（国費：6億2,539万　県費：4万　基金：400万
　　地方債：4億8,480万　一般財源：7,188万）
　道路改良・維持、都市再生整備事業等
〇急傾斜地崩壊対策事業　6,554万円
　（県費：3,100万　その他：1,229万　一般財源：2,225万）
　降雨や地震等によるがけ崩れ防止対策

消防費
●消防施設整備事業　8,355万円
　（地方債：7,680万　一般財源：675万）
　救急自動車及び消防団車輌の更新、消防団詰所整備、
　防火水槽の新設

商工費
〇城下町交流プラザ建設事業　2億1,412万円
　（国費：4,500万　基金：1,900万　地方債：1億5,000万
　　一般財源：12万）

農林業費
〇活力あふれる園芸産地整備事業　3億1,797万円
　（県費：2億3,964万　一般財源：7,833万）
　ハウスや機械の導入等に係る助成
〇親元就農支援事業（県・市単独事業合算）　3,090万円
　（県費：825万　地方債：2,150万　一般財源：115万）
　経営の不安定な就農初期段階の親元就農者に対する給付
〇有害鳥獣被害防止対策事業　5,627万円
　（県費：2,413万　地方債：1,600万　一般財源：1,614万）
イノシシ、シカなどの野生鳥獣による農林業被害防止のた
めの支援

◆肉用牛新規就農者等育成対策事業　1,200万円
畜舎及び堆肥舎を新築・増築・改築する場合の新規就畜
者等に対する補助

●県営土地改良事業負担金　5億2,007万円
　農業施設の近代化や農地の集約化
〇多面的機能支払交付金事業　2億5,188万円
　（県費：1億8,891万　一般財源：6,297万）
　農業・農村の地域活動や営農の継続等に対する支援
〇中山間地域等直接支払交付金事業　4億9,719万円
　（県費：3億7,289万　一般財源：1億2,430万）
農業生産条件の不利を補正するため、生産活動を維持する
活動を支援

教育費
〇歴史文化交流センター（仮称）建設事業　10億7,799万円
　（国費：1億7,795万　基金：9,964万　地方債：8億40万）
〇総合文化ホール（グランツたけた）整備事業　3億2,292万円
　（県費：2,300万　基金：2億9,700万　一般財源：292万）
　オープンに係る備品購入費等
●学校・幼稚園施設整備事業　2,265万円
　（基金：1,600万　一般財源：665万）
　小中学校トイレ洋式化改修、幼稚園空調設置
〇岡城跡公有化事業　4,757万円
　（国費：3,805万　県費：238万　一般財源：714万）
　史跡指定地の用地購入
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今
年
で
第
72
回
を
数
え
る「
瀧
廉

太
郎
記
念
全
日
本
高
等
学
校
声
楽
コ

ン
ク
ー
ル
」は
、
秋
に
開
館
す
る
竹

田
市
総
合
文
化
ホ
ー
ル 

グ
ラ
ン
ツ

た
け
た
の「
廉
太
郎
ホ
ー
ル
」（
大
ホ
ー

ル
）で
初
め
て
の
開
催
を
迎
え
ま
す
。

■

あ
な
た
の
情
熱
が
必
要
で
す
！

　

当
大
会
は
、
市
内
の
各
音
楽
団
体

や
地
域
団
体
等
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ

て
い
る「
瀧
廉
太
郎
記
念
音
楽
祭
実

行
委
員
会（
瀧
廉
太
郎
記
念
全
日
本

高
等
学
校
声
楽
コ
ン
ク
ー
ル
）」の
皆

さ
ん
が
主
体
と
な
っ
て
企
画
、
運
営

を
し
て
い
ま
す
が
、
新「
文
化
ホ
ー

ル
」で
の
初
開
催
に
あ
た
り
、
竹
田

ら
し
く
よ
り
よ
い
も
の
と
し
て
い
く

た
め
に
、
そ
の
土
台
と
な
る
企
画
、

広
報
に
関
す
る
活
動
は
も
ち
ろ
ん
、

力
を
使
う
仕
事
や
事
務
的
な
作
業
ま

で
様
々
な
運
営
に
携
わ
っ
て
い
た
だ

け
る「
実
行
委
員（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス

タ
ッ
フ
）」を
募
集
し
ま
す
。

　

瀧
廉
太
郎
を
育
て
た
、
音
楽
の
ま

ち
竹
田
で
開
催
さ
れ
る「
声
楽
コ
ン

ク
ー
ル
」を
市
民
の
皆
さ
ん
の
手
で

成
功
さ
せ
ま
し
ょ
う
！

募
集
期
間　

４
月
30
日
㈪
ま
で

活
動
内
容　

声
楽
コ
ン
ク
ー
ル
の
開

催（
10
月
の
第
３
週
の
金
〜
日
曜
）に

向
け
て
、
平
日
の
夕
方
に
実
行
委
員

会
を
数
回
行
い
、「
歓
迎
レ
セ
プ
シ
ョ

ン
」「
お
も
て
な
し
」「
広
報
・
宣
伝
」

等
、
部
会
ご
と
の
活
動
を
し
て
い
た

だ
き
ま
す
。

●
お
問
い
合
せ　

瀧
廉
太
郎
記
念
音

楽
祭
実
行
委
員
会
事
務
局（
竹
田
市

文
化
政
策
課
内
）　

☎
63
―

４
８
３
７

瀧
廉
太
郎
記
念
音
楽
祭
実
行
委
員
メ
ン
バ
ー
募
集
！

「
廉
太
郎
ホ
ー
ル
」で
初
開
催

市
民
一
体
で
盛
り
上
げ
よ
う
！

今
年
の
「
瀧
廉
太
郎
記
念
全
日
本
高
等
学
校
声
楽
コ
ン
ク
ー
ル
」
を
運
営
す
る
実
行
委
員
メ
ン
バ
ー
を
募
集

し
ま
す
！　

未
来
の
声
楽
家
を
志
す
高
校
生
た
ち
の
「
栄
光
の
舞
台
」
を
一
緒
に
支
え
ま
せ
ん
か
。

国
民
文
化
祭
Ｃ
Ｍ

撮
影
快
調！

　

10
月
６
日
か
ら
11
月
25
日
の
51

日
間
に
わ
た
っ
て
開
催
さ
れ
る 

「
第

33
回
国
民
文
化
祭
・
お
お
い
た

２
０
１
８
」 「
第
18
回
全
国
障
害
者
芸

術
・
文
化
祭
お
お
い
た
大
会
」。
市

民
の
皆
さ
ん
に
お
知
ら
せ
し
て
、
機

運
を
盛
り
上
げ
よ
う
と
Ｃ
Ｍ
を
制
作

し
て
い
ま
す
。
竹
田
市
地
域
お
こ
し

協
力
隊
の
山
下
歩
さ
ん
に
よ
る
竹
田

市
総
合
文
化
ホ
ー
ル「
グ
ラ
ン
ツ
た

け
た
」の
イ
メ
ー
ジ
ソ
ン
グ「
か
が
や

く
未
来
へ
」の
メ
ロ
デ
ィ
ー
に
乗
せ

て
、
文
化
活
動
の
ほ
か
、
ア
ー
ト
や

ク
ラ
フ
ト
作
品
等
の
制
作
、
ま
ち
づ

く
り
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ス
テ
ー
ジ

で
元
気
に
活
動
さ
れ
て
い
る
市
民
の

皆
さ
ん
に
出
演
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
ま
た
、
３
月
10
日
に
は
ラ
ス
ト

シ
ー
ン
の
撮
影
が
久
住
高
原
で
行
わ

れ
、
参
加
者
は
心
を
ひ
と
つ
に
し
て
、

元
気
い
っ
ぱ
い
撮
影
に
取
り
組
ん
で

い
ま
し
た
。

　

完
成
し
た
Ｃ
Ｍ
は
５
月
頃
か
ら
オ

ン
エ
ア
。
た
け
た
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
、

ま
た
竹
田
市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

動
画
広
報
欄
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

Ｃ
Ｍ
を
通
じ
て
、“
竹
田
の
魅
力
”を

市
内
外
に
情
報
発
信
し
ま
す
。

↑廉太郎記念館の蔵でコンサート

↑ロビーにて「かぼすカフェ」をオープン。のどにやさしい「かぼす
湯」は出場者に大好評！

↑国民文化祭は、竹田に
　お越しください〜！

←おおいた大茶会にあわせて
　久住高原で野点

声楽
コンクール

瀧廉太郎記念音楽祭実行委員メンバー募集  ほか



9 2018年４月発行

建
設
中
の「
グ
ラ
ン
ツ
た
け
た
」

工
期
は
５
月
31
日
に
延
長

　

現
在
、
建
設
中
の
竹
田
市
総
合
文

化
ホ
ー
ル
は
３
月
定
例
会
に
お
い
て

議
決
を
い
た
だ
き
、
平
成
30
年
３
月

７
日
完
成
予
定
が
５
月
31
日
ま
で
工

期
を
延
長
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

な
お
、
10
月
７
日
の
開
館
に
つ
き

ま
し
て
は
、
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

市
民
の
皆
さ
ま
の
ご
理
解
、
ご
協

力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

竹
田
市
総
合
文
化
ホ
ー
ル「
グ
ラ

ン
ツ
た
け
た
」を
一
緒
に
盛
り
上
げ

て
い
た
だ
け
る
ス
タ
ッ
フ
を
募
集
し

て
い
ま
す
。

　

４
月
か
ら
何
か
新
し
い
こ
と
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
よ
う
と
思
っ
て

い
る
方
、
ぜ
ひ
ご
応
募
く
だ
さ
い
！

◎
こ
の
よ
う
な
方
を
募
集
し
て
い
ま

す
！

・
「
音
楽
・
演
劇
・
舞
踊
・
映
画
等

に
興
味
が
あ
る
！
」

・
「
仲
間
づ
く
り
が
し
た
い
！
」

・
「
イ
ベ
ン
ト
の
企
画
に
チ
ャ
レ
ン

ジ
し
て
み
た
い
！
」

・
「
自
分
の
趣
味
・
特
技
を
生
か
し

た
活
動
が
し
た
い
！
」

業
務
内
容　
「
グ
ラ
ン
ツ
た
け
た
」で

フ
ロ
ン
ト
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
お
客
さ

ま
を
お
迎
え
し
た
り
、
舞
台
ス
タ
ッ

フ
と
し
て
自
主
公
演
を
支
え
た
り
、

賑
わ
い
を
創
出
す
る
イ
ベ
ン
ト
企

画
・
運
営
な
ど
、
多
様
な
関
わ
り
方

が
で
き
ま
す
。

任
期　

年
１
回
更
新

条
件　
「
グ
ラ
ン
ツ
た
け
た
」の
活
動

に
理
解
と
関
心
を
持
ち
、
積
極
的
に

「
グ
ラ
ン
ツ
た
け
た
」の
活
動
に
参
加

し
て
い
た
だ
け
る
方　
　
　
　

対
象　

高
校
生
以
上
の
方

募
集
締
切　

５
月
31
日
㈭

申
込
方
法　

ま
ず
は
竹
田
市
文
化
政

策
課
ま
で
お
電
話
く
だ
さ
い
。
申

込
用
紙
は
、「
グ
ラ
ン
ツ
た
け
た
」の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

で
き
ま
す
。

　

申
込
用
紙
は
、
直
接
文
化
政
策
課

に
お
持
ち
い
た
だ
く
か
、
郵
送
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
ま
た
は
メ
ー
ル
で
も
構
い
ま
せ

ん
。

待
遇　

研
修
の
受
講（
専
門
講
師
に

よ
る
研
修
や
ｉ
ｉ
ｃ
ｈ
ｉ
ｋ
ｏ
総
合

文
化
セ
ン
タ
ー
へ
の
視
察
・
鑑
賞
会

あ
り
）

　

活
動
に
応
じ
て
グ
ラ
ン
ツ
ポ
イ
ン

ト
を
付
与
し
ま
す
。（
グ
ラ
ン
ツ
ポ

イ
ン
ト
は
、
主
催
公
演
の
鑑
賞
時
に

利
用
で
き
ま
す
）

●
お
問
い
合
せ
・
お
申
込
み
先

竹
田
市
文
化
政
策
課（
〒
８
７
８

―

８
５
５
５  

竹
田
市
大
字
会
々

１
６
５
０
番
地
）

☎
０
９
７
４
―

63
―

４
８
３
７

FAX
０
９
７
４
―

63
―

０
９
９
５

E-m
ail : bunka@

city.taketa.lg.jp  

竹田市総合文化ホール市民スタッフ第２次募集  ほか

↑建設中の現場で行われた市議会議員視察。熱心に質問
をする議員の皆さん（２月26日）

↑グランツたけた開館記念告知ポスターが完成。「わくわくで、
つながろう。」（グランツの「Ｇ」ポーズ）

グランツたけた
ホームページ開設しました
　10月に開館を迎える「竹田市総
合文化センター グランツたけた」
のホームページ〔URL：http://www.
taketa-city.com/glanz/〕がこの度開
設されました。「グランツたけた」
の概要や竹田市主催事業、また国
民文化祭事業等の情報は、このペー
ジから発信します。
　お問い合わせは、竹田市文化政
策課 ☎0974-63-4837まで。
　なお、竹田市公式ホームページ
のトップページにあった「瀧廉太郎
記念全日本高等学校声楽コンクー
ル」のバナーは、「グランツたけた」
のトップページに移動しています。

竹
田
市
総
合
文
化
ホ
ー
ル「
グ
ラ
ン
ツ
た
け
た
」

市
民
ス
タ
ッ
フ
第
２
次
募
集

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
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【
平
成
30
年
４
月
１
日
付　
（　

）内
は
旧
役
職
】

■
課　

長

▽
総
務
課
長
兼
行
政
改
革
推
進
室
長
兼
市
長
公

室
長（
総
務
課
長
兼
行
政
改
革
推
進
室
長
）池
永
徹

▽
市
民
課
参
事
兼
環
境
衛
生
係
長（
市
民
課
長
補

佐
兼
環
境
衛
生
係
長
）深
田
徹
▽
保
険
健
康
課
参

事（
高
齢
者
福
祉
課
参
事
）渡
邊
由
美
子
▽
人
権
・

同
和
対
策
課
長（
社
会
福
祉
課
長
・
福
祉
事
務
所

長
））阿
南
秀
則
▽
社
会
福
祉
課
長
・
福
祉
事
務
所

長（
商
工
観
光
課
長
兼
野
外
活
動
施
設
所
長
兼
瀧

廉
太
郎
記
念
館
長
兼
竹
田
温
泉
花
水
月
館
長
）志

賀
郁
夫
▽
農
政
課
長（
図
書
館
長
）後
藤
芳
彦
▽
農

政
課
参
事
兼
畜
産
振
興
室
長（
建
設
課
長
補
佐
兼

庶
務
係
長
）大
神
正
己
▽
商
工
観
光
課
長
兼
野
外

活
動
施
設
所
長
兼
瀧
廉
太
郎
記
念
館
長
兼
竹
田
温

泉
花
水
月
館
長（
久
住
支
所
地
域
振
興
課
長
兼
会

計
課
久
住
分
室
長（
併
）生
涯
学
習
課
付
課
長（
併
）

久
住
学
校
給
食
共
同
調
理
場
次
長（
併
）選
挙
管
理

委
員
会
久
住
支
局
長
）後
藤
惟
稔
▽
建
設
課
参
事

兼
庶
務
係
長（
市
民
課
参
事
兼
年
金
係
長
）堀
勇
進

▽
建
設
課
玉
来
ダ
ム
・
中
九
州
横
断
道
路
推
進
対

策
室
長（
会
計
課
契
約
検
査
室
長
）清
水
禎
治
▽
上

下
水
道
課
参
事（
上
下
水
道
課
参
事
兼
庶
務
係
長
）

衛
藤
洋
一
▽
会
計
管
理
者
兼
会
計
課
長（
選
挙
管

理
委
員
会
事
務
局
長（
併
）監
査
事
務
局
長
）姫
野

修
次
▽
会
計
課
契
約
検
査
室
長（
農
政
課
長
）工
藤

両
一
▽
会
計
課
契
約
検
査
室
参
事（
農
林
整
備
課

参
事
兼
地
籍
調
査
係
長
）安
藤
信
次
▽
荻
支
所
地

域
振
興
課
長
兼
会
計
課
荻
分
室
長（
併
）生
涯
学
習

課
付
課
長（
併
）選
挙
管
理
委
員
会
荻
支
局
長（
荻

支
所
地
域
振
興
課
長
兼
会
計
課
荻
分
室
長
兼
市

民
係
長
事
務
取
扱
兼
産
業
建
設
係
長
事
務
取
扱

（
併
）生
涯
学
習
課
付
課
長（
併
）選
挙
管
理
委
員
会

荻
支
局
長
）赤
木
宏
幸
▽
久
住
支
所
地
域
振
興
課

長
兼
会
計
課
久
住
分
室
長（
併
）生
涯
学
習
課
付
課

長（
併
）久
住
学
校
給
食
共
同
調
理
場
次
長（
併
）選

挙
管
理
委
員
会
久
住
支
局
長（
教
育
総
務
課
参
事
）

後
藤
聡
▽
教
育
総
務
課
長
兼
図
書
館
長（
教
育
総

務
課
長
）吉
野
文
浩
▽
教
育
総
務
課
参
事
兼
総
務

係
長（
税
務
課
参
事
）菊
池
享
子
▽
竹
田
中
央
学
校

給
食
共
同
調
理
場
長
兼
久
住
学
校
給
食
共
同
調
理

場
長
兼
直
入
学
校
給
食
共
同
調
理
場
長（
建
設
課

参
事
兼
玉
来
ダ
ム
・
中
九
州
横
断
道
路
推
進
対
策

室
長
）大
谷
恭
一
▽
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
長

（
併
）監
査
事
務
局
長（
会
計
課
参
事
兼
会
計
係
長
）

柴
尾
浩
昭

■
課
長
補
佐

▽
総
務
課
長
補
佐
兼
職
員
係
長
兼
秘
書
広
報
係
長

（
総
務
課
長
補
佐
兼
職
員
係
長
兼
行
政
改
革
推
進

室
長
補
佐
）渡
邊
良
夫
▽
企
画
情
報
課
長
補
佐（
教

育
総
務
課
主
幹
兼
総
務
係
長
）佐
藤
禄
恵
▽
文
化

政
策
課
長
補
佐（
企
画
情
報
課
長
補
佐
）古
田
卓
▽

文
化
政
策
課
長
補
佐
兼
文
化
政
策
係
長（
文
化
政

策
課
長
補
佐
）廣
瀬
恵
三
▽
財
政
課
長
補
佐
兼
財

政
係
長（
財
政
課
長
補
佐
）筑
紫
聡
▽
財
政
課
長
補

佐
兼
市
有
財
産
経
営
管
理
室
長（
財
政
課
主
幹
兼

市
有
財
産
経
営
管
理
室
長
）佐
藤
俊
郎
▽
税
務
課

長
補
佐
兼
課
税
係
長（
社
会
福
祉
課
長
補
佐
兼
子

育
て
支
援
係
長
）峯
田
佳
子
▽
市
民
課
長
補
佐
兼

年
金
係
長（
農
業
委
員
会
事
務
局
次
長
兼
管
理
係

長
）衞
藤
和
恵
▽
人
権
・
同
和
対
策
課
長
補
佐
兼

人
権
・
同
和
対
策
係
長（
農
業
委
員
会
事
務
局
次

長
兼
農
地
係
長
）和
田
雪
子
▽
社
会
福
祉
課
長
補

佐
兼
高
齢
者
福
祉
課
長
補
佐（
兼
）社
会
福
祉
協
議

会
事
務
従
事（
企
画
情
報
課
長
補
佐
兼
Ｔ
Ｏ
Ｐ
戦

略
推
進
室
長
）渡
部
哲
哉
▽
社
会
福
祉
課
長
補
佐

（
社
会
福
祉
課
主
幹
兼
生
活
保
護
係
長
）後
藤
い
ず

み
▽
社
会
福
祉
課
長
補
佐
兼
子
育
て
支
援
係
長

（
総
務
課
市
長
公
室
長
兼
秘
書
広
報
係
長
）熊
谷
芳

浩
▽
高
齢
者
福
祉
課
長
補
佐（
保
険
健
康
課
長
補

佐
）吉
田
ま
り
子
▽
農
政
課
長
補
佐
兼
林
業
振
興

室
長（
農
政
課
長
補
佐
）前
原
文
之
▽
農
林
整
備
課

長
補
佐（
税
務
課
長
補
佐
兼
課
税
係
長
）後
藤
靖
文

▽
農
林
整
備
課
長
補
佐
兼
地
籍
調
査
係
長（
建
設

課
長
補
佐
）後
藤
将
道
▽
都
市
デ
ザ
イ
ン
課
長
補

佐
兼
都
市
デ
ザ
イ
ン
係
長（
都
市
デ
ザ
イ
ン
課
長

補
佐
）武
内
公
司
▽
会
計
課
長
補
佐
兼
会
計
係
長

（
人
権
・
同
和
対
策
課
長
補
佐
兼
人
権
・
同
和
対

策
係
長
）上
田
哲
士
▽
荻
支
所
地
域
振
興
課
長
補

佐（
農
林
整
備
課
長
補
佐
）後
藤
一
郎
▽
久
住
支
所

地
域
振
興
課
長
補
佐（
併
）久
住
学
校
給
食
共
同
調

理
場
次
長（
久
住
支
所
地
域
振
興
課
長
補
佐
兼
産

業
建
設
係
長（
併
）久
住
学
校
給
食
共
同
調
理
場
次

長
）佐
藤
淳
一
郎
▽
直
入
支
所
地
域
振
興
課
長
補

佐
兼
人
権
・
同
和
対
策
課
長
補
佐（
併
）直
入
学
校

給
食
共
同
調
理
場
次
長（
併
）選
挙
管
理
委
員
会
直

入
支
局
次
長（
高
齢
者
福
祉
課
長
補
佐
）大
濱
寿
賀

子
▽
図
書
館
次
長（
学
校
教
育
課
長
補
佐
兼
教
育

指
導
係
長
）大
塚
聡
子
▽
監
査
事
務
局
次
長（
併
）

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
次
長（
監
査
事
務
局
次

長
兼
庶
務
係
長（
併
）選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
次

長
兼
選
挙
係
長
）工
藤
直
樹
▽
農
業
委
員
会
事
務

局
次
長
兼
農
地
係
長
兼
管
理
係
長（
農
政
課
長
補

佐
兼
林
業
振
興
室
長
）氏
田
哲
生

■
係　

長

▽
企
画
情
報
課
主
幹
兼
Ｔ
Ｏ
Ｐ
戦
略
推
進
室
長

（
税
務
課
主
幹
兼
特
別
収
納
推
進
室
長
）本
田
広
行

▽
税
務
課
主
幹
兼
特
別
収
納
推
進
室
長（
生
涯
学

習
課
主
幹
兼
ス
ポ
ー
ツ
振
興
係
長
）後
藤
和
司
▽

市
民
課
主
幹
兼
市
民
係
長（
議
会
事
務
局
主
幹
兼

庶
務
係
長
）堀
貴
美
子
▽
保
険
健
康
課
管
理
係
長

兼
こ
ど
も
診
療
所
管
理
係
長（
財
政
課
財
政
係
長
）

後
藤
英
樹
▽
保
険
健
康
課
国
保
・
高
齢
者
医
療
係

長（
生
涯
学
習
課
主
幹
兼
荻
教
育
係
長
）赤
木
康
造

▽
社
会
福
祉
課
生
活
保
護
係
長（
保
険
健
康
課
国

保
・
高
齢
者
医
療
係
長
）加
藤
光
寿
▽
農
政
課
ブ

ラ
ン
ド
推
進
室
係
長（
都
市
デ
ザ
イ
ン
課
都
市
デ

ザ
イ
ン
係
長
）佐
田
圭
司
▽
農
林
整
備
課
主
幹
兼

大
野
川
上
流
推
進
室
長（
兼
）大
野
川
上
流
地
域
維

持
管
理
協
議
会
事
務
従
事（
農
林
整
備
課
主
幹
兼

大
野
川
上
流
推
進
室
長
）井
上
清
志
▽
農
林
整
備

課
主
幹（
上
下
水
道
課
主
幹
兼
工
務
係
長
）齋
藤
誠

▽
上
下
水
道
課
主
幹
兼
庶
務
係
長（
荻
支
所
地
域

振
興
課
主
幹
兼
係
長
）後
藤
誠
郎
▽
上
下
水
道
課

主
幹
兼
工
務
係
長（
上
下
水
道
課
主
幹
）大
塚
幸
治

▽
上
下
水
道
課
生
活
排
水
係
長（
上
下
水
道
課
係

長
）馬
場
勇
二
▽
荻
支
所
地
域
振
興
課
主
幹
兼
市

民
係
長（
荻
支
所
地
域
振
興
課
主
幹
兼
係
長
）小
出

紀
美
子
▽
荻
支
所
地
域
振
興
課
主
幹
兼
産
業
建
設

係
長（
農
政
課
畜
産
振
興
室
主
幹
兼
係
長
）安
南
泰

彦
▽
久
住
支
所
地
域
振
興
課
産
業
建
設
係
長（
併
）

久
住
学
校
給
食
共
同
調
理
場
次
長（
上
下
水
道
課

生
活
排
水
係
長
）中
村
祐
二
▽
直
入
支
所
地
域
振

興
課
主
幹
兼
市
民
係
長（
併
）生
涯
学
習
課
直
入
教

育
係
長（
併
）直
入
学
校
給
食
共
同
調
理
場
次
長

（
直
入
支
所
地
域
振
興
課
主
幹
兼
市
民
係
長
兼
人

権
・
同
和
対
策
課
係
長（
併
）直
入
学
校
給
食
共
同

調
理
場
次
長（
併
）選
挙
管
理
委
員
会
直
入
支
局
次

長
）橋
本
一
彦
▽
直
入
支
所
地
域
振
興
課
主
幹
兼

産
業
建
設
係
長（
併
）直
入
学
校
給
食
共
同
調
理
場

次
長（
直
入
支
所
地
域
振
興
課
主
幹
兼
産
業
建
設

係
長（
併
）生
涯
学
習
課
直
入
教
育
係
長（
併
）直
入

平
成
30
年
度
竹
田
市
人
事
異
動　
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学
校
給
食
共
同
調
理
場
次
長
）工
藤
賢
稔
▽
学
校

教
育
課
主
幹
兼
教
育
指
導
係
長（
保
険
健
康
課
主

幹
兼
管
理
係
長
）峯
野
憲
司
▽
生
涯
学
習
課
主
幹

兼
ス
ポ
ー
ツ
振
興
係
長（
高
齢
者
福
祉
課
主
幹
）甲

斐
正
寿
▽
生
涯
学
習
課
久
住
教
育
係
長（
文
化
政

策
課
文
化
政
策
係
長
）江
渡
孝
行
▽
議
会
事
務
局

主
幹
兼
庶
務
係
長（
市
民
課
主
幹
兼
市
民
係
長
）武

内
恵
▽
監
査
事
務
局
庶
務
係
長（
併
）選
挙
管
理
委

員
会
事
務
局
選
挙
係
長（
監
査
事
務
局（
併
）選
挙

管
理
委
員
会
事
務
局
）藤
原
み
ど
り

■
一　

般

▽
総
務
課（
消
防
署
久
住
分
署
）阿
部
晋
一
郎
▽
総

務
課（
上
下
水
道
課
）吉
川
沙
央
里
▽
企
画
情
報
課

（
農
政
課
）高
橋
英
明
▽
文
化
政
策
課（
企
画
情
報

課
）関
口
恵
介
▽
文
化
政
策
課（
企
画
情
報
課
）舞

希
▽
財
政
課（
税
務
課
）渡
辺
文
彦
▽
税
務
課（
社

会
福
祉
課
）羽
田
野
亘
▽
税
務
課（
農
政
課
）吉
野

秀
樹
▽
税
務
課（
久
住
支
所
地
域
振
興
課
）渡
部
泰

彦
▽
税
務
課（
高
齢
者
福
祉
課
）佐
田
裕
美
▽
税
務

課（
荻
支
所
地
域
振
興
課
）山
村
啓
太
郎
▽
保
険
健

康
課（
荻
支
所
地
域
振
興
課
）渡
部
綾
▽
保
険
健
康

課（
直
入
支
所
地
域
振
興
課
）木
津
史
恵
▽
保
険
健

康
課
・
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
派
遣（
社
会

福
祉
課
）柚
木
玲
奈
▽
社
会
福
祉
課（
農
政
課
）磯

野
俊
彦
▽
社
会
福
祉
課（
上
下
水
道
課
）渡
部
夕
樹

▽
社
会
福
祉
課（
総
務
課
）繁
野
加
奈
▽
社
会
福
祉

課（
保
険
健
康
課
）首
藤
理
恵
▽
社
会
福
祉
課
兼
保

険
健
康
課（
保
険
健
康
課
）牛
尾
公
一
▽
高
齢
者
福

祉
課（
農
政
課
）大
窪
孝
幸
▽
高
齢
者
福
祉
課（
税

務
課
）後
藤
千
鶴
▽
高
齢
者
福
祉
課（
文
化
政
策

課
）筒
井
綾
▽
農
政
課（
農
林
整
備
課
）井
出
剛
▽

農
政
課（
生
涯
学
習
課
）進
堅
大
▽
農
政
課（
久
住

支
所
地
域
振
興
課
）岩
本
哲
尚
▽
農
政
課
畜
産
振

興
室（
社
会
福
祉
課
）渡
邉
一
義
▽
農
林
整
備
課

（
兼
）大
野
川
上
流
地
域
維
持
管
理
協
議
会
事
務
従

事（
農
林
整
備
課
）佐
藤
光
裕
▽
農
林
整
備
課（
商

工
観
光
課
）後
藤
祥
司
▽
商
工
観
光
課（
兼
）竹
田

市
観
光
ツ
ー
リ
ズ
ム
協
会
事
務
従
事（
商
工
観
光

課
）島
村
育
郎
▽
商
工
観
光
課（
社
会
福
祉
課
）後

藤
紫
織
▽
建
設
課（
上
下
水
道
課
）安
達
隆
文
▽
建

設
課（
税
務
課
）足
立
啓
樹
▽
都
市
デ
ザ
イ
ン
課

（
総
務
課
）森
敦
史
▽
都
市
デ
ザ
イ
ン
課（
建
設
課
）

一
森
裕
次
▽
上
下
水
道
課（
直
入
支
所
地
域
振
興

課
）衛
藤
勝
幸
▽
上
下
水
道
課（
農
林
整
備
課
）上

野
裕
美
▽
会
計
課（
高
齢
者
福
祉
課
）鳴
川
晴
美
▽

荻
支
所
地
域
振
興
課（
社
会
福
祉
課
）内
川
充
枝
▽

久
住
支
所
地
域
振
興
課（
税
務
課
）山
本
美
幸
▽
直

入
支
所
地
域
振
興
課（
保
険
健
康
課
）児
玉
寛
子
▽

教
育
総
務
課（
会
計
課
）橋
爪
美
紀
▽
生
涯
学
習
課

（
税
務
課
）工
藤
良
次
▽
農
業
委
員
会
事
務
局（
保

険
健
康
課
・
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
派
遣
）

津
曲
美
香

■
平
成
30
年
３
月
31
日
付
退
職

▽
井
上
隆
明（
人
権
・
同
和
対
策
課
長
）▽
工
藤
英

信（
会
計
管
理
者
兼
会
計
課
長
）▽
古
荘
弘
幸（
農

政
課
畜
産
振
興
室
長
）▽
後
藤
治
一
郎（
竹
田
中
央

学
校
給
食
共
同
調
理
場
長
兼
久
住
学
校
給
食
共
同

調
理
場
長
兼
直
入
学
校
給
食
共
同
調
理
場
長
）▽

高
橋
は
つ
み（
竹
田
保
育
所
主
幹
保
育
士
）▽
甲
斐

孝
二（
会
計
課
契
約
検
査
室
長
補
佐
）▽
井
手
勝
隆

（
都
市
デ
ザ
イ
ン
課
）

■
平
成
30
年
４
月
１
日
付
新
採
用

▽
佐
藤
悠
香（
税
務
課
）▽
佐
藤
諒（
高
齢
者
福
祉

課
）▽
安
藤
稔
真（
農
政
課
）▽
白
石
誠
志
郎（
上
下

水
道
課
）

竹
田
市
消
防
本
部
・
消
防
署
人
事
異
動

【
平
成
30
年
４
月
１
日
付　
（　

）内
は
旧
役
職
】

■
消
防
本
部
・
課
長

▽
消
防
長
・
任
消
防
司
令
長（
消
防
本
部
次
長
兼

庶
務
課
長
・
消
防
司
令
）大
塚
正
三
▽
消
防
本
部

次
長
兼
庶
務
課
長
兼
警
防
課
長
・
消
防
司
令（
消

防
署
長
・
消
防
司
令
）志
賀
和
吉

■
消
防
本
部
・
係
長

▽
庶
務
課
消
防
団
係
長
・
消
防
司
令
補（
消
防
署

救
助
係
長
兼
当
直
長
・
消
防
司
令
補
）内
那
洋
介

▽
警
防
課
警
防
係
長
兼
危
険
物
係
長
兼
予
防
係

長
・
消
防
司
令
補（
消
防
署
消
防
調
査
係
長
兼
当

直
長
・
消
防
司
令
補
）中
村
良
太

■
消
防
本
部
・
一
般

▽
庶
務
課
付（
市
長
部
局
出
向
）・
任
消
防
司
令
補

（
久
住
分
署
救
急
係
・
消
防
士
長
）阿
部
晋
一
郎
▽

警
防
課
危
険
物
係
・
任
消
防
司
令
補（
警
防
課
危

険
物
係
・
消
防
士
長
）内
川
大
地

■
消
防
署
・
課
長

▽
消
防
署
長
・
消
防
司
令（
防
災
危
機
管
理
官

（
併
）消
防
本
部
付
課
長
補
佐
・
消
防
司
令
）佐
藤

浩
和
▽
消
防
署
参
事
兼
久
住
分
署
長
・
消
防
司
令

（
久
住
分
署
副
分
署
長
・
消
防
司
令
）飯
田
精
華

■
消
防
署
・
係
長

▽
救
助
係
長
兼
当
直
長
・
消
防
司
令
補（
消
防
本

部
庶
務
課
消
防
団
係
長
・
消
防
司
令
補
）岩
屋
英

明
▽
消
防
調
査
係
長
兼
当
直
長
・
消
防
司
令
補

（
消
防
調
査
リ
ー
ダ
ー
・
消
防
司
令
補
）工
藤
幸
司

▽
通
信
係
長
・
消
防
司
令
補（
通
信
リ
ー
ダ
ー
・

消
防
司
令
補
）井
野
隆
一
▽
久
住
分
署
消
防
救
急

係
長
兼
当
直
長
・
消
防
司
令
補（
久
住
分
署
消
防

係
・
消
防
司
令
補
）畑
山
宗
徳

■
消
防
署
・
一
般

▽
消
防
署
救
助
係
・
任
消
防
司
令
補（
久
住
分
署
・

消
防
士
長
）塩
谷
一
郎
▽
久
住
分
署
・
消
防
士
長

（
消
防
署
救
助
係
・
消
防
士
長
）大
塚
省
吾
▽
久
住

分
署
・
消
防
士
長（
消
防
署
救
助
係
・
消
防
士
長
）

森
慎
一
郎
▽
消
防
署
救
助
係
・
消
防
士
長（
久
住

分
署
・
消
防
士
長
）廣
岡
幸
三
▽
久
住
分
署
・
任

消
防
士
長（
消
防
署
救
急
係
・
消
防
副
士
長
）足
立

圭
太
▽
久
住
分
署
・
消
防
副
士
長（
消
防
署
救
助

係
・
消
防
副
士
長
）後
藤
健
介
▽
消
防
署
救
急
係
・

任
消
防
士
長（
消
防
署
救
急
係
・
消
防
副
士
長
）堀

真
介
▽
消
防
署
救
急
係
・
消
防
副
士
長（
消
防
本

部
庶
務
課
付
・
消
防
副
士
長
）佐
藤
愛
朗
▽
消
防

署
救
急
係
・
消
防
副
士
長（
久
住
分
署
・
消
防
副

士
長
）一
ノ
宮
亮
▽
消
防
署
救
急
係
・
消
防
副
士

長（
久
住
分
署
・
消
防
副
士
長
）吉
川
両
介
▽
久
住

分
署
・
消
防
副
士
長（
消
防
署
救
急
係
・
消
防
副

士
長
）志
賀
篤
▽
消
防
署
救
急
係
・
消
防
副
士
長

（
久
住
分
署
・
消
防
副
士
長
）内
田
佳
佑
▽
久
住
分

署
・
任
消
防
副
士
長（
消
防
署
通
信
係
・
消
防
士
）

隅
康
一
郎
▽
久
住
分
署
・
任
消
防
副
士
長（
久
住

分
署
・
消
防
士
）姫
野
孝
彰
▽
消
防
署
救
助
係
・

任
消
防
副
士
長（
久
住
分
署
・
消
防
士
）加
藤
誠
也

▽
久
住
分
署
・
消
防
士（
消
防
署
救
急
係
・
消
防

士
）狩
生
俊
朗

■
平
成
30
年
３
月
31
日
付
退
職

▽
工
藤
忠
孝（
消
防
長
）▽
工
藤
敦（
消
防
本
部
次

長
兼
警
防
課
長
）

■
平
成
30
年
４
月
１
日
付
新
採
用

▽
飛
瀬
賢
歩（
消
防
本
部
庶
務
課
付
・
任
消
防
士
）

平成30年度竹田市人事異動
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牧
野
の
防
火
帯
で
ラ
リ
ー

　

３
月
17
日
、
竹
田
市
久
住
町
の
岳

麓
寺
牧
野
で
、「
第
４
回
湯
布
院
ラ

リ
ー
３
デ
イ
ズ
２
０
１
８
」が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

  

「
牧
野
組
合
員
の
高
齢
化
等
が
進
み
、

野
焼
き
の
延
焼
を
防
ぐ
防
火
帯
の
維

持
管
理
に
苦
労
し
て
い
る
。
草
の
伸

び
を
抑
制
さ
せ
る
た
め
に
、
防
火

帯
に
オ
ー
ト
バ
イ
を
走
ら
せ
て
み
た

い
」と
、
岳
麓
寺
牧
野
組
合
の
麻
生

賢
志
組
合
長
が
発
案
、
大
会
関
係
者

に
相
談
し
実
現
し
た
も
の
で
、
こ
の

日
の
レ
ー
ス
約
３
７
８
キ
ロ
の
う
ち

一
部
に
牧
野
内
の
約
３
キ
ロ
の
コ
ー

ス
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

全
国
各
地
か
ら
参
加
し
た
49
人
は

起
伏
の
激
し
い
牧
野
の
コ
ー
ス
を
疾

走
。「
く
じ
ゅ
う
連
山
や
阿
蘇
山
を

眺
望
で
き
る
絶
好
の
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
コ
ー
ス
」と
参
加
者
か
ら
好
評
を

得
て
い
ま
し
た
。

第31回岡の里名水マラソン大会

早春の名水路を駆け抜ける!

↑総合４位に輝いた竹田市チームの皆さん

↑牧野の防火帯をオートバイで走る参加者

　

開
会
式
で
は
、
今
大
会
の
ゲ
ス
ト

ラ
ン
ナ
ー
で
、
竹
田
市
宮
城
出
身
の

シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー
古ふ
る

澤さ
わ

剛た
け
し

さ
ん
が「
ア
ッ
プ
ダ
ウ
ン
が
多
い

コ
ー
ス
だ
が
、
名
水
や
景
色
が
皆
さ

ん
を
癒
し
て
く
れ
る
。
思
い
思
い
の

ペ
ー
ス
で
大
会
を
楽
し
み
ま
し
ょ

う
」と
エ
ー
ル
。

　

沿
道
で
は
入
田
・
嫗
岳
・
宮
砥
地

区
の
皆
さ
ん
が
、
懸
命
に
走
る
選
手

に
名
水
や
果
物
、
カ
ボ
ス
ジ
ュ
ー
ス

な
ど
で
お
も
て
な
し
。
参
加
者
は
ユ

ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
に
認
定
さ
れ
た

祖
母
山
系
の
麓
の
コ
ー
ス
を
、
地
元

の
人
と
の
ふ
れ
あ
い
を
楽
し
み
な
が

ら
走
っ
て
い
ま
し
た
。

　

フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
全
体
の
ト
ッ
プ
で

ゴ
ー
ル
し
た
西
村
智
治
さ
ん（
熊
本

県
）は「
風
光
明
媚
な
コ
ー
ス
で
走
っ

て
い
て
気
持
ち
が
よ
か
っ
た
。
給
水

所
で
の
お
も
て
な
し
、
家
の
前
で
声

援
を
く
れ
る
方
や
子
ど
も
た
ち
の
太

鼓
で
の
応
援
…
…
地
元
の
愛
が
つ

ま
っ
た
す
ば
ら
し
い
大
会
で
し
た
」

と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　３月４日、名水路に春を告げる「第31回岡
の里名水マラソン大会」が竹田市総合運動公
園陸上競技場をスタート・フィニッシュと
するコースで開催。フルマラソン、ハーフ
マラソン、10キロ、史跡めぐりウォークの
４種目に市内外から1619人がエントリーし
ました。

①今大会のゲストランナーの古
澤剛さん。竹田高校の生徒と
②沿道の皆さんの応援と心温ま
るおもてなし　③手を繋いで仲
良くフィニッシュ！

①

②

③

　

２
月
19
日
か
ら
23
日
ま
で
行
わ
れ

た
春
季
県
体
第
60
回
記
念
県
内
一
周

大
分
合
同
駅
伝
競
走
大
会
で
、
竹
田

市
チ
ー
ム
が
昨
年
の
総
合
８
位
か
ら

ジ
ャ
ン
プ
ア
ッ
プ
し
、
４
位
に
輝
き

ま
し
た
。

　

竹
田
市
チ
ー
ム
は
初
日
を
11
位
で

ス
タ
ー
ト
し
た
も
の
の
徐
々
に
順
位

を
上
げ
、
最
終
日
は
日
間
３
位
で

フ
ィ
ニ
ッ
シ
ュ
。
見
事
総
合
４
位
に

入
り
、
２
年
ぶ
り
の
Ａ
部
復
帰
を
果

た
し
ま
し
た
。
ま
た
、
個
人
で
は
山

田
泰
史
選
手
が
３
つ
の
区
間
賞
を
獲

得
す
る
な
ど
、
５
つ
の
区
間
賞
、
６

つ
の
努
力
賞
を
獲
得
し
ま
し
た
。

　

解
団
式
で
は
、
今
大
会
で
勇
退
す

る
志
賀
哲
哉
監
督
が「
選
手
一
人
ひ

と
り
が
持
て
る
力
を
発
揮
し
て
く
れ

た
。
市
民
の
皆
さ
ん
の
熱
い
声
援
で
、

Ａ
部
入
り
の
公
約
を
果
た
す
こ
と
が

で
き
た
」と
あ
い
さ
つ
。
吉
野
英
勝

教
育
長
は「
皆
さ
ん
の
懸
命
に
走
る

姿
が
、
市
民
に
勇
気
と
感
動
を
与
え

て
く
れ
た
」と
感
謝
の
言
葉
を
述
べ

ま
し
た
。

  

「
心
で
走
る
」―
志
賀
監
督
、
高
橋

監
督
を
中
心
に
５
日
間
、
39
区
間
・

３
９
２
・
１
キ
ロ
を
走
り
抜
い
た
選

手
の
皆
さ
ん
、
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。

春
季
県
体
第
60
回
記
念
県
内
一
周
大
分
合
同
駅
伝

竹
田
市
チ
ー
ム
が
総
合
４
位
に
躍
進

まちの出来事

　

３
月
１
日
、
全
国
和
牛
登
録
協
会

大
分
県
支
部
に
よ
る
和
牛
登
録
審
査

が
直
入
審
査
棟
で
行
わ
れ
、
吉
野
純

子
さ
ん（
直
入
）の「
ふ
み
あ
か
り
号
」

が
、
こ
れ
ま
で
の
県
内
の
最
高
位
と

し
て
後
藤
克
寿
さ
ん（
荻
）が
保
持
し

て
い
た
89
・
３
点
を
更
新
す
る
89
・

５
点
を
獲
得
す
る
快
挙
を
達
成
し
ま

し
た
。

吉野純子さんが
県内最高位の
快挙！
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平
成
28
年
４
月
の
熊
本
・
大
分
地

震
で
石
垣
に
ず
れ
が
生
じ
た
国
指
定

史
跡
岡
城
跡
で
３
月
４
日
、
復
旧
工

事
見
学
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

地
震
で
被
害
を
受
け
た
の
は
、
本

丸
跡
と
下し

も

原ば
る

門も
ん

跡
の
石
垣
。
市
で
は

国
や
県
の
支
援
を
受
け
、
平
成
29
年

度
か
ら
本
格
的
な
工
事
に
着
手
し
て

い
ま
す
。
下
原
門
西
櫓や

ぐ
ら

跡
で
は
石
垣

を
解
体
し
た
う
え
で
、
破
損
し
た
石

を
取
り
換
え
て
積
み
直
す
工
事
を
行

い
、
加
え
て
水
は
け
を
よ
く
す
る
た

め
の
栗
石
を
詰
め
て
い
ま
す
。

　

市
職
員
か
ら
復
旧
状
況
の
説
明
を

受
け
た
市
民
ら
約
50
人
か
ら
は
、
早

期
の
復
旧
を
望
む
声
が
上
が
っ
て
い

ま
し
た
。

　

平
成
30
年
度
は
残
っ
た
下
原
門
東

櫓
跡
と
本
丸
跡
の
工
事
に
取
り
掛
か

り
ま
す
。

国指定史跡岡城跡

復旧工事の状況を説明

　

２
月
24
日
、
荻
町「
陽
目
の
里
」で

ハ
ナ
モ
モ
の
苗
木
の
植
樹
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
参
加
者
の
皆
さ
ん
は
、
展

望
台
や
白
水
の
滝
へ
向
か
う
遊
歩
道

沿
い
に
苗
木
１
０
０
本
を
植
樹
。
今

回
植
樹
し
た
ハ
ナ
モ
モ
は
、
来
年
の

春
に
は
艶
や
か
な
ピ
ン
ク
や
赤
色
の

花
を
つ
け
る
そ
う
で
す
。

『陽目の里』に賑わいを！
↑参加した陽目の里環境を守る会や
　大野川源流祭り実行委員会の皆さん

竹田水害緊急治水ダム建設事業市民説明会

一刻も早い玉来ダムの完成を
　玉来ダムの本体工事着工後、初の開催となる「竹田
水害緊急治水ダム建設事業市民説明会」が２月25日、
市役所会議室で行われました。
　この事業は昭和57年と平成２年の水害を契機に、
玉来川と稲葉川の上流域にダムを建設する事業で、
平成12年度に河川改修が完了、平成22年度に稲葉ダ
ムが完成していますが、平成24年の九州北部豪雨で
は玉来川流域で甚大な被害が発生。住民から玉来ダ
ムの早期完成を求める声が上がっています。
　現在工事が進められている玉来ダムは堤高が52
メートル、堤頂部の長さが145メートルの重量式コ
ンクリートダムで、洪水調節を目的とした治水専用
の流水型ダム。昨年７月に起工式を行い、平成34年
度までの完成を目指しています。
　説明会には市民ら約40人が参加。ダムの建設現場
では、担当者からダムの完成による治水効果や建設
地の複雑な地質
に対応するため
の工法などの説
明を受けました。
　市民の安心安
全な生活を守る
ため、玉来ダム
の早期完成が求
められます。

↑工事が進む玉来ダムの建設現場を見学する市
民の皆さん

●身近な情報、ホットな話題をお寄せください。（総務課秘書広報係　☎ 63-1043　E-mail：taketa@city.taketa.lg.jp）

全
共
の
功
績
を
称
え
て

　

昨
年
９
月
に
開
催
さ
れ
た
第
11
回

全
国
和
牛
能
力
共
進
会（
全
共
）で
は
、

第
４
区
の
佐
藤
忠
直
さ
ん（
竹
田
）、

森
田
孝
子
さ
ん（
直
入
）、
清
水
康
博

さ
ん（
久
住
）、
安
藤
直
樹
さ
ん（
朝

地
町
）が
内
閣
総
理
大
臣
賞
を
獲
得
、

第
２
区
の
後
藤
克
寿
さ
ん（
荻
）が
優

等
２
席
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

そ
の
功
績
を
称
え
る
記
念
碑
が
豊

後
豊
肥
家
畜
市
場
の
敷
地
入
口
に
設

置
さ
れ
、
３
月
12
日
に
関
係
者
が
出

席
し
除
幕
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
出

品
者
を
代
表
し
て
挨
拶
を
し
た
佐
藤

忠
直
さ
ん
は「（
碑
の
設
置
に
）嬉
し

い
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
。
今
回
の
経

験
を
次
に
伝
え
た
い
」

　

次
回
大
会
は
２
０
２
２
年
に
鹿
児

島
県
で
開
催
。
連
続
日
本
一
に
向
け

た
取
り
組
み
が
始
ま
り
ま
す
。

大
蘇
ダ
ム
を
生
か
し
て

６
次
産
業
化
を
推
進

　

竹
田
市
と
熊
本
県
阿
蘇
市
、
産
山

村
に
農
業
用
水
を
供
給
す
る
大
蘇
ダ

ム
。
平
成
32
年
４
月
か
ら
の
供
用
開

始
に
向
け
、
豊
か
な
地
域
資
源
を
生

か
し
た
商
品
開
発
や
販
路
拡
大
、
雇

用
の
創
出
等
を
目
的
と
し
た「『
大
蘇

ダ
ム
の
水
で
６
次
産
業
化
を
進
め
ま

し
ょ
う
』シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」が
３
月
10

日
、
竹
田
市
菅
生
の「
道
の
駅
す
ご

う
」で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

荻
や
菅
生
地
域
の
農
業
関
係
者
な

ど
約
70
人
が
参
加
。
講
演
で
は
農
水

産
物
の
加
工
品
開
発
や
販
売
支
援
等

を
手
掛
け
る
イ
ワ
モ
ト
企
画（
大
分

市
）の
岩
本
礼
二
代
表
が
、「
商
品
の

コ
ン
セ
プ
ト
や
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
明
確

に
す
る
こ
と
、
原
材
料
の
差
別
化
を

図
り
、
パ
ッ
ケ
ー
ジ
デ
ザ
イ
ン
や

ネ
ー
ミ
ン
グ
を
商
品
イ
メ
ー
ジ
に
合

致
し
た
イ
ン
パ
ク
ト
の
あ
る
も
の

に
」と
、
参
加
者
に
ア
ド
バ
イ
ス
し

ま
し
た
。

↑記念碑の設置を喜ぶ出品者の皆さん

↑商品開発のプロセスについて
説明する講師のイワモト企画
の岩本礼二代表
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福
祉
教
育
に
熱
心
な
学
校
を
表
彰

す
る「
福
祉
優
秀
校
・
大
分
合
同
新

聞
賞
」の
第
31
回
受
賞
校
に
宮
城
台

小
学
校
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

市
内
12
の
小
学
校
の
中
で
最
も
少

な
い
児
童
数
の
宮
城
台
小
学
校
。
豊

か
な
自
然
に
囲
ま
れ
、
地
域
に
根
ざ

し
た
学
校
と
し
て
、
地
域
交
流
や
世

代
間
交
流
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

　

秋
の
合
同
運
動
会
や
敬
老
福
祉
・

食
彩
ま
つ
り
は
、
地
域
と
一
体
に
な

る
行
事
と
し
て
定
着
。
特
に
食
彩
ま

つ
り
で
は
、
児
童
が
収
穫
し
た
米
や

ピ
オ
ー
ネ
な
ど
を
使
っ
た
料
理
が
来

場
者
に
振
る
舞
わ
れ
、
と
て
も
喜
ば

れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
の
人
を
招
い
て
郷
土

料
理
や
昔
の
遊
び
、
し
め
縄
づ
く
り

を
体
験
し
た
り
、
児
童
が
育
て
た
パ

ン
ジ
ー
を
地
域
に
贈
る
花
い
っ
ぱ
い

運
動
や
月
１
回
の
登
下
校
中
の
ご
み

拾
い
な
ど
、
環
境
美
化
活
動
に
も
力

を
入
れ
て
い
ま
す
。

  

「
宮
城
地
区
を
元
気
に
」―
児
童
た

ち
の
活
動
が
地
域
を
明
る
く
照
ら
し

て
い
ま
す
。

警
察
庁
犯
罪
被
害
者
支
援
室
長
賞
に

　

花は
な

篭か
ご  

拓た
く

海み

さ
ん

（
三
重
総
合
高
等
学
校
久
住
校
）

　

警
察
庁
が
主
催
す
る「
第
７
回
命

の
大
切
さ
を
学
ぶ
教
室
全
国
作
文
コ

ン
ク
ー
ル
」の
高
校
生
の
部
で
、
大

分
県
立
三
重
総
合
高
校
久
住
校
２
年

の
花
篭
拓
海
さ
ん
が
警
察
庁
犯
罪
被

害
者
支
援
室
長
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

同
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
犯
罪
被
害
者

等
の
講
演
や
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
視
聴
す
る

「
命
の
大
切
さ
を
学
ぶ
教
室
」を
受
講

し
た
中
高
生
か
ら
作
品
を
募
集
し
、

今
回
は
全
国
か
ら
約
７
万
点
の
応
募

が
あ
り
ま
し
た
。

　

花
篭
さ
ん
は
中
学
生
の
と
き
に
い

じ
め
を
経
験
。
作
文
に
は
そ
の
と
き

の
様
子
や
花
篭
さ
ん
が
感
じ
た
思
い

を
綴
っ
て
い
ま
す
。「
い
じ
め
ら
れ

て
い
る
側
は
、
自
分
か
ら
声
を
発
す

る
こ
と
が
難
し
い
。
周
囲
が
気
づ
い

て
声
を
掛
け
、
手
を
差
し
伸
べ
る
こ

と
が
大
切
。
い
じ
め
ら
れ
て
い
る
人

も
勇
気
を
出
し
て
声
を
上
げ
、
周
り

に
助
け
を
求
め
て
ほ
し
い
」と
話
し

て
く
れ
ま
し
た
。

第31回福祉優秀校・大分合同新聞賞

宮城台小が受賞

全国車いす駅伝

河室隆一さんが優勝に貢献

第49回大分県農業賞

渡辺喜久雄さん三枝子さん（久住）が受賞

平成29年度大分県広報コンクール
広報写真（１枚写真）と映像で特選

↑受賞した宮城台小学校の児童の皆さん

↑２連覇を果たした県選抜チーム（前列左から２番目が河室隆一さん）

←広報たけた
　５月号表紙

↑「竹８シネマプロジェ
クト絶賛進行中」

　３月11日に京都市で行われた「第29回全国車い
す駅伝競走大会」で、県選抜チームが２連覇を飾
りました。
　チームの主将で４区（5.8キロ）を任されたのは、
竹田市出身の河室隆一さん（44歳・ホンダ太陽）。
河室さんは区間賞を獲得する走りでトップに立
つとそのまま独走態勢を築き、優勝に大きく貢
献しました。「相手は国内のトップ選手。抜ける
とは思わなかったが、４年連続して同じ区間を
走った経験がレースに生きた」と河室さん。
　37歳のときに不慮の事故で車いす生活に。リ
ハビリで始めた車いす陸上の競技歴は７年にな
るそうです。現在は多いときで１日に40キロ、
週６日の練習を重ねながら、ひと月に１回のペー
スで国内外のレースに参加しています。
  「次は３連覇を狙いたい。また2020年の東京パ
ラリンピックの出場を目指すとともに、皆さん
にパラスポーツの魅力を伝えていきたい」と意気
込みを話してくれました。

　大分県農業賞優秀賞〔企業的農業経営部門・個人の
部〕に、渡辺喜久雄さん三枝子さん夫妻が輝きました。
　渡辺さんは平成25年に複合経営から肉用牛繁殖
専業経営に転換し、現在では県内トップクラスの繁
殖牛92頭まで規模を拡大。また、分娩監視システム
等を導入し効率的な母牛管理を行い、牧野での放牧、
採草など地域資源を活用した自給飼料生産による循
環型農業を実践
しています。
　市和牛振興会
会長、市クラス
ター協議会会長
を歴任。地域の
畜産振興に貢献
したことにより
今回受賞されま
した。↑賞を受賞した花篭拓海さん

↑「（受賞は）がむしゃらに働いてきた結果。周
りの方々の温かい支援に感謝しています」と
渡辺喜久雄さん・三枝子さん

　

広
報
た
け
た
５
月
号
の
表
紙
と
、

た
け
た
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
が
制
作
し

た「
竹
８
シ
ネ
マ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
絶

賛
進
行
中
」が
審
査
の
結
果
、
特
選

に
入
賞
し
ま
し
た
。

　

今
後
も
よ
り
よ
い
紙
面
・
番
組
づ

く
り
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

まちの出来事
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う
っ
そ
う
と
茂
る
森
に
広
が
る
椎

茸
畑
。
交
互
に
組
ま
れ
た
ク
ヌ
ギ
の

原
木
は
春
時
雨
に
濡
れ
、
椎
茸
た
ち

が
プ
ッ
ク
リ
顔
を
出
す
。

　

原
木
干
し
椎
茸
の
量
も
質
も
日
本

一
を
誇
る
大
分
県
。
中
で
も
竹
田
市

は
、
江
戸
時
代
に
岡
藩
が
椎
茸
栽
培

を
奨
励
し
て
い
た
と
い
う
記
述
が
あ

る
ほ
ど
歴
史
が
古
く
、
椎
茸
栽
培
に

適
し
た
環
境
が
整
う
。

　

春
に
発
生
す
る
椎
茸
は「
春
子
」と

言
わ
れ
、
み
ず
み
ず
し
く
、
ず
っ
し

り
と
重
い
。
椎
茸
の
旨
味
も
栄
養
価

が
高
い
の
も
森
の
養
分
を
た
っ
ぷ
り

含
ん
で
い
る
か
ら
こ
そ
。

　

今
回
は
森
の
ダ
イ
ヤ
と
言
わ
れ
る

椎
茸
を
栽
培
す
る
若
手
生
産
者
を
紹

介
し
ま
す
。

◆　
　
　

◆　
　
　

◆

　

竹
田
市
倉
木
の
渡
邊
智さ

と
る

さ
ん（
36
）。

10
年
前
に
帰
郷
し
、
祖
母
山
の
麓
で

椎
茸
栽
培
を
行
っ
て
い
る
。「
祖
父

が
守
っ
て
き
た
山
林
を
引
き
継
い
で
、

椎
茸
栽
培
を
始
め
よ
う
と
思
っ
た
」

と
渡
邊
さ
ん
。
農
業
大
学
校
に
通
い
、

栽
培
技
術
を
習
得
す
る
と
と
も
に
、

祖
父
か
ら
も
椎
茸
菌
を
植
え
付
け
た

原
木
を
組
み
伏
せ
、
菌
を
培
養
さ
せ

る
伏
せ
込
み
な
ど
の
栽
培
方
法
を
学

ん
だ
。現
在
は
、山
林
で
の
露
地
栽

培
と
ハ
ウ
ス
栽
培
の
２
つ
の
方
法
で
、

収
穫
期
を
ず
ら
し
年
間
約
８
０
０
キ

ロ
を
収
穫
す
る
。

　

椎
茸
生
産
を
取
り
巻
く
環
境
は
厳

し
い
。「
中
国
産
の
椎
茸
の
輸
入
で

価
格
が
下
が
っ
た
う
え
に
、
東
日
本

大
震
災
や
阿
蘇
山
の
噴
火
に
よ
る
風

評
被
害
で
、
多
く
の
生
産
者
が
辞
め

て
い
っ
た
」

　

そ
の
よ
う
な
中
、
渡
邊
さ
ん
は
大

分
県
椎
茸
農
業
協
同
組
合
の
組
合
員

に
な
り
、
部
会
に
も
積
極
的
に
参
加

し
て
い
る
。「
自
分
た
ち
若
い
世
代

の
発
言
が
組
織
の
維
持
や
活
性
化

に
つ
な
が
れ
ば
」と
話
す
渡
邊
さ
ん
。

「
今
後
10
年
は
品
質
の
よ
い
椎
茸
の

生
産
を
基
本
に
、
量
と
質
の
バ
ラ
ン

ス
を
考
え
た
経
営
を
し
て
い
き
た

い
」と
冷
静
に
先
を
見
据
え
る
。

◆　
　
　

◆　
　
　

◆

　

直
入
町
で
椎
茸
農
家
を
営
む
岩

下
拓た

く

司じ

さ
ん（
34
）と
侑ゆ

う

平へ
い

さ
ん（
32
）。

元
ア
パ
レ
ル
メ
ー
カ
ー
の
店
長
、
美

容
師
と
い
う
肩
書
を
持
つ
兄
弟
だ
。

  

「
高
齢
化
が
進
む
椎
茸
農
家
の
現
状

を
知
っ
た
と
き
、
特
産
の
椎
茸
を

自
分
た
ち
で
作
り
た
い
」と
決
意
し
、

５
年
前
に
帰
郷
、
原
木
椎
茸
の
栽
培

を
始
め
た
。
栽
培
を
始
め
た
頃
は
、

「
ク
ヌ
ギ
の
切
り
出
し
や
駒
打
ち
作

業
な
ど
体
力
的
に
き
つ
か
っ
た
。
弟

と『
い
い
椎
茸
を
作
ろ
う
』と
話
し
な

が
ら
乗
り
越
え
て
き
た
」

　

現
在
は
２
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
山
林
に

年
間
20
万
を
駒
打
ち
し
、
約
１
ト
ン

の
椎
茸
を
収
穫
す
る
。

  

「
多
く
の
人
に
有
機
栽
培
の
椎
茸
の

よ
さ
を
知
っ
て
も
ら
い
、
身
近
に

感
じ
て
も
ら
い
た
い
」と
地
元
で
カ

フ
ェ
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
た

販
売
も
手
掛
け
る
。
今
後
は
自
家
栽

培
の
椎
茸
を
使
っ
た「
椎
茸
茶
」を
メ

ニ
ュ
ー
に
加
え
る
予
定
と
い
う
。「
竹

田
ブ
ラ
ン
ド
を
維
持
で
き
る
よ
う
生

産
量
を
増
や
し
た
い
」と
侑
平
さ
ん
。

拓
司
さ
ん
は「
家
族
向
け
に
椎
茸
の

駒
打
ち
体
験
ツ
ア
ー
を
企
画
す
る
な

ど
、ま
ち
に
活
気
を
呼
び
込
み
た
い
」

と
意
気
込
み
を
語
っ
て
く
れ
た
。

「竹田うまれ」…竹田で育まれた７種類の作物を紹介
https://www.city.taketa.oita.jp/taketaumare/

第10回
しいたけ

竹
田
市
が
育
む
、
た
お
や
か
で

滋
味
深
い
作
物
た
ち
。

名
水
、
高
原
、
ヒ
ト
の
愛
。

第
10
回
竹
田
市
乾
椎
茸
品
評
会

出
品
者
を
募
集
し
て
い
ま
す

　

乾
椎
茸
の
品
質
と
生
産
性
、
ま
た

生
産
者
の
経
営
向
上
を
図
る
た
め
、

「
第
10
回
竹
田
市
乾
椎
茸
品
評
会
」を

開
催
し
ま
す
。

　

品
評
会
は
８
０
０
グ
ラ
ム
の
部

（
天
白
冬
菇
・
茶
花
冬
菇
・
上
冬

菇
・
香
菇
・
香
信
の
５
部
門
）と
、

４
０
０
グ
ラ
ム
の
部（
冬
菇
・
香

菇
・
香
信
の
３
部
門
）で
審
査
が
行

わ
れ
ま
す
。

　

会
員
の
方
の
多
く
の
出
品
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
生
産
者
の

丹
精
込
め
た
乾
椎
茸
を
ぜ
ひ
会
場
で

ご
覧
く
だ
さ
い
。

審
査
会　

４
月
16
日
㈪　

午
後
２
時

～（
大
分
県
椎
茸
農
業
協
同
組
合
竹

田
支
部
）

表
彰
式　

４
月
18
日
㈬　

午
前
10

時
～（
竹
田
市
総
合
社
会
福
祉
セ
ン

タ
ー
）

問
大
分
県
椎
茸
農
業
協
同
組
合
竹
田

支
部　

☎
63
―

３
１
６
７　

竹
田
市
農
政
課　

☎
63
―

４
８
０
５

↑昨年の品評会の様子

↑「椎茸生産を維持していきたい」と話
す渡邊さん

↑「椎茸でまちに活気を！」と意気込む兄の拓
司さん（左）と弟の侑平さん（右）

竹田うまれ～竹田市が育む作物たち～ 
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４月
木 THU 金 FRI 土 SAT 2018年（平成30年）

5 6 7
・竹田温泉「花水月」休館日 ・岡城桜まつり協賛第39回ゲー

トボール大会　8:30～（竹田市
総合運動公園多目的広場）

12 13 14
・竹田温泉「花水月」休館日 ・献血　15:30-16:30（久住公民館

機能回復訓練室）

19 20 21
・竹田温泉「花水月」休館日
・こころの健康相談  13:30-15:30
（荻支所）  ☎63-3346（竹田市心
の相談支援事業所） ※要予約
（相談日の前日午前中まで）

・精神保健福祉相談  14:00-16:00
（大分県豊肥保健所）　☎0974-

22-0162（豊肥保健所）※要予約

・第25回B&G財団会長杯争奪直
入カップバレーボール大会　
9:00～開会式（竹田市直入B&G
海洋センター体育館）

26 27 28
・竹田温泉「花水月」休館日
・大分県交通事故巡回相談　10:00-15:00
（大分県豊肥振興局）　☎63-1171（豊肥
振興局）※要予約

・「荻神社」ゆたて　12:00～（荻神社・荻町
新藤）

・５歳児健診　13:00～受付（竹田市総合社
会福祉センター）

・こころの健康相談　13:30-15:30（久住保
健センター）　☎63-3346（竹田市心の相
談支援事業所）　※要予約（相談日の前
日午前中まで）

今月のよりそいカフェ
（認知症予防カフェ）

【竹田】
・４月６日・20日㈮ 13:30-15:30
　古町商栄会

【荻】
・４月10日・24日㈫ 13:00-15:00
　荻「しらみず」

【久住】
・４月10日㈫・26日㈭ 13:00-15:00
　久住「りんどう」

【直入】
・４月13日・27日㈮ 13:00-15:00
　直入「ゆのはな」

【竹田北部「双城」】
・４月５日・12日㈭ 13:00-15:00
　出会いの湯

【竹田南部「あけぼの」】
・４月４日㈬ 13:00-15:00
　入田分館
・４月10日㈫ 13:00-15:00
　嫗岳分館
・４月18日㈬ 13:00-15:00
　宮砥分館

【都野】
・４月４日㈬ 13:30-15:30
　くたみたきのう館
・４月21日㈯ 13:30-15:30
　グループホームくたみのもり

平成30年度 年金相談案内
（完全予約制）

　年金相談が、毎月第３水曜
日の午前10時～午後３時まで
竹田市高齢者いきいき交流セ
ンターで行われます。        

相　談　日
４月18日㈬ ５月16日㈬
６月20日㈬ ７月18日㈬
８月15日㈬ ９月19日㈬
10月17日㈬ 11月21日㈬
12月19日㈬ １月16日㈬
２月20日㈬ ３月20日㈬

問大分年金事務所お客様相談
室（土・日・祝日を除く）
☎097-552-1211
※音声案内が流れます。最初
は「1」番、続いて「2」番を押し
てください。
※予約の際には、基礎年金番
号のわかるものをご用意くだ
さい。

【今月の行政なんでも相談所】
地域 相談日 時　間 開  催  場  所

竹田

４月18日㈬
10：00～
12：00

竹田市総合社会福
祉センター
相談室

荻 荻公民館　幼児室

久住
久住公民館
健康相談室

直入
直入支所
小会議室

※行政なんでも相談に関するお問い合わせは、行政
相談委員まで　「困ったら一人で悩まず行政相談！」
　　〔竹田〕　阿南　　茂　☎67-2608
　　〔　荻　〕　佐藤　孝幸　☎68-3510
　　〔久住〕　本郷　俊一　☎76-1304
　　〔直入〕　児玉　龍明　☎75-2426

人権なんでも相談所を開設しています
　人権擁護委員が無料で相談に応じます。
秘密は固く守られます。
日時　毎週火曜日の午前９時から
　　　午後４時まで（祝日を除く）
場所　大分地方法務局竹田支局
問竹田人権擁護委員協議会
　（大分地方法務局竹田支局内）
　☎62-2315

感電事故防止のお願い
　鯉のぼりの季節になりました。
　感電事故防止のため、電線付近での鯉の
ぼりの掲揚や魚釣りは絶対に行わないよう
お願いします。
　なお、万一鯉のぼりや釣り糸が電線にか
かった場合は、自分で取ろうとせず、お近
くの九州電力までご連絡いただきますよう
お願いします。
問九州電力株式会社　☎0120-986-505
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たけたん情報

農業委員会事務局農地係からのお知らせ　　　　　　　　　　　　　　　　　　・農地に係る各種申請受付の締め切りは、毎月15日です（15日が
土日の場合は直前の金曜が締切日となります）。   問竹田市農業委員会事務局　☎63-4815

日 SUN 月 MON 火 TUE 水 WED

1 2 3 4
・岡藩鏡処刑場鎮魂祭  8:30～（鏡処
刑場）

・第70回岡城桜まつり
  10:20～オープニングセレモニー
  （岡城跡中川但見屋敷跡）
  11:00～第44回大名行列／11:30～
  甲冑武者行列（岡城跡～竹田城下町）

・第６回宮城の里しだれ桜祭り
  11:00～（宮城分館及び分館駐車場）

・荻の里温泉休館日
【納期限】国民健康保険税12期

・おはなしひろば 10:30-11:00（竹
田市立図書館おはなしひろば）

・こころの健康相談  13:30-15:30
（直入支所）  ☎63-3346（竹田市
心の相談支援事業所）※要予約
（相談日の前日午前中まで）

・第４回竹田市農業委員会総会 
15:00～（市役所本庁３階会議
室５）

・陽目の里「名水茶屋」休業日
・水の駅おづる休業日

8 9 10 11
・おはなしひろば 10:30-11:00（竹
田市立図書館おはなしひろば）

・陽目の里「名水茶屋」休業日

15 16 17 18
・荻の里温泉休館日 ・おはなしひろば 10:30-11:00（竹

田市立図書館おはなしひろば）
・温泉療養文化館「御前湯」休館日・長湯おんせ

ん市場休業日
・陽目の里「名水茶屋」休業日
・奥豊後の石造物めぐり①　9:00までに市役所駐
車場集合  会費1,000円 ☎62-4100 （竹田創生館）

・もぐもぐ教室　9:30～受付（竹田市総合社会福
祉センター）

・竹田市乾椎茸品評会表彰式  10:00～（竹田市総
合社会福祉センター）

・年金相談［完全予約制］　10:00-15:00（竹田市高
齢者いきいき交流センター） 　☎097-552-1211
（日本年金機構大分年金事務所）

・大分県行政書士無料相談会  13:00-16:00（大分県
行政書士会〔大分市〕）  ☎097-537-7089（大分県
行政書士会事務局）

22 23 24 25
・大分合同新聞社旗争奪第50回

荻地域自治会対抗ソフトボー
ル大会　9:00～開会式（荻小学
校グラウンド）  ※試合会場は
荻小学校グラウンド・荻福祉
健康エリアグラウンド

・おはなしひろば 10:30-11:00（竹
田市立図書館おはなしひろば）

・こころの健康相談  13:30-15:30
（竹田市総合社会福祉センター） 

☎63-3346（竹田市心の相談支
援事業所）※要予約（相談日の
前日午前中まで）

・陽目の里「名水茶屋」休業日
・１歳６か月児健診　13:00～受
付（竹田市総合社会福祉セン
ター）

29 昭和の日 30 振替休日

・第36回久住山岳滑翔大会 10:00
～開会式（久住滑空場・中部牧
野〔久住町白丹〕）～5/4㈮まで

・郷土の自然に親しみ植物を観
察する会「春の奥山（尾平越）」 
8:00までに市役所駐車場集合 
☎62-4100（竹田創生館）

月
間
・
そ
の
他

・未成年者飲酒
　防止強調月間

・みどりの月間
・科学技術週間
　（4／17～23）

・緑の募金
　（～5／31）

◆2018年５月上旬の主な予定
　５月１日㈫　【納期限】　固定資産税（全納・1期）、国民健康保険税（全納・1期）
　　　　　　　・大船山・入山公廟観光登山バス運行開始式　9:00～（久住高原パルクラブ）
　５月３日㈭　・第30回大野川源流祭り　10:00-15:00（陽目の里キャンピングパーク・荻町陽目）
　　　　　　　・第62回祖母山山開き　11:30～山頂祭、終了後バンダナ配布（祖母山山頂）　

※少雨決行
　５月５日㈯　・殉空之碑追悼法要　10:00～（殉空之碑前広場・竹田市平田6137）
　５月６日㈰　・郷土の自然に親しみ植物を観察する会「初夏の田井の祖母山系中腹」　8:00ま

でに市役所駐車場集合　☎62-4100（竹田創生館）
　５月12日㈯・13 日㈰　・第52回九州高校女子ソフトボール選手権大会　8:30～試合開始（竹

田市総合運動公園市民球場・多目的広場、飛田川野球場）

第30回大野川源流祭り
　大分の母なる川「大野川」の水の恵み・大地の恵みに感謝する

「大野川源流祭り」を、大野川の源流・白水の滝周辺において開催
します。
　当日は、エノハのつかみ取り、歌謡ショー、春のリゾット、食
のバザーなど、たくさんのイベントで皆さんのお越しをお待ちし
ています。
日時　５月３日㈭　午前10時～午後３時
場所　陽目の里キャンピングパーク（荻町陽目）
問大野川源流祭り実行委員会（竹田市荻支所地域振興課内）
　☎68-2211
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医
療
・
福
祉

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
障
が

い
認
定
申
請
受
付
を
行
い
ま
す

　

65
歳
か
ら
74
歳
の
方
が
後
期
高
齢

者
医
療
制
度
の
障
が
い
認
定
を
受
け

る
際
の
申
請
受
付
は
、
竹
田
市
保
険

健
康
課
で
行
い
ま
す
の
で
、
次
の
も

の
を
ご
持
参
の
う
え
手
続
き
を
し
て

く
だ
さ
い
。

○
印
鑑

○
障
が
い
の
程
度
が
確
認
で
き
る
書

類（
障
が
い
者
手
帳
な
ど
）

○
本
人
確
認
証
明（
運
転
免
許
証
な

ど
本
人
と
確
認
で
き
る
も
の
）及
び

マ
イ
ナ
ン
バ
ー（
個
人
番
号
）が
確
認

で
き
る
書
類（
通
知
カ
ー
ド
等
）

※
障
が
い
認
定
を
受
け
た
方
は
、
認

定
後
も
75
歳
に
な
る
ま
で
は
届
出
に

よ
り
、
将
来
に
向
か
っ
て
撤
回
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
な
お
、
撤
回
後

は
国
民
健
康
保
険
、
社
会
保
険
等
に

加
入
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

問
竹
田
市
保
険
健
康
課
国
保
・
高
齢

者
医
療
係 

☎
63
―

１
１
１
１（
内
線

１
７
９
）　

大
分
県
後
期
高
齢
者
医

療
広
域
連
合 

☎
０
９
７
―

５
３
４
―

１
７
７
１（
代
表
）

年
１
回
の
健
康
診
査
を
受
け
ま

し
ょ
う

　

大
分
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連

合
の
行
う
健
康
診
査
は
、
糖
尿
病
等

の
生
活
習
慣
病
を
早
期
発
見
、
早
期

治
療
す
る
た
め
に
行
わ
れ
ま
す
。
健

康
管
理
の
た
め
に
年
１
回
の
健
康
診

査
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

対
象
者　

大
分
県
後
期
高
齢
者
医
療

の
被
保
険
者

※
か
か
り
つ
け
の
お
医
者
さ
ん
で
生

活
習
慣
病
の
診
療
等
を
受
け
て
い
る

方
、
平
成
30
年
度
中
に
健
康
診
査
ま

た
は
そ
れ
に
相
当
す
る
健
康
診
査
を

受
診
す
る
方
は
、
必
ず
し
も
受
け
る

必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

健
診
項
目　

問
診
、
身
体
計
測
、
血

圧
測
定
、
尿
検
査（
糖
・
蛋
白
）、
血

中
脂
質
検
査（
中
性
脂
肪
・
Ｈ
Ｄ
Ｌ

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
・
Ｌ
Ｄ
Ｌ
コ
レ
ス

テ
ロ
ー
ル
）、
血
糖
検
査（
空
腹
時
血

糖
ま
た
は
ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン
Ａ
１
ｃ
）、

肝
機
能
検
査（
Ｇ
Ｏ
Ｔ
・
Ｇ
Ｐ
Ｔ
・

γ
―

Ｇ
Ｔ
Ｐ
）、
腎
機
能
検
査（
血
清

ク
レ
ア
チ
ニ
ン
及
び
ｅ
Ｇ
Ｆ
Ｒ
）

日
程
・
場
所　

お
住
ま
い
の
市
町
村

が
行
う
住
民
健
診
と
同
じ
日
程
・
会

場
ま
た
は
広
域
連
合
の
指
定
医
療
機

関（
委
託
し
て
い
る
病
院
等
）の
い
ず

れ
か
で
受
診
可
能

持
参
す
る
も
の　

大
分
県
後
期
高
齢

者
医
療
の
被
保
険
者
証（
保
険
証
）と
、

広
域
連
合
よ
り
４
月
中
に
送
付
さ
れ

る
健
康
診
査
受
診
券（
桃
色
の
は
が

き
）

※
被
保
険
者
証
や
健
康
診
査
受
診
券

を
忘
れ
た
り
、
紛
失
し
た
り
す
る
と
、

健
康
診
査
を
受
診
で
き
な
い
場
合
が

あ
り
ま
す
の
で
、
お
手
元
に
な
い
場

合
は
広
域
連
合
ま
た
は
竹
田
市
保
険

健
康
課
国
保
・
高
齢
者
医
療
係
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

費
用　

健
康
診
査
に
か
か
る
費
用
は

年
１
回
の
み
無
料

問
大
分
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域

連
合
事
務
局　

☎
０
９
７
―

５
３
４

―

１
７
７
１　

竹
田
市
保
険
健
康

課
国
保
・
高
齢
者
医
療
係　

☎
63
―

１
１
１
１（
内
線
１
７
８・１
７
９
）

は
り
・
き
ゅ
う
・
あ
ん
摩
マ
ッ

サ
ー
ジ
指
圧
施
設
の
利
用
助
成

　

は
り
・
き
ゅ
う
・
あ
ん
摩
マ
ッ

サ
ー
ジ
指
圧
の
施
術
に
対
す
る
助
成

制
度
が
あ
り
ま
す
。

対
象
者　

市
内
に
住
所
を
有
し
、
満

65
歳
以
上
の
方

助
成
内
容　

施
術
１
回
に
つ
き
千
円

の
施
設
利
用
証
で
利
用
可
能
。
た
だ

し
、
１
人
に
つ
き
年
６
回
以
内

申
込
方
法　

竹
田
市
高
齢
者
福
祉
課

（
竹
田
市
総
合
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

内
）、
ま
た
は
各
支
所
地
域
振
興
課

に
備
え
付
け
の
申
請
書
に
記
入
・
押

印
の
後
、
施
設
利
用
証
を
交
付

問
竹
田
市
高
齢
者
福
祉
課

　

☎
63
―

４
８
０
９

　

荻
支
所
地
域
振
興
課

　

☎
68
―

２
２
１
１

　

久
住
支
所
地
域
振
興
課

　

☎
76
―

１
１
１
１

　

直
入
支
所
地
域
振
興
課

　

☎
75
―

２
２
１
１

消
費
者
行
政

契
約
と
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ

  

「
契
約
」と
は
、
法
的
な
拘
束
力
を

持
つ
約
束
の
こ
と
で
す
。
書
面
に
す

る
必
要
は
な
く
、
お
互
い
の
合
意
が

あ
れ
ば
口
約
束
で
も
成
立
し
、
い
っ

た
ん
契
約
が
成
立
す
る
と
一
方
の
都

合
で
解
消
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

た
だ
し
、「
訪
問
販
売
」や「
電
話
勧

誘
販
売
」な
ど
、
特
定
の
取
引
形
態

で
契
約
を
し
た
場
合
に
限
り
、
一
定

の
期
間
内
で
あ
れ
ば
無
条
件
に
契
約

を
解
消
す
る
こ
と
が
で
き
る
ク
ー
リ

ン
グ
・
オ
フ
と
い
う
制
度
が
あ
り
ま

す
。
こ
れ
ら
の
取
引
形
態
で
契
約
し

た
と
き
は
、
契
約
書
を
受
け
取
っ
て

か
ら
８
日
間
は
無
条
件
で
契
約
を
解

消
で
き
ま
す
。

　

な
お
、
こ
の
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ

は
書
面
で
通
知
す
る
必
要
が
あ
る
の

で
、
ハ
ガ
キ
に
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ

す
る
旨
を
記
載
し「
簡
易
書
留
」な
ど

証
拠
の
残
る
形
で
販
売
業
者
に
送
付

し
ま
し
ょ
う
。

問
竹
田
市
市
民
課
窓
口（
竹
田
市

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
）　

☎
63
―

４
８
３
４　

午
前
８
時
30
分
～
午
後

５
時（
月
～
金　

平
日
の
み
）

大
分
県
消
費
生
活
・
男
女
共
同
参
画

プ
ラ
ザ（
ア
イ
ネ
ス
）　

☎
０
９
７
―

５
３
４
―

０
９
９
９

税
　
金

竹
田
市
税
等「
口
座
振
替
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
」を
延
長
し
ま
す

　

２
月
か
ら
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
好

評
に
つ
き
、
５
月
31
日
ま
で
延
長
し

ま
す
。

　

新
規
ま
た
は
追
加
で
市
税
等
の
口

座
振
替
を
申
し
込
ま
れ
た
方
に
は
、

竹
田
市
家
庭
用
指
定
ご
み
袋
の
可
燃

ご
み
用
１
ロ
ー
ル（
大
サ
イ
ズ
10
枚
）

を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。
こ
の
機
会

に
、
便
利
な
口
座
振
替
を
利
用
し
ま

せ
ん
か
。

たけたん

情 報

４月号
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対
象
税
目　

市
県
民
税（
普
通
徴

収
）・
固
定
資
産
税
・
軽
自
動
車
税
・

国
民
健
康
保
険
税（
普
通
徴
収
）・
介

護
保
険
料（
普
通
徴
収
）・
後
期
高
齢

者
医
療
保
険
料（
普
通
徴
収
）

申
込
方
法　

竹
田
市
税
務
課
、
各
支

所
ま
た
は
最
寄
り
の
金
融
機
関
窓
口

に
次
の
も
の
を
持
参
し
、
備
え
付
け

の
口
座
振
替
依
頼
書
に
記
入
の
う
え

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
申
し
込
み
を

受
け
付
け
後
、
指
定
ご
み
袋
を
お
渡

し
し
ま
す
。

手
続
き
に
必
要
な
も
の　

通
帳
・
通

帳
用
の
印
鑑

※
口
座
振
替
依
頼
書（
税
務
課
、
各

支
所
、
金
融
機
関
に
備
え
付
け
）

※
登
録
し
た
い
税
目
が
わ
か
る
納
付

通
知
書
ま
た
は
領
収
書（
金
融
機
関

で
手
続
き
の
場
合
の
み
）

注
意
事
項　

口
座
振
替
依
頼
書
は
、

１
人
に
つ
き
１
枚

※
共
有
名
義
の
場
合
は
筆
頭
者（
代

表
者
）

※
納
税
管
理
人
が
設
定
さ
れ
て
い
る

場
合
は
納
税
管
理
人

対
象
外
と
な
る
場
合　

口
座
振
替
の

中
止
、
登
録
済
み
の
金
融
機
関
や
口

座
の
変
更
、
対
象
税
目
の
課
税
が
な

い
場
合

問
竹
田
市
税
務
課
管
理
係　

☎
63
―

１
１
１
１ （
内
線
１
２
１・１
２
２
）

募
　
集

平
成
30
年
度 

竹
田
市
高
齢
者
大

学
の
受
講
生
募
集

　

生
涯
学
習
課
で
は
65
歳
以
上
の
学

習
意
欲
の
あ
る
方
を
対
象
に
、
時
事

問
題
や
一
般
教
養
、
健
康
や
文
化
歴

史
に
関
す
る
学
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

竹
田
・
久
住
・
直
入
の
地
域
ご
と
に

３
つ
の
学
級
が
あ
り
、
年
間
３
回
合

同
学
習
会
を
行
い
ま
す
。

　

受
講
を
希
望
さ
れ
る
方
は
電
話
で

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
締
切　

４
月
20
日
㈮

開
講
式　

５
月
18
日
㈮
午
前
10
時
〜

問
竹
田
市
教
育
委
員
会

　

生
涯
学
習
課　

☎
63
―

４
８
１
７

　

荻
公
民
館　
　

☎
68
―

２
０
２
５

　

久
住
公
民
館　

☎
76
―

０
７
１
７

　

直
入
公
民
館　

☎
75
―

２
２
４
０

「
介
護
労
働
講
習
」受
講
者
募
集

　

公
益
財
団
法
人
介
護
労
働
安
定
セ

ン
タ
ー
で
は
、
介
護
労
働
者
の
雇
用

の
安
定
、
能
力
の
開
発
・
向
上
を
図

る
目
的
で
、
よ
り
実
践
力
を
備
え
た

介
護
人
材
の
育
成
と
介
護
福
祉
士
国

家
試
験
に
向
け
た
受
験
資
格
の
支
援

を
図
る
た
め
、
実
務
者
研
修
、
実
践

講
習
、
就
職
支
援
な
ど
で
構
成
す
る

『
介
護
労
働
講
習（
実
務
者
研
修
を
含

む
）』を
実
施
し
ま
す
。

講
習
期
間　

６
月
１
日
㈮
～
11
月
12

日
㈪

会
場　

大
分
市
内

対
象　

介
護
分
野
へ
の
就
職
を
希
望

す
る
雇
用
保
険
受
給
資
格
者（
受
講

指
示
者
）

受
講
料　

無
料（
テ
キ
ス
ト
代
、
講

習
保
険
料
、
健
康
診
断
料
は
実
費
）

申
込
締
切　

５
月
23
日
㈬

申
込
先　

管
轄
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

問（
公
財
）介
護
労
働
安
定
セ
ン
タ
ー

大
分
支
部 

☎
０
９
７
―

５
３
８
―

１
４
８
１

たけたん情報

平成30年度「慰霊巡拝」のご案内
　平成30年度における慰霊巡拝が、次の日程で予定されています。	
　実施予定時期・実施期間・募集予定人員は現段階の案であり、変更することがあります。
　問厚生労働省社会・援護局事業課事業推進室　☎03-5253-1111（代表）
　　  〈東部ニューギニア、ビスマーク諸島、パラオ諸島〉　事業第一係（内線3478）
　　  〈旧ソ連地域、中国〉　事業第二係（内線3480）
　　  〈硫黄島〉　事業第三係（内線3499）
　　  〈北ボルネオ、ミャンマー、フィリピン〉　事業第四係（内線4536）

実施地域名 実施予定時期 実施期間 募集予定人員
アルタイ地方・ケメロボ州・ノボシビルスク州 ８月25日㈯～９月４日㈫ 11日間 15名
ハバロフスク地方 ８月26日㈰～９月４日㈫ 10日間 15名
中国東北地方 ９月４日㈫～９月13日㈭ 10日間 15名
イルクーツク州 ９月９日㈰～９月18日㈫ 10日間 15名
沿海地方 ９月９日㈰～９月18日㈫ 10日間 15名
東部ニューギニア（１班） ９月19日㈬～９月26日㈬ ８日間 20名東部ニューギニア（２班）
北ボルネオ ９月26日㈬～10月２日㈫ 7日間 15名
ビスマーク諸島 10月24日㈬～10月31日㈬ 8日間 10名
ミャンマー 11月13日㈫～11月20日㈫ 8日間 15名
パラオ諸島 １月23日㈬～１月30日㈬ 8日間 15名
フィリピン（１班）

２月13日㈬～２月20日㈬ 8日間 80名フィリピン（２班）
フィリピン（３班）
硫黄島（１次）　※羽田空港発着 11月中旬 2日間 100名
硫黄島（２次）　※羽田空港発着  ２月中旬 2日間 100名
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「
竹
田
学
」の
授
業
の
講
師
を

募
集
し
ま
す

　

豊
肥
地
区
唯
一
の
私
立
学
校
で
あ

る
学
校
法
人
稲
葉
学
園
竹
田
南
高
等

学
校
で
は
、
社
会
で
よ
り
よ
く
生
き

る
力
を
育
て
る
教
育
を
目
指
し
て
い

ま
す
。

　

本
校
で
は
５
月
よ
り
、
キ
ャ
リ
ア

教
育
の
一
環
と
し
て
、「
竹
田
学
」の

授
業
を
行
い
ま
す
。
１
年
生
ま
た
は

２
年
生
を
対
象
と
し
た
こ
の
授
業
に

は
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
活
躍
さ
れ

て
い
る
方
を
講
師
と
し
て
お
招
き
し
、

講
話
を
い
た
だ
き
ま
す
。

　

講
師
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
ぜ
ひ

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

講
話
内
容　
「
生
き
方
」「
働
く
と
は

ど
ん
な
こ
と
か
」「
住
み
た
い
竹
田
」

な
ど
、
社
会
で
生
き
る
知
恵
に
つ
な

が
る
内
容
で
あ
れ
ば
、
特
に
制
限
は

あ
り
ま
せ
ん
。

講
話
回
数　

年
間
１
回
な
い
し
２
回

応
募
締
切　

４
月
20
日
㈮　

※
希
望
さ
れ
る
方
は
、
氏
名
・
講
話

の
内
容
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

※
原
則
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
ご
支

援
い
た
だ
き
ま
す
が
、
旅
費
は
支
給

し
ま
す
。

問
学
校
法
人
稲
葉
学
園
竹
田
南
高
等

学
校
事
務
室（
〒
８
７
８
―

０
０
１
３ 

竹
田
市
大
字
竹
田
２
５
０
９
）

☎
63
―

３
２
２
３　

FAX　
63
―

１
３
９
９

イ
ベ
ン
ト

第
21
回
九
州
女
子
サ
ッ
カ
ー

リ
ー
グ
が
開
催
さ
れ
ま
す

　

九
州
女
子
サ
ッ
カ
ー
リ
ー
グ（
Ｑ

リ
ー
グ
）に
加
盟
す
る
女
子
サ
ッ

カ
ー
チ
ー
ム
の
リ
ー
グ
戦
が
４
月
か

ら
12
月
ま
で
行
わ
れ
ま
す
。
竹
田
市

で
は
、
ヴ
ェ
ル
ス
パ
大
分
レ
デ
ィ
ー

ス
の
試
合
が
次
の
日
程
で
観
戦
で
き

ま
す
。

期
日　

４
月
29
日
・
７
月
１
日
・
７

月
８
日
・
９
月
23
日
・
９
月
30
日
・

10
月
28
日（
予
定
）

場
所　

竹
田
市
総
合
運
動
公
園
陸
上

競
技
場　

※
入
場
無
料

問
ヴ
ェ
ル
ス
パ
大
分
レ
デ
ィ
ー
ス

☎
０
９
０
―

５
７
３
２
―

５
２
８
１

（
荒
川
）

試
　
験

平
成
30
年
度 

第
１
回
危
険
物
取

扱
者
試
験

日
時　

６
月
24
日
㈰　

午
前
10
時 

試
験
開
始
／
午
後
２
時 

試
験
開
始

（
大
分
大
学
の
み
）

試
験
の
種
類  

甲
種
・
乙
種（
全
類
）・

丙
種

試
験
会
場　

県
立
三
重
総
合
高
校
他
、

県
内
６
会
場
／
大
分
大
学
会
場
は

（
午
前
中
）乙
種
４
類
を
除
く
す
べ
て
、

（
午
後
）乙
種
４
類
の
み

願
書
の
配
付　

竹
田
市
消
防
本
部
・

県
内
各
消
防
本
部（
局
）・（
一
財
）消

防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
大
分
県
支

部
・
県
消
防
保
安
室

◎
願
書
の
受
付

電
子
申
請　

４
月
10
日
㈫
～
23
日
㈪

※
24
時
間
受
付

書
面
申
請　

４
月
13
日
㈮
～
26
日
㈭

※
月
～
金
曜
日（
午
前
９
時
～
午
後

５
時
）

願
書
提
出
先　
（
一
財
）消
防
試
験
研

究
セ
ン
タ
ー
大
分
県
支
部

問（
一
財
）消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー

大
分
県
支
部 

☎
０
９
７
―

５
３
７
―

０
４
２
７　

竹
田
市
消
防
本
部
警
防

課  

☎
63
―

０
１
１
９

森
林
管
理

違
法
伐
採
か
ら
山
林
を
守
り
ま

し
ょ
う

　

隣
県
の
宮
崎
県
で
森
林
の
盗
伐
の

事
例
が
報
道
さ
れ
て
い
ま
す
。
市
に

お
い
て
も
森
林
所
有
者
の
高
齢
化
や

不
在
村
化
が
進
ん
で
い
る
こ
と
か
ら
、

盗
伐
の
発
生
が
危
惧
さ
れ
ま
す
。
森

林
を
所
有
さ
れ
て
い
る
方
に
つ
き
ま

し
て
は
、
ご
自
身
の
山
林
の
管
理
を

お
願
い
し
ま
す
。

　

地
域
森
林
計
画
の
対
象
と
な
っ
て

い
る
民
有
林
の
立
木
の
伐
採
や
間
伐

を
行
う
場
合
は
、
森
林
法
の
規
定
に

よ
り
届
出
や
許
可
が
必
要
と
な
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
相
続
や
売
買
な
ど

で
森
林
の
土
地
の
所
有
者
が
変
更
に

な
っ
た
場
合
も
、
森
林
の
土
地
の
所

有
者
届
が
必
要
で
す
。

問
竹
田
市
農
政
課
林
業
振
興
室

☎
63
―

４
８
０
５

海
外
研
修
交
流

「
小
学
生
か
ら
高
校
生
の
た
め
の

夏
休
み
海
外
研
修
交
流
事
業
」

参
加
者
募
集

　

海
外
で
の
さ
ま
ざ
ま
な
体
験
交
流

を
通
し
て
、
国
際
感
覚
を
養
う
こ
と

を
目
的
に
海
外
研
修
交
流
の
参
加
者

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

内
容　

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
・
英
語
研

修
・
文
化
交
流
・
地
域
見
学
・
野
外

活
動
等

研
修
国　

ア
メ
リ
カ
・
イ
ギ
リ
ス
・

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
・
カ
ナ
ダ
・
サ

イ
パ
ン
・
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
・
フ
ィ

ジ
ー
・
フ
ィ
リ
ピ
ン

日
程　

７
月
26
日
㈭
～
８
月
16
日
㈭

の
う
ち
８
～
18
日
間

対
象　

小
学
３
年
生
〜
高
校
３
年
生

参
加
費　

24
・
８
～
59
万
円

申
込
締
切　

５
月
22
日
㈫
及
び
６
月

８
日
㈮
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※
日
程
、対
象
、申
込
締
切
日
は
コ
ー

ス
に
よ
り
異
な
り
ま
す
。

問
公
益
財
団
法
人
国
際
青
少
年
研
修

協
会（
〒
１
４
１
―

０
０
３
１ 

東
京

都
品
川
区
西
五
反
田
７
―
15
―
４
）

☎
０
３
―

６
４
１
７
―

９
７
２
１

FAX
０
３
―

６
４
１
７
―

９
７
２
４

ア
フ
リ
カ
へ
毛
布
を
送
ろ
う
！

《
毛
布
収
集
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
》

　

ア
フ
リ
カ
の
人
々
は
厳
し
い
自
然

環
境
の
中
、
内
戦
や
紛
争
、
自
然

災
害
等
に
よ
り
命
や
家
を
失
う
な

ど
、
過
酷
な
状
況
に
お
か
れ
て
い
ま

す
。
た
と
え
一
枚
で
も
、
ア
フ
リ
カ

の
人
々
の
心
と
体
を
温
か
く
包
む
か

け
が
え
の
な
い
毛
布
と
な
り
ま
す
。

　

皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

参
加
方
法

①
毛
布
＋
海
外
輸
送
協
力
金（
１
枚

あ
た
り
の
送
料　

千
円
）

②
海
外
輸
送
協
力
金
の
み

収
集
期
間　

５
月
31
日
㈭
ま
で

問
明
る
い
社
会
づ
く
り
運
動（
担

当
・
稙
田
）☎
０
９
７
―

５
４
３
―

５
８
３
８

相
談
会

第
７
回
無
料
法
律
相
談
会

　

借
金
問
題
で
お
悩
み
の
方
、
過
払

い
金
返
還
請
求
を
お
考
え
の
方
。
大

分
県
無
料
法
律
相
談
で
お
な
じ
み
の

鈴
木
イ
チ
ロ
ー
司
法
書
士
事
務
所
が
、

竹
田
市
で
7
回
目
と
な
る
相
談
会
を

開
催
し
ま
す
。
相
続
な
ど
の
お
悩
み

も
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
の
で
、
皆

さ
ま
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

日
時　

５
月
12
日
㈯　

午
前
９
時
〜

午
後
９
時

場
所　

竹
田
商
工
会
議
所
１
Ｆ　

研

修
室
１

問
鈴
木
イ
チ
ロ
ー
司
法
書
士
事
務
所

☎
０
１
２
０
―

６
３
１
―

５
７
７

　

春
で
す
ね
。
新
し
い
旅
立
ち
が
始
ま
り

ま
し
た
。
皆
さ
ん
の
お
子
さ
ん
、
お
孫
さ

ん
、
ご
近
所
の
中
に
も
、
入
園
・
入
学
・

進
級
・
進
学
、
ま
た
は
引
っ
越
し
な
ど
い

ろ
い
ろ
な
転
機
を
迎
え
て
い
る
方
が
い

ら
っ
し
ゃ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

  

「
子
ど
も
は
地
域
の
宝
」「
子
ど
も
は
心
身

と
も
に
健
康
に
自
分
ら
し
く
育
つ
た
め
の

権
利
が
あ
る
」と
言
わ
れ
ま
す
。

　

し
か
し
、
児
童
虐
待
や
体
罰
、
児
童
買

春
、
児
童
ポ
ル
ノ
、
薬
物
乱
用
な
ど
大
人

に
起
因
す
る
子
ど
も
の
人
権
を
め
ぐ
る
問

題
が
深
刻
化
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
少
年

犯
罪
の
増
加
や
学
校
内
で
の
最
近
の
い
じ

め
の
実
態
は
巧
妙
で
、
方
法
・
手
段
も
次

第
に
エ
ス
カ
レ
ー
ト
し
て
い
く
傾
向
に
あ

る
な
ど
、
執し
つ

拗よ
う

・
陰
湿
な
ケ
ー
ス
も
増
え

て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・

ス
マ
ホ
な
ど
の
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
の

介
在
に
よ
り
、
い
じ
め
が
見
え
に
く
く

な
っ
て
き
た
か
ら
で
す
。

  
「
子
ど
も
は
社
会
を
映
す
鏡
」と
言
わ
れ

ま
す
。
私
た
ち
が
生
き
て
い
る
こ
の
社

会
が
、
子
ど
も
た
ち
の
世
界
に
暗
い
影
を

落
と
し
て
い
る
の
だ
と
す
れ
ば
、
こ
れ
は

私
た
ち
大
人
の
問
題
で
も
あ
り
ま
す
。
大

人
は
子
ど
も
を
保
護
し
て
守
る
だ
け
で
な

く
、
一
人
の
人
間
と
し
て
、
ま
た
一
人
の

命
・
人
権
を
も
っ
た
人
と
し
て
、
基
本
的

人
権
を
尊
重
す
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。
保

護
者
だ
け
が
子
育
て
に
関
わ
る
の
で
は
な

く
、
家
庭
・
学
校
・
地
域
社
会
み
ん
な
で

子
ど
も
を
守
り
育
て
ま
し
ょ
う
。

※
参
考
文
献

○
人
権
の
擁
護　

法
務
省
人
権
擁
護
局

○
菊
池
市
人
権
・
同
和
教
育
シ
リ
ー
ズ
１
４
７
号

※
児
童
の
権
利
に
関
す
る
条
約
よ
り
一
部
抜
粋

　

締
結
国
は
、
自
己
の
意
識
を
形
成
す
る

能
力
の
あ
る
児
童
が
、
そ
の
児
童
に
影
響

を
及
ぼ
す
全
て
の
事
項
に
つ
い
て
自
由
に

自
己
の
意
見
を
表
明
す
る
権
利
を
確
保
す

る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
児
童
の
意

見
は
、
そ
の
児
童
の
年
齢
及
び
成
熟
度
に

従
っ
て
相
応
に
考
慮
さ
れ
る
も
の
と
す
る
。

問
竹
田
市
人
権
・
同
和
対
策
課

☎
63
―

１
１
１
１（
内
線
２
９
０
）

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

　

平
成
28
年
度
に
施
行
さ
れ
た
人
権
に
関

す
る
３
つ
の
法
律「
障
害
者
差
別
解
消
法
」

｢

ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
解
消
法｣

「
部
落
差
別

解
消
法
」。「
障
害
者
差
別
解
消
法
」は
平
成

28
年
４
月
１
日
の
施
行
か
ら
２
年
が
経
過

し
ま
す
。

　

あ
ら
た
め
て
そ
れ
ぞ
れ
の
法
律
の
意
味

を
今
一
度
考
え
て
、
差
別
の
な
い
世
の
中

に
な
る
よ
う
一
人
ひ
と
り
実
践
し
て
い
く

こ
と
が
大
事
で
す
。

求人情報／人権シリーズ「ぬくもり」

36

子どもの
人権について

「地元で働いてみませんか？」   求人情報  

ハローワーク豊後大野
竹田市ふるさとハローワーク　☎63-1101

①看護補助者  １人  13万円　②調理員  １人  18.9～
20.2万円　③土木作業員  １人  23万円　④施設整備
担当  １人  18～20万円　⑤食品部門：一般作業員  ２
人  15～30万円　⑥保育士  １人  16.8万円　⑦整備
士  １人  16.6～25.5万円　⑧配送営業  １人  22～30万
円   ⑨運転手及び調理補助  １人  13.5万円　⑩一般事
務員  １人  14万円　⑪大型ダンプ運転手  １人  16～
21.6万円　⑫配送・充填作業員  ２人  15.8～18.2万円

〔パート求人〕（時給）
⑬弁当製造販売員  ５人  900円　⑭登録ヘルパー  １
人  1200円　⑮製造補助及び調理補助  ２人  800円　
⑯ホテルスタッフ  １人  800～900円　⑰販売員及び
作業員  ３人  900～1000円　⑱鮮魚担当  ２人  760円  
⑲介護職員  ２人  800～900円　⑳営業販売員  １人  
800円　㉑客室清掃員  ２人  750～900円　㉒販売員
及び作業員  １人  910円　㉓運転手  ２人  1000円　
㉔配車係  １人  737円
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休日及び夜間の在宅当番医院

４月の在宅当番医院
当番日 医療機関 電話番号 当番日 医療機関 電話番号
１㈰ 大久保病院 ☎64-7777 16㈪ 道全内科 ☎63-2270

２㈪ 道全内科 ☎63-2270 17㈫ 志賀内科 ☎63-2083

３㈫ 志賀内科 ☎63-2083 18㈬ 佐藤医院 ☎68-2005

４㈬ 久住加藤医院 ☎76-0008 19㈭ 竹田診療所 ☎62-4014

５㈭ 須小耳鼻咽喉科 ☎63-3387 20㈮ 竹田クリニック ☎64-9000

６㈮ 古島眼科 ☎63-2407 21㈯ 大久保病院 ☎64-7777

７㈯ 大久保病院 ☎64-7777 22㈰ 竹田医師会病院 ☎63-3241

８㈰ 竹田医師会病院 ☎63-3241 23㈪ 道全内科 ☎63-2270

９㈪ 道全内科 ☎63-2270 24㈫ 志賀内科 ☎63-2083

10㈫ 加藤内科医院 ☎63-2006 25㈬ 秦医院 ☎63-2246

11㈬ 志賀内科 ☎63-2083 26㈭ 柚須医院 ☎63-2016

12㈭ くどう循環器科・内科 ☎63-2304 27㈮ 伊藤医院 ☎75-2222

13㈮ 柚須医院 ☎63-2016 28㈯ 竹田医師会病院 ☎63-3241

14㈯ 竹田医師会病院 ☎63-3241 29㈰ 大久保病院 ☎64-7777

15㈰ 大久保病院 ☎64-7777 30㈪ 竹田医師会病院 ☎63-3241

受付時間　平日夜間　18：00～21：00　土曜日　13：00～21：00
　　　　　日曜、祝日　9：00～21：00
注意事項
・かかりつけの病院がある場合は、できるだけそこで診てもら

うようお願いします。
・当番医は、やむを得ず変更される場合があります。必ず事前

に症状などを電話で連絡したうえで受診してください。
・症状が重い場合は救急車を呼んでください。
・原則として小学生以下の小児救急に関しては、小児科外来休

日当番病院を受診してください。

※当番医の情報についてはケーブルテレビのデータ放送「休日当
番医」に掲載しています。また、竹田市消防署（☎ 63-0119）で
も確認できます。

歯科休日当番医院
当番日 医　療　機　関 電話番号

４／ １㈰ 長湯ごとう歯科 ☎75-3001
４／ ８㈰ 竹田市荻歯科診療所 ☎68-3263
４／15㈰ まつもと歯科クリニック ☎62-2400
４／22㈰ 久住加藤医院歯科診療部 ☎76-0008
４／29㈰ 長湯ごとう歯科 ☎75-3001
４／30㈪ 竹田市荻歯科診療所 ☎68-3263
５／ ３㈭ まつもと歯科クリニック ☎62-2400
５／ ４㈮ 竹下歯科医院 ☎62-2662
５／ ５㈯ 歯科筑紫医院 ☎76-0024
５／ ６㈰ 長湯ごとう歯科 ☎75-3001

　※診療時間　9：00〜12：00（受付11：30まで）
　※診療時間を確認のうえ、受診してください。
　※当番医の情報については、大分県歯科医師会のホームペー

ジでも確認することができます。

小児科外来休日当番医院
当番日 医　療　機　関

４／ １㈰ 豊後大野市民病院
４／ ７㈯ みやわき小児科・三重東クリニック・竹田市立こども診療所
４／ ８㈰ 豊後大野市民病院
４／14㈯ みやわき小児科・三重東クリニック・竹田市立こども診療所
４／15㈰ 豊後大野市民病院
４／21㈯ みやわき小児科・三重東クリニック・竹田市立こども診療所
４／22㈰ みやわき小児科
４／28㈯ みやわき小児科・三重東クリニック・竹田市立こども診療所
４／29㈰ みやわき小児科
４／30㈪ 豊後大野市民病院
５／ ３㈭ 豊後大野市民病院
５／ ４㈮ 豊後大野市民病院
５／ ５㈯ 豊後大野市民病院
５／ ６㈰ 豊後大野市民病院

㉄豊後大野市民病院（☎0974-42-3121）／みやわき小児科（☎0974-24-0230）／
　三重東クリニック（☎0974-22-6333）／竹田市立こども診療所（☎63-3838）
受付時間　8:30～11:30（こども診療所は9:00～12：00）
診療時間　9:00～12:00（三重東クリニックは8:30～12:00）

受診時の注意　当番医療機関についてはやむを得ず変更になる場合が
あります。あらかじめ当番医療機関または竹田市消防署（☎63-0119）に
電話でご確認ください。また、院外薬局が休みの場合には、あらかじめ
用意された約束処方となることがあります。なお、毎月の当番表について
は、大分県豊肥保健所のホームページのお知らせ欄にも掲載しています。

　

４
月
に
な
り
ま
し
た
。
昨
秋
は
岡

城
址
の
紅
葉
を
拝
見
す
る
機
会
に
恵

ま
れ
、
そ
の
鮮
や
か
さ
に
と
て
も
感

動
し
ま
し
た
。
同
所
の
桜
は
20
年
く

ら
い
前
に
見
た
の
が
最
後
の
よ
う
に

記
憶
し
て
い
ま
す
。
ま
た
機
会
が
あ

れ
ば
、
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
で
お
伺
い
し

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
先
日
、
平
成
28
年
に
実
施

さ
れ
た
大
分
県
の
県
民
健
康
意
識
行

動
調
査
を
読
み
ま
し
た
。
健
康
に
関

す
る
意
識
の
高
さ
や
実
際
の
行
動
を

市
町
村
別
に
比
較
し
た
調
査
で
、
大

分
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
公
開
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
中
で
、
竹
田
市
が
大
分
県
で

１
番
だ
っ
た
項
目
は
、「
健
康
上
の

問
題
で
日
常
生
活
に
影
響
が
出
て
い

る
」、「
歯
の
本
数
の
少
な
さ
」、「
病

院
に
通
院
し
て
い
る
」で
し
た
。
健

康
に
課
題
を
感
じ
て
い
る
人
が
多
い

よ
う
で
す
。
一
方
、「
胃
が
ん
健
診

を
受
け
た
」、「
夕
食
後
に
間
食
を
摂

ら
な
い
」、「
睡
眠
を
十
分
と
っ
て
い

る
」、「
地
縁
的
な
活
動
を
し
て
い
る
」

も
大
分
県
で
１
番
で
し
た
。
健
康
へ

の
留
意
を
欠
か
さ
ず
、
地
域
を
大
切

に
し
て
い
る
市
民
性
も
垣
間
見
え
ま

し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
成
人
に
な
っ
て
か

ら
の
健
康
に
不
安
を
抱
え
て
い
る
な

か
で
、
健
康
を
保
と
う
と
の
意
識
が

高
い
竹
田
市
で
あ
れ
ば
、
健
康
づ

く
り
は
成
人
に
な
っ
て
か
ら
で
な
く
、

子
ど
も
の
頃
か
ら
取
り
組
む
べ
き
で

あ
る
こ
と
を
ご
理
解
い
た
だ
け
る
の

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

体
力
づ
く
り
、
生
活
習
慣
を
乱
さ

な
い
こ
と
、
ワ
ク
チ
ン
で
感
染
症
を

予
防
す
る
こ
と
、
配
慮
が
必
要
な
弱

い
子
ど
も
の
心
身
の
健
康
を
支
援
す

る
こ
と
な
ど
な
ど
で
す
。
こ
れ
か
ら

も
こ
の
コ
ラ
ム
か
ら
ご
提
案
し
て
い

き
ま
す
。
今
年
度
も
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

（
大
分
大
学
客
員
教
授　

是
松
聖
悟
．）

第39回 大分県意識行動調査で竹田
市が1番だったもの

出 張 !
えがおの子育て

小児科
地域医療･小児医療の視点から

休日・夜間の在宅当番医院／出張！えがおの子育て小児科
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子ども医療費の助成内容が拡充されます

問
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー「
す
ま
い
る
セ
ン
タ
ー
」

（
竹
田
市
社
会
福
祉
課
内
）

☎
63
―

４
８
２
３

子育て世代の負担軽減にー

子ども医療費の助成内容が拡充されます
平成30年４月診療分から、小中学生の医療費助成の内容が拡充されます。

【改正内容】
①小中学生の通院・歯科に係る一部自己負担金（500円／日）を廃止します。
②小中学生の通院・歯科・調剤については平成30年４月診療分から、医療機関等の窓口で受給資格者証を提示す

ることにより、医療保険制度における一部負担金の支払いがない「現物給付」にて助成します。（未就学児の変更
はありません）

助成対象 対象となる医療費 平成30年３月31日診療分まで
（一部自己負担金）

平成30年４月診療分から
（一部自己負担金）

未就学児 入院（食事療養費を含む）・
通院・歯科・調剤

なし
（現物給付による助成）

なし
（現物給付による助成）

小中学生

入院（食事療養費を含む）・
調剤

なし
（入院：現物、調剤：償還）

なし
（現物給付による助成）

通院・歯科 １日500円
（１医療機関につき月４回までを上限とする）

なし
（現物給付による助成）

（注）平成30年３月31日以前の小中学生の診療分（通院・歯科・調剤）については、償還払い（※１）の申請が必要に
なります。申請期限は診療月の翌月から１年以内です。

（※１）医療機関等の窓口で、医療保険制度における一部負担金を一旦支払い、その後、助成金交付申請に基づき
市から助成する方法

医療機関窓口で医療費を支払わなければならない場合
○受給資格者証の提示がない場合
○県外の医療機関等で受診した場合
○訪問看護、柔道整復（整骨院）、補装具の作成
※医療費を支払った場合は、診療月の翌月から１年以内に子ども医療費助成金交付申請書に必要事項を記入のう
え、子育て世代包括支援センター「すまいるセンター」（竹田市社会福祉課内）または各支所の窓口で医療費の返還
手続きを行ってください。

助成の対象とならない場合
○乳幼児健診、交通事故など健康保険が使えない場合
○診断書等の文書作成料
○保険適用外の患者負担金
○学校等でのケガにより日本スポーツ振興センターの災害共済給付を受ける場合

変更の届出が必要な場合
現在「子ども医療費受給資格者証」をお持ちの方で、次の変更があった場合は14日以内
に届出をお願いします。
①竹田市外へ転出するとき
②加入している健康保険が変わったとき
③生活保護を受けるようになったとき
④住所・氏名が変わったとき

〈届出に必要なもの〉　子ども医療費受給資格者証・子どもの健康保険証（最新のもの）・印鑑

→

子
育
て
相
談
・
支
援
の

窓
口
を
一
本
化
！

４
月
か
ら
子
育
て
世
代
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー「
す
ま
い
る
セ
ン
タ
ー
」

を
開
設
し
ま
す

　

市
で
は
、
妊
娠
期
か
ら
子
育
て
期

に
お
け
る
相
談
・
支
援
窓
口
と
し

て
、
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー「
す
ま
い
る
セ
ン
タ
ー
」を
４
月

か
ら
開
設
し
ま
す
。
妊
娠
・
出
産
・

子
育
て
に
つ
い
て
の
不
安
や
悩
み
な

ど
、
相
談
内
容
に
応
じ
て
専
門
職
員

が
対
応
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、
子
育

て
支
援
サ
ー
ビ
ス
の
紹
介
、
妊
娠
・

出
産
・
子
育
て
に
関
す
る
手
続
き
も

一
つ
の
窓
口
で
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
す
。

　

場
所
は
市
役
所
本
庁
１
階
の
社
会

福
祉
課
内
で
す
。
助
産
師
等
の
専
門

的
支
援
も
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。
お
待
ち
し
て
い
ま
す
！
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地
方
自
治
法
第
１
９
９
条
の
規
定

に
基
づ
き
、
平
成
29
年
11
月
か
ら
平

成
30
年
２
月
ま
で
の
各
月
に
お
い
て
、

市
長
部
局
、
教
育
委
員
会
、
農
業
委

員
会
事
務
局
、
議
会
事
務
局
及
び
選

挙
管
理
委
員
会
事
務
局
の
監
査
を
実

施
し
た
の
で
、
そ
の
結
果
を
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

■
共
通
事
項

　

財
務
事
務
に
関
す
る
監
査
に
つ
い

て
は
事
前
に
精
査
を
し
、
監
査
当
日

は
証
拠
書
類
及
び
そ
の
他
関
係
書
類

等
の
審
査
を
行
い
、
処
理
に
つ
い
て

修
正
が
必
要
な
箇
所
は
改
善
す
る
よ

う
指
導
し
た
。

市
長
部
局

■
市
民
課

　

養
豚
建
設
問
題
及
び
バ
イ
オ
マ
ス

ガ
ス
発
電
に
つ
い
て
、
十
分
調
査
研

究
を
行
い
、
住
民
の
合
意
を
得
な
が

ら
進
め
る
よ
う
要
望
す
る
。

　

組
織
改
革
に
よ
り
移
管
し
た
分
掌

事
務
を
含
め
、
市
民
の
身
近
な
業
務

執
行
に
課
内
の
さ
ら
な
る
連
携
を
図

ら
れ
る
よ
う
要
望
す
る
。

■
財
政
課

　

国
の
経
済
財
政
諮
問
会
議
で
地
方

自
治
体
の
基
金
見
直
し
に
つ
い
て
議

論
が
始
め
ら
れ
て
い
る
状
況
か
ら
、

的
確
な
対
策
を
講
じ
ら
れ
る
よ
う
要

望
す
る
。

　

庁
内
滞
納
債
権
対
策
会
議
の
一
層

の
成
果
を
あ
げ
ら
れ
る
よ
う
要
望
す

る
。

■
税
務
課

　

新
た
に
設
置
さ
れ
た
「
特
別
収
納

推
進
室
」
や
大
分
県
派
遣
事
業
、
並

び
に
市
町
村
相
互
併
任
事
業
等
の
効

果
か
ら
滞
納
額
が
減
少
推
移
し
て
い

る
。
さ
ら
に
収
納
に
努
め
ら
れ
る
よ

う
要
望
す
る
。

■
高
齢
者
福
祉
課

　

平
成
30
年
度
か
ら
３
か
年
に
お
け

る
介
護
、
福
祉
施
策
と
な
る
「
竹
田

市
第
７
期
老
人
福
祉
計
画
、
介
護
保

険
事
業
計
画
」
の
策
定
に
あ
た
っ
て

は
、
高
齢
者
の
生
活
と
健
康
に
関
す

る
調
査
結
果
を
基
に
、
広
く
市
民
の

ニ
ー
ズ
を
把
握
し
、
高
齢
者
が
可
能

な
限
り
住
み
慣
れ
た
地
域
で
高
齢
者

に
応
じ
た
日
常
生
活
を
営
む
こ
と
が

で
き
る
よ
う
、
高
齢
者
と
高
齢
者
を

取
り
巻
く
本
市
の
実
情
等
を
反
映
さ

せ
な
が
ら
、
市
民
各
層
か
ら
な
る
同

計
画
策
定
委
員
会
に
お
い
て
議
論
の

う
え
に
取
り
組
ま
れ
る
よ
う
要
望
す

る
。

■
社
会
福
祉
課

　

生
活
支
援
を
必
要
と
す
る
人
な
ど

の
就
労
等
の
自
立
支
援
を
強
化
し
て

い
た
だ
く
よ
う
要
望
す
る
。

■
畜
産
振
興
室

　

第
11
回
全
国
和
牛
能
力
共
進
会
に

お
い
て
輝
か
し
い
成
績
を
収
め
ら
れ

た
こ
と
は
、
県
内
有
数
の
畜
産
振
興

地
域
で
あ
る
本
市
の
こ
れ
ま
で
の
取

り
組
み
の
成
果
で
あ
る
。
こ
の
成
果

を
豊
後
牛
の
ブ
ラ
ン
ド
力
の
向
上
に

つ
な
げ
る
と
と
も
に
、
本
市
の
肉
用

牛
の
頭
数
維
持
及
び
酪
農
経
営
の
維

持
と
安
定
に
向
け
、
大
分
県
と
の
連

携
を
図
り
、
確
実
な
体
制
づ
く
り
に

取
り
組
ま
れ
る
よ
う
要
望
す
る
。

■
農
林
整
備
課

　

生
産
基
盤
と
生
活
環
境
の
一
体
的

整
備
が
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

土
地
改
良
区
、
農
家
等
と
連
携
し
な

が
ら
農
業
農
村
整
備
事
業
に
取
り
組

ま
れ
る
よ
う
要
望
す
る
。

　

大
蘇
ダ
ム
完
了
に
向
け
て
の
維
持

管
理
に
つ
い
て
は
、
国
へ
の
要
望
を

継
続
さ
れ
る
よ
う
要
望
す
る
。

■
建
設
課

　

既
存
市
営
住
宅
の
現
状
を
踏
ま
え
、

長
寿
命
化
や
将
来
の
あ
り
方
に
つ
い

て
、
関
係
課
と
調
整
の
う
え
市
民
の

社
会
福
祉
の
増
進
に
努
め
ら
れ
る
よ

う
要
望
す
る
。

　

市
道
・
橋
梁
・
ト
ン
ネ
ル
等
の
長

寿
命
化
に
基
づ
く
、
点
検
、
維
持
補

修
に
よ
り
市
民
の
安
全
安
心
を
確
保

し
て
い
た
だ
く
よ
う
要
望
す
る
。

■
契
約
検
査
室

　

公
共
工
事
は
も
と
よ
り
、
物
品
や

業
務
委
託
の
入
札
事
務
並
び
に
建
築

工
事
の
検
査
処
理
に
つ
い
て
、
引
き

続
き
事
務
手
続
き
を
適
正
に
推
進
さ

れ
る
よ
う
要
望
す
る
。

■
消
防
本
部

　

緊
急
援
助
業
務
の
高
度
化
が
求
め

ら
れ
て
い
る
現
状
を
踏
ま
え
、
各
種

研
修
の
積
極
的
な
活
用
を
図
ら
れ
市

民
の
期
待
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
要
望

す
る
。

　

住
宅
火
災
の
防
火
対
策
に
有
効
な

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
推
進
や

維
持
管
理
に
つ
い
て
、
市
民
へ
の
周

知
広
報
活
動
を
積
極
的
に
取
り
組
ま

れ
る
よ
う
要
望
す
る
。

■
保
険
健
康
課

　

二
次
救
急
医
療
体
制
を
確
保
す
る

た
め
、
関
係
機
関
と
の
さ
ら
な
る
連

携
の
も
と
体
制
整
備
を
図
ら
れ
る
よ

う
要
望
す
る
。

　

国
民
健
康
保
険
税
や
後
期
高
齢
者

医
療
保
険
料
の
収
納
率
の
確
保
に
、

関
係
課
と
さ
ら
な
る
連
携
を
図
ら
れ

る
よ
う
要
望
す
る
。

　

こ
ど
も
診
療
所
整
備
事
業
の
推
進

並
び
に
泌
尿
器
科
診
療
の
充
実
の
た

め
、
関
係
機
関
と
連
携
を
図
ら
れ
る

よ
う
要
望
す
る
。

■
企
画
情
報
課

　

農
村
回
帰
の
推
進
に
あ
た
っ
て
は
、

移
住
希
望
者
に
対
応
す
る
サ
ポ
ー
ト

体
制
や
各
種
事
業
を
展
開
し
、
移
住

定
住
の
促
進
を
図
ら
れ
る
よ
う
要
望

す
る
。

　

各
種
補
助
金
、
交
付
金
事
業
に
つ

い
て
は
、
事
業
の
成
果
目
標
、
成
果

指
標
、
効
果
等
を
十
分
検
証
し
な
が

ら
地
域
の
活
性
化
を
図
ら
れ
る
よ
う

要
望
す
る
。

■
商
工
観
光
課

　

観
光
振
興
並
び
に
商
工
振
興
に
つ

い
て
は
、
地
域
経
済
の
活
性
化
を
図

ら
れ
る
よ
う
要
望
す
る
。

　

各
種
団
体
等
へ
の
補
助
（
助
成
）

事
業
並
び
に
指
定
管
理
事
業
に
つ
い

て
、
十
分
検
証
さ
れ
る
よ
う
要
望
す

る
。

　

花
水
月
の
管
理
運
営
に
つ
い
て
は
、

十
分
な
検
討
を
要
望
す
る
。

■
総
務
課

　

第
３
次
竹
田
市
行
財
政
改
革
大
綱

も
残
り
２
年
余
り
と
な
り
着
実
に
実

行
す
る
た
め
、
中
長
期
的
な
視
点
に

竹
田
市
監
査
委
員

  

　
児  

玉  

淳  

一

  

　
阿  

部  

雅  

彦

監
査
公
表
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立
っ
た
事
務
事
業
の
検
討
を
図
り
、

全
庁
体
制
で
推
進
す
る
よ
う
要
望
す

る
。
併
せ
て
、
職
員
の
健
康
管
理
の

推
進
に
さ
ら
に
取
り
組
ま
れ
る
よ
う

要
望
す
る
。

　

本
市
は
、
過
去
幾
度
と
な
く
大
き

な
自
然
災
害
に
よ
る
甚
大
な
被
害
を

受
け
て
き
た
。
非
常
時
優
先
業
務
の

執
行
体
制
や
対
応
手
順
を
明
確
に
す

る
「
竹
田
市
業
務
継
続
計
画
」
が
こ

の
度
策
定
さ
れ
、
本
計
画
に
基
づ
き
、

職
員
一
人
ひ
と
り
が
迅
速
か
つ
適
正

に
災
害
対
策
が
実
施
で
き
る
よ
う
に
、

さ
ら
に
取
り
組
ま
れ
る
よ
う
要
望
す

る
。

■
文
化
政
策
課

　

竹
田
市
総
合
文
化
ホ
ー
ル
の
開
館

準
備
に
向
け
て
、
関
係
課
と
連
絡
を

図
り
な
が
ら
広
く
市
民
に
親
し
ま
れ

る
新
文
化
ホ
ー
ル
を
目
指
し
て
い
た

だ
き
た
い
。
ま
た
、
市
民
が
主
体
的

に
管
理
運
営
に
参
加
で
き
る
市
民
協

働
の
シ
ス
テ
ム
づ
く
り
に
努
め
ら
れ

る
よ
う
要
望
す
る
。

教
育
委
員
会
部
局

■
教
育
総
務
課

　

学
校
施
設
、
設
備
に
つ
い
て
は
、

検
査
等
を
受
け
な
が
ら
環
境
整
備
に

努
め
ら
れ
る
よ
う
要
望
す
る
。

■
学
校
教
育
課

  

「
竹
田
市
教
育
の
ま
ち
Ｔ
Ｏ
Ｐ
運

動
」
の
目
標
に
向
け
、
地
域
や
学
校

と
連
携
し
て
子
ど
も
た
ち
の
心
を
豊

か
に
し
、
学
力
、
体
力
の
向
上
を
図

る
取
り
組
み
を
一
層
進
め
て
い
た
だ

く
よ
う
要
望
す
る
。

■
文
化
財
課

　

岡
城
跡
を
は
じ
め
と
す
る
市
内
の

文
化
財
は
竹
田
市
の
宝
と
し
て
、
ま

た
周
辺
ま
ち
づ
く
り
の
核
と
し
て
、

公
開
と
活
用
を
推
進
し
、
集
客
力
の

向
上
等
に
取
り
組
ま
れ
る
よ
う
要
望

す
る
。

■
歴
史
資
料
館

　

歴
史
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー
（
仮

称
）
の
事
業
に
つ
い
て
は
、
建
設
事

業
や
そ
の
後
の
管
理
運
営
等
に
つ
い

て
、
市
民
の
意
見
を
反
映
し
な
が
ら

取
り
組
ま
れ
る
よ
う
要
望
す
る
。

■
生
涯
学
習
課

　

指
定
管
理
事
業
及
び
市
単
補
助
事

業
に
つ
い
て
は
、
成
果
を
十
分
検
証

さ
れ
る
よ
う
要
望
す
る
。

　

竹
田
市
総
合
文
化
ホ
ー
ル
の
開
館

後
に
お
い
て
も
、
荻
福
祉
健
康
エ
リ

ア
大
ホ
ー
ル
、
く
じ
ゅ
う
サ
ン
ホ
ー

ル
、
直
入
公
民
館
大
ホ
ー
ル
の
一
層

の
利
活
用
に
つ
い
て
十
分
な
対
策
を

講
じ
ら
れ
る
よ
う
要
望
す
る
。

　

生
涯
学
習
及
び
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に

お
い
て
、
市
民
の
学
習
や
活
動
の
継

続
が
さ
れ
、
各
種
事
業
に
取
り
組
ま

れ
る
よ
う
要
望
す
る
。

農
業
委
員
会
事
務
局

　

農
業
委
員
会
制
度
が
改
正
さ
れ
、

竹
田
市
の
農
業
振
興
を
さ
ら
に
推
進

す
る
た
め
の
新
体
制
が
組
織
さ
れ

た
。
農
業
委
員
会
の
主
た
る
使
命
で

あ
る
「
担
い
手
へ
の
農
地
利
用
の
集

積
、
集
約
化
、
遊
休
農
地
の
発
生
防

止
、
解
消
、
新
規
参
入
の
推
進
等
」

に
取
り
組
む
農
業
委
員
会
や
、
推
進

委
員
の
運
営
及
び
関
係
機
関
等
と
の

連
絡
調
整
に
、
事
務
局
と
し
て
さ
ら

に
取
り
組
ま
れ
る
よ
う
要
望
す
る
。

議
会
事
務
局

　

定
例
会
に
限
ら
ず
臨
時
会
等
の
日

程
に
つ
い
て
も
、
告
知
放
送
等
を
活

用
し
て
市
民
へ
の
事
前
周
知
を
図
る

と
と
も
に
、
議
会
の
一
層
の
情
報
公

開
に
努
め
ら
れ
る
よ
う
要
望
す
る
。

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

　

選
挙
権
年
齢
が
18
歳
以
上
に
引
き

下
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
伴
い
、
小

中
学
校
等
で
の
選
挙
出
前
授
業
な
ど
、

啓
発
活
動
に
積
極
的
に
取
り
組
ま
れ

る
よ
う
要
望
す
る
。

 監査公表／たけたん新電力

地
産
地
消
エ
ネ
ル
ギ
ー
で

　
　
　
　
　

未
来
の
ま
ち
づ
く
り

　

今
年
１
月
に
福
岡
県
み
や
ま
市
と

持
続
可
能
な
循
環
型
社
会
構
築
に
向

け
た
包
括
協
定
を
結
び
、
電
力
の
地

産
地
消
に
よ
る
地
域
活
性
化
を
目
指

す「
自
治
体
新
電
力
事
業
」を
ス
タ
ー

ト
さ
せ
た
竹
田
市
。
み
や
ま
ス
マ
ー

ト
エ
ネ
ル
ギ
ー
㈱
と
の
取
次
店
契
約

に
よ
り
、３
月
か
ら
市
内
公
共
施
設
約

70
か
所
の
電
力
契
約
を
、ま
ち
づ
く
り

た
け
た
㈱
に
移
行
す
る
手
続
き
が
始

ま
り
ま
し
た
。

　

ま
ち
づ
く
り
た
け
た
㈱
か
ら
委
託

を
受
け
、
契
約
手
続
き
等
を
行
う
㈱

Ｅ
Ｃ
Ｏ
Ｗ
の
下
村
崇た

か

顕あ
き

代
表
に
話
を

聞
き
ま
し
た
。

Ｑ
１
．
今
な
ぜ
新
電
力
？

　

竹
田
市
の
人
口
は
今
後
も
減
少
が

予
想
さ
れ
、
少
子
高
齢
化
に
よ
る
経

済
活
動
の
低
下
や
税
収
の
減
少
、
産

業
の
空
洞
化
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
問
題

が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

　

新
電
力
事
業
を
通
し
て
、エ
ネ
ル

ギ
ー
の
地
産
地
消
に
取
り
組
む
こ
と

で
経
済
効
果
を
生
み
出
し
、
課
題
解

決
の
糸
口
を
探
り
ま
す
。

Ｑ
２
．
新
電
力
に
よ
る
効
果
は
？

　

小
売
事
業
者
や
関
連
産
業
の
雇
用

や
収
益
な
ど
竹
田
市
の
経
済
活
性
化

に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

ま
た
、
公
共
施
設
や
民
間
事
業
者

の
電
気
料
金
を
値
下
げ
す
る
こ
と
も

期
待
が
で
き
、
将
来
的
に
は
電
力
使

用
状
況
を
可
視
化
す
る
シ
ス
テ
ム
に

よ
り
、「
高
齢
者
の
見
守
り
」や「
健
康
増

進
」等
の
顧
客
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
が
可

能
に
な
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

Ｑ
３
．
竹
田
市
が
目
指
す
新
電
力
と

は
？

　

い
ま
、エ
ネ
ル
ギ
ー
事
業
に
取
り
組

む
こ
と
は
、
未
来
の
ま
ち
づ
く
り
の

第
一
歩
に
な
り
ま
す
。
竹
田
市
は
太

陽
光
、
風
力
、
水
力
、バ
イ
オ
マ
ス
等

の
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
に
恵
ま
れ

て
お
り
、
将
来
は
こ
れ
ら
を
用
い
て

生
産
し
た
商
品
価
値
の
高
い
電
力
を

販
売
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地
産
地
消
が

進
む
こ
と
で
、サ
ス
テ
ナ
ブ
ル（
持
続

可
能
）な
ま
ち
と
い
う
印
象
が
生
ま
れ
、

そ
の
イ
メ
ー
ジ
は
観
光
や
農
業
分
野

な
ど
他
の
産
業
に
も
よ
い
効
果
を
生

む
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
新
し

い
産
業
と
既
存
の
産
業
が
合
わ
さ
る

こ
と
で
竹
田
の
新
し
い
魅
力
を
発
掘

し
、そ
れ
ら
を
内
外
に
発
信
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
12
回
に
わ
た
り
、
竹

田
市
が
進
め
る
自
治
体
新
電
力
に

つ
い
て
詳
し
く
紹
介
し
ま
す
。

　

５
月
号
は「
全
国
で
続
々
立
ち
上

が
る
自
治
体
新
電
力
」で
す
。

問
ま
ち
づ
く
り
た
け
た
㈱　

☎
64
―

０
１
７
５

た
け
た
ん
新
電
力

↑㈱ＥＣＯＷの下村崇顕代表

Vol.1
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職業人材マッチング調査事業  ほか

　

市
で
は
、
有
効
求
人
倍
率
が
全
国

や
県
平
均
よ
り
も
突
出
し
て
高
く
、

２
・０
倍
を
超
え
て
い
ま
す
。

　

企
業
で
は
人
材
不
足
が
深
刻
化
し
、

将
来
的
に
事
業
の
継
続
・
成
長
が
望

め
な
い
状
況
に
陥
る
こ
と
が
予
想
さ

れ
ま
す
。
一
方
で
、
求
職
者
か
ら
は

「
仕
事
が
な
い
」「
働
き
た
い
場
所
が

な
い
」と
い
う
声
が
あ
り
、
求
人
側

と
求
職
側
で
ミ
ス
マ
ッ
チ
が
生
じ
て

い
る
こ
と
が
推
測
さ
れ
ま
す
。

　

市
で
は
、
こ
の
原
因
と
課
題
を
探

り
ミ
ス
マ
ッ
チ
を
解
消
す
る
た
め
、

「
職
業
人
材
マ
ッ
チ
ン
グ
調
査
」を
委

託
し
実
施
し
ま
し
た
。
そ
の
調
査
結

果
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◆　
　

◆　
　

◆

　

調
査
は
昨
年
６
月
か
ら
今
年
１
月

に
か
け
て
行
わ
れ
、
求
人
側
の
市
内

企
業
40
社
と
、
働
き
手
側
と
し
て

高
校
生
か
ら
一
般
市
民
ま
で
の
約

４
０
０
人
に
、
ア
ン
ケ
ー
ト
・
ヒ
ア

リ
ン
グ
を
行
い
ま
し
た
。
併
せ
て
仲

介
事
業
者
や
大
学
な
ど
に
も
ヒ
ア
リ

ン
グ
を
実
施
し
ま
し
た
。

調
査
結
果

◆
求
人
側（
企
業
）の
現
状

○
65
％
の
企
業
が
人
材
確
保
が
で
き

て
い
な
い

○
正
社
員
比
率
が
51
％
と
低
く
、

パ
ー
ト
・
ア
ル
バ
イ
ト
が
多
い

○
40
代
の
従
業
員
が
少
な
く
、
60
代

が
最
も
多
い

○
在
職
５
～
８
年
の
従
業
員
が
減
少

傾
向（
離
職
が
考
え
ら
れ
る
）

○
市
内
在
住
者
の
雇
用
が
60
％
を
超

え
て
お
り
、
市
外
か
ら
の
人
材
確
保

が
進
ん
で
い
な
い

◆
企
業
の
人
材
確
保

人
材
確
保
が
で
き
て
い
る
企
業

○
派
遣
事
業
者
や
大
学
な
ど
に
パ
イ

プ
が
あ
る

○
計
画
的
な
求
人
を
行
い
、
市
外
か

ら
の
人
材
を
獲
得
す
る
意
識
が
高
い

○
企
業
の
ビ
ジ
ョ
ン
、
将
来
像
に
共

感
を
得
る
こ
と
が
で
き
る

→
労
働
環
境
を
整
え
、
働
き
手
目
線

で
採
用
を
行
っ
て
い
る

人
材
確
保
が
進
ま
な
い
企
業

○
求
人
は
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
や
広
告
で

募
集
す
る
の
み

○
求
職
者
に「
継
続
力
」「
忍
耐
力
」

「
責
任
感
」を
求
め
る

○
深
夜
・
早
朝
・
土
日
勤
務
が
多
い

○
雇
用
形
態
や
低
賃
金

→
企
業
目
線
で
採
用
を
行
っ
て
い
る

◆
求
職
側（
働
き
手
）の
意
見

○
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
し
か
求
人
情
報
が

な
い

○
働
き
た
い
と
思
う
企
業
が
な
い

○
民
間
企
業
は
有
休
が
取
り
に
く
い

○
資
格
が
生
か
せ
る
仕
事
が
な
い

◆
仲
介
事
業
者
・
大
学
等
へ
の
調
査

結
果

○
新
卒
採
用
を
求
め
る
場
合
は
、
学

生
の
ニ
ー
ズ
に
沿
っ
た
説
明
や
働
く

価
値
を
伝
え
る
こ
と
が
大
切

○
中
途
採
用
を
求
め
る
場
合
は
、
人

材
の
裾
野
を
広
げ
、
賃
金
待
遇
以
外

に
も
働
く
価
値
を
伝
え
る

○
パ
ー
ト
・
ア
ル
バ
イ
ト
を
求
め
る

場
合
は
、
生
活
環
境
や
価
値
観
に
合

わ
せ
た
働
き
や
す
さ
を
整
え
る

○
Ｕ
Ｉ
Ｊ
タ
ー
ン
希
望
者
に
は
、
移

住
相
談
会
や
合
同
就
職
説
明
会
等
で

ア
プ
ロ
ー
チ

　

こ
の
よ
う
な
調
査
結
果
か
ら
、
現

在
は
求
職
者
が
企
業
を
選
ぶ
時
代
で
、

企
業
は
業
務
や
求
人
像
を
見
つ
め
直

す
と
と
も
に
、
人
材
の
対
象
を
広
げ
、

タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
合
わ
せ
た
働
く
価
値

を
提
供
す
る
な
ど
働
き
手
目
線
で
考

え
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
今
後
、
時
代
に
沿
っ
た
企

業
改
革
を
促
し
な
が
ら
、
移
住
相
談

会
や
空
き
家
バ
ン
ク
な
ど
の
実
施
モ

デ
ル
を
参
考
と
し
、
求
職
者
へ
の
ア

プ
ロ
ー
チ
等
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

職
業
人
材
マ
ッ
チ
ン
グ
調
査
事
業

働
き
手
と
雇
い
手
の
マ
ッ
チ
ン
グ
を
図
る

　

未
婚
の
独
身
者
に
、
子
ど
も
と

の
ふ
れ
あ
い
や
子
ど
も
を
持
つ
親

と
の
会
話
を
通
し
て
、
結
婚
へ
の

イ
メ
ー
ジ
を
持
っ
て
も
ら
お
う
と 

「
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
会
議 

Vol.
１
」 

が
２
月
24
日
、
竹
田
市
竹
田
の
光

西
寺
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

本
市
の
25
～
49
歳
の
未
婚
率

（
２
０
１
５
年
）は
男
性
が
42
・
５
％
、

女
性
が
27
・
８
％
。
県
平
均
よ
り

そ
れ
ぞ
れ
５
ポ
イ
ン
ト
、
０
・
３

ポ
イ
ン
ト
高
く
、
市
で
は
県
平
均

を
下
回
る
よ
う
さ
ま
ざ
ま
な
婚
活

事
業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

こ
の
日
は
４
歳
ま
で
の
子
ど
も

が
い
る
親
子
７
組
と
18
歳
か
ら
40

歳
ま
で
の
独
身
者
７
人
、
合
わ
せ

て
約
30
人
が
参
加
。
独
身
者
は

親
子
と
一
緒
の
グ
ル
ー
プ
の
中

で
、「
結
婚
の
決
め
手
は
？
」や「
子

育
て
の
楽
し
さ
や
大
変
さ
」な
ど
、

子
ど
も
を
持
つ
親
の
本
音
に
つ
い

て
話
を
聞
き
ま
し
た
。
ま
た
、
独

身
者
ら
は
子
ど
も
と
ふ
れ
あ
っ
た

り
、
客
観
的
に
子
ど
も
の
様
子
を

観
察
す
る
こ
と
で
、
子
ど
も
の
行

動
を
否
定
し
な
い
こ
と
や
気
持
ち

に
共
感
す
る
こ
と
な
ど
を
学
ん
で

い
ま
し
た
。

　

親
子
で
参
加
し
た
方
は「
結
婚

は
出
発
点
。
楽
し
い
こ
と
も
た
く

さ
ん
あ
る
。
独
身
の
皆
さ
ん
も
家

族
を
持
つ
こ
と
に
つ
い
て
前
向

き
に
考
え
て
く
れ
れ
ば
」と
話
し
、

独
身
者
は「
結
婚
に
対
す
る
漠
然

と
し
た
イ
メ
ー
ジ
が
よ
り
現
実
的

な
も
の
に
な
っ
た
」「
結
婚
し
た
ら

や
り
た
い
こ
と
が
制
約
さ
れ
る
と

思
っ
て
い
た
。
結
婚
後
の
方
が
視

野
が
広
が
っ
た
と
聞
き
、
プ
ラ

ス
に
捉
え
ら
れ
た
」「
子
ど
も
と
接

し
て
、
そ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
大
き

さ
を
感
じ
た
。
家
族
を
持
っ
た
ら
、

子
ど
も
が
安
心
で
き
る
場
所
を
つ

く
り
た
い
」な
ど
、
結
婚
や
家
族

を
持
つ
こ
と
に
対
す
る
イ
メ
ー
ジ

を
膨
ら
ま
せ
て
い
ま
し
た
。

↑親から話を聞いたり、子どもとふれあう参加者

ライフデザイン会議Vol.1   将来、家族を持つことをイメージして
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神か
ん

馬ば

の
橋
を
渡
る
と
、カ
ー
ブ
に

な
っ
た
上
り
坂
が
あ
り
ま
す
。
自
然

と
車
の
ス
ピ
ー
ド
が
落
ち
た
と
き
に

見
え
て
く
る
の
は
、
久
住
中
学
校
の

子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
で
す
。
歩
道
に

数
人
が
立
ち
、に
っ
こ
り
笑
い
、
通

り
過
ぎ
る
車
に
頭
を
下
げ
て
い
ま
す
。

ど
ん
な
に
寒
い
日
も
、
暑
い
日
も
、

ほ
ぼ
毎
朝
見
ら
れ
る
光
景 

― 

久
住

中
学
校
の
全
校
生
徒
に
よ
る
取
り
組

み
、「
朝
の
挨
拶
運
動
」で
す
。
毎
日

当
番
を
決
め
、
全
校
生
徒
が
代
わ
る

代
わ
る
挨
拶
を
し
ま
す
。
久
住
中
学

校
の
１
日
は
、こ
の
爽
や
か
な
生
徒

の
挨
拶
で
始
ま
り
ま
す
。

　

久
住
中
学
校
は
生
徒
数
46
人（
新

年
度
は
48
人
）。
小
さ
な
学
校
で
す

が
、
久
住
の
雄
大
な
嶺
に
見
守
ら
れ
、

志
は
山
よ
り
高
く
、
毎
日
勉
強
や
ス

ポ
ー
ツ
に
励
ん
で
い
ま
す
。

　

本
校
で
は
、
学
期
に
数
回「
協
調

学
習
」を
行
っ
て
い
ま
す
。
話
し
合

い
の
中
で
学
び
を
深
め
る
こ
の
学

習
に
、
生
徒
も
意
欲
的
に
取
り
組

み
ま
す
。
た
と
え
ば
、
社
会
。「
も
し

も
、ム
ー
大
陸
が
存
在
し
た
と
す
る

な
ら
ば
、イ
ー
ス
タ
ー
島
の
雨
温
図

は
ど
の
よ
う
に
な
る
だ
ろ
う
か
？
」

こ
の
課
題
に
、
生
徒
の
目
が
輝
き
ま

す
。
話
し
合
い
の
中
で
友
だ
ち
の
意

見
を
聞
く
こ
と
に
よ
り
、
意
見
が
言

え
な
い
生
徒
も
自
分
の
考
え
を
持
つ

こ
と
が
で
き
自
信
が
持
て
る
と
同
時

に
、
相
手
を
認
め
る
気
持
ち
も
育
ち

ま
す
。
こ
の「
協
調
学
習
」が
、
久
住

中
学
校
の
生
徒
の「
学
ぶ
力
」を
育
て

る
大
き
な
原
動
力
と
な
っ
て
い
ま
す
。 　

本
校
の
特
色
の
一
つ
に
、
地
域
と

の
濃
い
結
び
つ
き
が
あ
り
ま
す
。「
郷

土
学
」の
一
環
と
し
て
フ
ィ
ー
ル
ド

ワ
ー
ク
や
料
理
教
室
、
茶
道
教
室
等

を
し
ま
す
が
、
地
域
の
方
が
快
く
講

師
役
を
引
き
受
け
、
情
熱
を
持
っ
て

久
住
の
す
ば
ら
し
さ
を
伝
え
て
く
だ

さ
り
、そ
の
新
た
な
魅
力
を
知
っ
た

生
徒
の
ふ
る
さ
と
に
対
す
る
誇
り
と

愛
情
が
よ
り
大
き
く
な
り
ま
す
。
そ

し
て
、そ
れ
は「
安
心
し
て
地
域
で
学

ぶ
」こ
と
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
る
の

で
す
。

　

子
ど
も
た
ち
の
頑
張
り
と
、
保
護

者
の
方
を
は
じ
め
と
す
る
地
域
の

方
々
の
支
え
で
、
久
住
中
学
校
の
未

来
は
明
る
く
輝
い
て
い
ま
す
。

（
教
頭　

後
藤
宗
裕
）

学び舎／まるごと博物館

　

木
下
亮
吉
は
、
明
治
26（
１
８

９
３
）年
５
月
13
日
、
竹
田
市
玉

来
大
字
拝
田
原
で
生
ま
れ
ま
し
た
。

生
家
は
代
々
岡
藩
御
用
達
の
紙
漉

（
和
紙
製
造
）を
し
て
い
ま
し
た
。

　

明
治
33（
１
９
０
０
）年
、７
歳

の
と
き
家
庭
の
事
情
で
宮
崎
県
の

小
学
校
に
転
校
、
翌
年
に
は
長
崎

県
の
湯
江
村
小
学
校
に
転
校
し
ま

し
た
が
、
同
校
で
の
成
績
は
優
秀

で
学
友
会
会
長
に
推
薦
さ
れ
て

い
ま
す
。
明
治
39（
１
９
０
６
）年
、

犬
養
毅
が
中
国
か
ら
の
帰
途
、
諫

早
小
学
校
で
講
演
す
る
こ
と
に
な

り
、
地
域
の
小
学
生
が
出
席
し
亮

吉
も
招
待
さ
れ
ま
し
た
。
は
じ
め

て
犬
養
毅
の
国
民
的
政
治
運
動
の

話
を
聞
き
、
感
動
し
て
政
治
に
関

心
を
持
つ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

長
崎
市
の
私
立
東
山
学
院
を
卒

業
後
、
帰
郷
し
て
家
業
を
手
伝
っ

て
い
ま
し
た
が
、
政
治
活
動
へ
の

思
い
が
強
く
、
独
学
で
早
稲
田
中

学
講
義
録
や
同
法
律
講
義
録
を
読

み
政
治
学
を
身
に
つ
け
ま
し
た
。

　

大
正
時
代
に
護
憲
運
動（
政
党

内
閣
に
よ
る
立
憲
政
治
）が
起
こ

る
と
、
大
正
13（
１
９
２
４
）年
、

大
分
民
友
新
聞
直
入
総
支
局
を
設

立
し
自
ら
支
局
長
を
務
め
ま
し
た
。

ま
た
同
年
に
発
足
し
た
直
入
郡
協

政
会
、
竹
田
町
八
日
会
の
代
表
幹

事
と
な
り
、
竹
田
地
方
に
政
党
政

治
の
気
運
を
高
め
ま
し
た
。
中
央

政
治
に
お
い
て
は
秋
田
県
出
身
の

鷲
尾
義
直（
木ぼ
く

堂ど
う「
犬
養
毅
」雑
誌

の
編
集
長
）と
共
に
、
青
年
木
堂

会
の
発
足
の
た
め
奔
走
し
ま
し
た
。

護
憲
運
動
を
竹
田
に
広
め
る
た
め
、

犬
養
毅
に
遊
説
を
依
頼
し
た
書
簡

も
残
っ
て
い
ま
す
。（
写
真
右
）

　

昭
和
６（
１
９
３
１
）年
、
崇
敬

す
る
犬
養
毅
内
閣
が
成
立
し
ま
し

た
が
、
亮
吉
は
政
治
の
表
に
は
出

ず
、「
権
門
に
屈
せ
ず
、
富
貴
に
媚こ

び
ず
、
貧
乏
を
恐
れ
ず
」を
信
条

と
し
て
、
生
涯
を
立
憲
政
治
の
普

及
に
尽
く
し
ま
し
た
。（本

田
耕
一
）

参
考

「
父
、
木
下
亮
吉
の
苦
悩
を
語
る
」

木
下
不
二
夫

※
本
文
中
の
敬
称
は
省
略
し
ま
し
た
。

安
心
し
て
地
域
で
学
ぶ

今
月
の
学
び
舎　

竹
田
市
立
久
住
中
学
校

「竹田に護憲運動を広める」木下亮吉

ま
る
ご
と
博
物
館
149

↑社会の「協調学習」の様子

↑「郷土学」の一環としてのフィールドワーク

↑地域の方を講師に料理教室

↑木下亮吉

↑犬養毅書簡（木下亮吉宛て）
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マイナンバーカードをつくりませんか

問マイナンバー制度に関すること　　竹田市総務課　☎63-4800
　マイナンバーカードに関すること　竹田市市民課　☎63-4804

マイナンバーカードをつくりませんか

※引っ越し等をした場合は、この交付申
請書は使えません。新住所の市役所等で
新しい申請書をお受け取りください。

〉 〉

①申請します
（郵送/パソコン/スマホ等）

②交付通知書
　が届きます

③市役所等で
　受け取ります

通知カードについている交付
申請書に、顔写真を貼って郵
送してください。
◆パソコン、スマート

フォンなどからも顔
写真を撮影してオン
ライン申請できます。

カードの準備ができました
ら、ご自宅に交付通知書が届
きます。

◆申請してから約１か
月かかります。

必要な持ち物をお持ちのうえ、
市役所等にお越しください。

◆本人であることを証
明する大切なカード
ですので、ご本人の
来庁をお願いします。

申請も意外と簡単
～なりすまし防止のため、住民票のある市役所等にお越しください～

通知カード

交付申請書※

①公的な身分証明書として
顔写真付きの公的な身分証明書として、運転
免許証などと同じく、口座開設や郵便局での
郵便物の受け取りなどで利用できます。

③行政手続や民間サービスの電子申請に
マイナンバ―カードを利用すれば子育てサービスの検索や申
請、確定申告などがインターネットからできるようになります。
民間サービスでも利用され始めています。

②マイナンバーの提示が１枚で
年金や税などの手続きでマイナンバ―を求め
られても、これ１枚で大丈夫です。

申請もいろいろな
ところから

郵便で

パソコンでスマートフォンで
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【一般の本】
・浅見光彦と七人の探偵たち（論創社）　　　　　　　　内田　康夫
・坂を見あげて（中央公論新社）　　　　　　　　　　　堀江　敏幸
・光点（集英社）　　　　　　　　　　　　　　　　　　山岡　ミヤ
・復活の日　新版（早川書房）　　　　　　　　　　　　小松　左京
・百年の手紙―日本人が遺したことば（中央公論社）　　梯　久美子
・人間の未来ＡＩの未来（講談社）　　　　　　　　　　山中　伸弥
・まちづくりの非常識な教科書（主婦の友社）　　　　　吉川　美貴
・情熱の科学（法政大学出版局）　　　　　佐々木裕・執行草舟監修
・タラブックス ―インドの小さな出版社、まっすぐに本をつくる―
　（玄光社）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　野瀬奈津子
・ひとり暮らしのレスキューＢＯＯＫ（成美堂出版）　成美堂出版編集部

【子どもの本】
・ほーほー（あかちゃんえほん）（小学館）　ザ・キャビンカンパニー
・おなかがすいた きょうりゅうぺぺのぼうけん（草炎社）　    ヒサクニヒコ
・すごいぞ！日本美術（西村書店）　　　　　　　　　　結城　昌子
・そうだったのか！しゅんかん図鑑（小学館）　　　　　伊知地国夫
・マルコとパパ ―ダウン症のあるむすことぼくのスケッチブック―
　（偕成社）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　グ ス テ ィ
・あっぱれ！ぱくっ（小学館）　　　　　　　　　　　　せきゆうこ
・旅する蝶（文化学園文化出版局）　　　　　　　　　    新宮　　晋

他150冊ほど入りました。

　

春
爛
漫
の
4
月
に
な
り
ま
し
た
。
新
し
い

出
会
い
の
季
節
で
す
ね
！

　

図
書
館
も
い
ろ
い
ろ
な
本
を
取
り
揃
え
て

皆
さ
ん
の
お
越
し
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

ワ
ク
ワ
ク
、
ド
キ
ド
キ
楽
し
い
本
や
じ
っ
く

り
ゆ
っ
た
り
読
む
本
な
ど
、
ま
た
時
に
は
絵

本
に
も
癒
さ
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

さ
あ
、
ど
ん
な
出
会
い
が
あ
る
の
で
し
ょ

う
か
？

４

新刊のご案内

司書おすすめの一冊

　2018年に生誕100年を迎える、写真に生きた人
ユージン・スミス。
　59歳という若さで亡くなって40年。生きてい
る動き、生きている世界、その悲劇を追求して
あるがままの人生をとらえた写真家でした。
　この本には日本を取材した「太平洋戦争」 「水
俣」ほか初期から晩年までの作品を収録。彼の集
大成ともいえる一冊です。

　虫や鳥や動物が大好きなおじい
さんは、冬になるとヤマガラのた
めに、家のまわりに巣箱をとりつ
けます。毎年ヤマガラがやってき
てヒナが育つのが楽しみなのです。
この冬も同じように巣箱をつけま
した。福島で起きた３．11の事故
のあと、おじいさんは心配で心配
で仕方ありません。おじいさんの心配はみんなの心配です。
　被災地の復興や自然の回復はもちろん、すべての生命の強さを願っ
て書かれた絵本です。

　竹田出身の歌人川野里子さんの第５歌集が出
版されました。震災後の日本の原像を求めて訪
ねた東北、南島、そして老いゆく母、静かな中
にぴんと張りつめた強さを秘めて詠った30首を
軸に、その他発表した作品で構成されています。
　荒城の月短歌大会の審査をしてくださってい
ますので、ご存じの方も多くいらっしゃると思
いますが、郷土の歌人の本をぜひ手に取ってみ
てください。郷土のコーナーに並んでいます。

「ユージン・スミス写真集」　
Ｗ・ユージン・スミス（㈱クレヴィス）

「おじいさんとヤマガラ」
鈴木まもる（小学館）

「硝子の島」
川野　里子（短歌研究社）

一般の本

子どもの本

郷土の本

■竹 田 市 立 図 書 館　TEL & FAX  63-1048
■荻駅交流館図書室　TEL & FAX  68-2200
■久   住   図   書   室　TEL 76-0717   FAX 76-0724
■直   入   図   書   室　TEL 75-2211   FAX 75-2217

　

視
聴
覚
コ
ー
ナ
ー
を
曲
が
る
と

素
敵
な
椅
子
が
ず
ら
り
と
並
ん
で

い
ま
す
。
こ
こ
は「
ま
ど
ぎ
わ
の

ト
ッ
ト
ち
ゃ
ん
」な
ら
ぬ
窓
際
の

読
書
コ
ー
ナ
ー
で
す
。

　

外
の
家
並
み
が
窓
か
ら
見
え
て

と
て
も
く
つ
ろ
げ
る
雰
囲
気
の
場

所
で
す
。
お
気
に
入
り
の
椅
子
に

座
っ
て
ゆ
っ
た
り
と
過
ご
し
て
み

て
は
い
か
が
で
す
か
？　

館
内
の

本
を
自
由
に
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す

の
で
一
日
ゆ
っ
く
り
過
ご
す
方
も
た
く
さ
ん
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

　

ぜ
ひ
一
度
こ
の
コ
ー
ナ
ー
の
椅
子
に
座
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
！ 

お
す
す
め
で
す
よ
～
♪

新図書館のコーナーご紹介

窓
際
の
読
書
コ
ー
ナ
ー
東
館

今
月
の
読
み
聞
か
せ

「
お
は
な
し
ひ
ろ
ば
」

毎
週
火
曜
日　

午
前
10
時
30
分
～
11
時

お
は
な
し
ひ
ろ
ば

今
月
の「
お
は
な
し
ル
ー
ム
」は
お
休
み

し
ま
す
。

開
館
の
ご
案
内

【
竹
田
市
立
図
書
館
】

開
館
時
間　

午
前
10
時
～
午
後
６
時

休　
館　
日　

月
曜
日
・
第
４
金
曜
日

【
荻
駅
交
流
館
図
書
室
】

開
館
時
間　

午
前
10
時
～
午
後
６
時

休　
館　
日　

土
・
日
・
祝
日
等

【
久
住
図
書
室
・
直
入
図
書
室
】

開
館
時
間　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

休　
館　
日　

土
・
日
・
祝
日
等
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今
年
の
冬
は
こ
と
の
ほ
か
寒
さ
が
厳
し
か
っ
た
だ

け
に
、
春
の
到
来
が
待
ち
遠
し
く
て
し
か
た
な
か
っ

た
。

　

さ
て
。
こ
の
季
節
、
気
が
か
り
な
の
が
入
学
試
験

で
あ
る
が
、
最
近
は
高
校
の
応
募
状
況
が
気
に
な
る
。

今
年
も
そ
う
だ
っ
た
。
調
べ
て
み
る
と
県
立
竹
田
高

校
は
１
６
０
人
の
定
員
に
対
し
て
１
次
の
合
格
者
は

１
４
４
人
、
16
人
を
２
次
募
集
し
て
い
る
と
い
う
状

況
で
あ
る
。
一
方
、
県
立
三
重
総
合
高
校
の
久
住
校

は
40
人
の
定
員
に
対
し
て
１
次
合
格
者
は
11
人
、
残

り
29
人
を
２
次
募
集
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
さ

ら
に
、
女
子
サ
ッ
カ
ー
部
を
新
設
し
て
20
人
の
部
員

を
含
め
１
０
０
人
の
募
集
を
か
け
て
い
た
私
学
・
竹

田
南
高
校
は
サ
ッ
カ
ー
を
希
望
す
る
女
子
数
人
を
合

わ
せ
て
25
人
が
１
次
合
格
し
て
い
る
と
の
こ
と
。
少

子
化
現
象
の
あ
お
り
と
は
い
い
な
が
ら
危
惧
す
べ
き

状
況
に
あ
る
。

　

さ
て
、
そ
ん
な
中
、
地
域
に
高
校
を
残
そ
う
と
い

う
地
域
住
民
主
体
の
活
動
を
10
数
年
来
続
け
て
き
た

の
が「
久
住
校
を
育
て
る
市
民
の
会
」で
あ
る
。
前
身

は
、「
久
住
校
を
育
て
る
会
」で
あ
り
、
旧
久
住
町
時

代
か
ら
合
併
後
の
竹
田
市
へ
と
移
行
し
て
も
、
し
っ

か
り
と
引
き
継
が
れ
て
き
た
活
動
で
あ
る
。

　

私
自
身
、
県
議
会
議
員
の
時
代
か
ら
活
動
に
参
加

し
て
き
た
が
、
会
長
を
歴
代
の
首
長
が
続
け
て
い
た

こ
と
を
尊
重
し
、
そ
の
慣
例
を
引
き
継
い
だ
。
た
だ
、

「
久
住
校
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
」活
動
が
マ
ン
ネ
リ
化
し

て
い
た
こ
と
に
危
機
感
を
抱
き
、
新
た
な
目
標
を
掲

げ
た
。
そ
れ
が
、「
分
校
で
は
な
く
、
農
業
高
校
と

し
て
単
独
校
化
し
て
ほ
し
い
。
新
た
な
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
を
加
え
て
魅
力
的
な
農
業
高
校
に
し
て
ほ
し
い
。

そ
し
て
、
大
分
県
下
だ
け
で
な
く
、
全
国
か
ら
生
徒

を
募
集
し
て
ほ
し
い
」と
い
う
３
本
の
柱
で
あ
っ
た
。

　

こ
の
分
校
は
地
域
に
残
る
卒
業
生
た
ち
が
支
え
て

き
た
。
い
ま
も
地
域
の
中
核
農
家
と
し
て
活
躍
し
て

い
る
人
た
ち
が
た
く
さ
ん
い
る
。
卒
業
生
の
中
に
は

要
望
を
胸
に
抱
き
し
め
な
が
ら
故
人
と
な
っ
た
人
が

い
る
。
同
窓
会
長
を
務
め
た
川
越
俊
市
さ
ん
や
麻
生

丹あ
か
し

さ
ん
で
あ
る
。
と
に
か
く
情
熱
的
だ
っ
た
。
久
住

を
愛
し
、
久
住
校
の
発
展
に
生
涯
を
捧
げ
た
と
言
っ

て
も
過
言
で
は
な
い
。

　

そ
ん
な
先
人
た
ち
の
思
い
が
、
分
校
で
あ
り
続
け

た
久
住
校
の
単
独
校
化
と
全
国
か
ら
の
生
徒
募
集
の

道
を
拓
い
て
く
れ
た
と
確
信
す
る
。

　

大
分
県
教
育
委
員
会
の
工
藤
利
明
教
育
長
か
ら
、

「
久
住
校
を
単
独
校
と
し
て
発
展
さ
せ
る
に
は
、
そ

れ
な
り
の
条
件
整
備
が
必
要
で
す
。
県
内
９
校
の
生

徒
が
利
用
で
き
る
研
修
棟
を
大
分
県
が
整
備
す
る

と
し
た
ら
、
地
元
の
竹
田
市
が
全
国
公
募
の
生
徒
を

受
け
入
れ
る
寮
を
建
設
す
る
と
い
う
の
は
可
能
で
す

か
」と
打
診
さ
れ
た
。
寮
の
規
模
は
41
室
で
82
人
収

容
し
た
い
と
い
う
。
咄
嗟
に
全
国
公
募
の
可
能
性
を

予
知
し
た
。

　

す
ぐ
に
議
会
に
相
談
を
か
け
た
。
事
業
費
は
４
億

円
ほ
ど
が
想
定
さ
れ
た
。
財
源
の
余
裕
が
あ
る
か

と
不
安
に
な
っ
た
が
、
救
い
は
合
併
特
例
債
の
適

用
だ
っ
た
。
こ
れ
が
う
ま
く
承
認
さ
れ
れ
ば
７
割
の

補
助
金
が
も
ら
え
る
。
つ
ま
り
、
竹
田
市
の
負
担
は

１
億
２
千
万
円
ほ
ど
で
建
設
で
き
る
。

　

結
果
的
に
財
源
は
希
望
ど
お
り
と
な
り
、
議
会
も

同
意
し
て
く
れ
た
。

　

市
長
に
就
任
以
来
、
関
係
者
と
取
り
組
ん
で
き
た

夢
の
構
想
が
大
き
く
前
進
し
た
。
31
年
の
春
に
は
待

望
の
研
修
棟
と
寮
が
完
成
す
る
。

  

「
本
当
に
良
か
っ
た
」と
つ
く
づ
く
思
う
。
全
国
か

ら
農
業
を
愛
す
る
若
者
た
ち
が
学
び
、
日
本
の
将
来

を
担
う
農
業
者
を
育
て
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

く
じ
ゅ
う
高
原
に
夢
と
希
望
に
満
ち
た
春
が
訪

れ
た
…
…
。

竹田市のホームページ「こんにちは市長です」〔URL〕http://www.city.taketa.oita.jp/mayor/

市長コラム
〈第103回〉

文豪川端康成が晩年、よく揮毫したのが  『有
由有縁』。人との出会いや物事との接点が生ま
れるのは、偶然ではなく、それなりの理由が
働くからであるという意味です。

久
住
校
が
農
業
高
校
と
し
て

単
独
校
化
す
る

「
う
し
部
」 

の
活
躍
と
地
域
の
情
熱
が
背
中
を
押
し
た

←「久住校を育てる市
民の会」の皆さんと、
工藤利明県教育長
へ要望
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竹
田
市
地
域
お
こ
し
協
力
隊
と

し
て
３
月
に
任
務
を
終
え
た
山や
ま

下し
た

歩あ
ゆ
む

さ
ん（
25
歳
）。
会
員
制
交
流
サ

イ
ト（
Ｓ
Ｎ
Ｓ
）で
絶
大
な
人
気
を

集
め
て
い
る
映
像
ク
リ
エ
イ
タ
ー

で
あ
り
、
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー
だ
。

　

鳥
取
県
出
身
の
山
下
さ
ん
が
竹

田
市
に
移
住
し
た
の
は
昨
年
６
月
。

以
降
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
と

し
て
、
観
光
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
用

の
映
像
作
品
を
10
本
、
個
人
の
作

品
４
本
を
制
作
す
る
な
ど
精
力
的

に
活
動
を
続
け
て
き
た
。「
大
自
然

に
癒
さ
れ
な
が
ら
、
気
持
ち
よ
く

仕
事
を
さ
せ
て
も
ら
っ
た
」と
話
す

山
下
さ
ん
の
作
品
に
は
久
住
高
原

や
祖
母
山
、
岡
城
跡
な
ど
の
竹
田

の
風
景
や
自
然
な
笑
顔
の
人
物
が
、

色
鮮
や
か
で
躍
動
感
あ
ふ
れ
る
映

像
と
と
も
に
登
場
す
る
。

  

「
竹
田
は
自
分
に
と
っ
て
の『
学

校
』。
こ
こ
で
暮
ら
し
、
仕
事
を
し

て
い
く
な
か
で
、
こ
れ
ま
で
経
験

し
た
こ
と
が
な
い
人
と
人
の
つ
な

が
り
の
深
さ
、
心
の
豊
か
さ
を
感

じ
、
多
く
の
こ
と
を
学
ば
せ
て
も

ら
っ
た
」と
、
10
か
月
の
活
動
を
振

り
返
る
。

　

山
下
さ
ん
は
４
月
か
ら
活
動
拠

点
を
沖
縄
県
那
覇
市
に
移
し
、
作

品
づ
く
り
を
続
け
る
。「
お
ば
あ

ち
ゃ
ん
の
家
み
た
い
に
落
ち
着
け

て
幸
せ
を
感
じ
る
こ
の
ま
ち
で
、

こ
れ
か
ら
も
仕
事
を
続
け
た
い
」と
、

竹
田
で
の
作
品
制
作
も
継
続
す
る

予
定
だ
。

　

Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
約
25
万
人
の
フ
ォ
ロ

ワ
ー
を
持
つ
山
下
さ
ん
。
今
後
の

活
躍
に
期
待
し
て
い
ま
す
！ 

竹
田
は“
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
家
”

映像クリエイター・ソングライター　山下歩さん
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丘き
ゅ
う

陵り
ょ
う

地ち

か
ら
山
地
に
生
育
す
る

高
さ
15
㍍
ほ
ど
の
雌し

雄ゆ
う

別べ
つ

株し
ゅ

の
落

葉
高
木
で
す
。
成せ
い

木ぼ
く

の
樹じ
ゅ

皮ひ

で
は

皮ひ

目も
く

が
目
立
ち
、
老ろ
う

樹じ
ゅ

に
な
る
と

粗あ
ら

く
鹿か

の
子こ

模も

様よ
う

に
は
が
れ
、
鱗う
ろ
こ

状じ
ょ
う

に
白は
く

斑は
ん

が
で
き
ま
す
。

　

枝
先
に
束そ
く

生せ
い

状じ
ょ
う

に
な
っ
た
互ご

生せ
い

の
葉
は
全ぜ
ん

縁え
ん（
ぎ
ざ
ぎ
ざ
が
な
い
）

の
倒と
う

披ひ

針し
ん

形け
い

で
基き

部ぶ

ほ
ど
幅
が
狭せ
ま

く
な
り
、
く
さ
び
状
に
な
っ
て
い

ま
す
。
大
き
さ
は
長
さ
15
㌢
、
幅

が
４
㌢
ほ
ど
で
す
。

　

春
の
頃
、葉
の
展て
ん

開か
い

と
同
時（
写

真
）
に
黄お
う

緑り
ょ
く

色し
ょ
く

の
小
さ
な
径
６
㍉

ほ
ど
の
６
弁べ
ん

花か

を
た
く
さ
ん
咲
か

せ
ま
す
。
冬
の
ま
る
く
ふ
く
ら
ん

だ
花か

芽が

（
つ
ぼ
み
）
が
左さ

右ゆ
う

対つ
い

に

な
っ
て
つ
く
の
が
特と

く

徴ち
ょ
う

で
す
。
秋

に
は
径
７
㍉
ほ
ど
の
赤
色
の
果
実

を
短た
ん

枝し

に
集
め
て
つ
け
ま
す
。

　

和
名
の
由
来
は
カ
ナ
ク
ギ
の
金か
な

釘く
ぎ

で
は
な
く
、
樹
皮
の
鹿
の
子
模

様
の
鹿
の
子
が
な
ま
っ
て
、
金カ
ナ

釘ク
ギ

のノ

木キ

の
名
が
あ
り
ま
す
。

　

竹
田
で
は
里
山
で
も
観
察
さ
れ

ま
す
が
、
主
に
祖
母
山
系
や
く

じ
ゅ
う
山
系
の
山さ
ん

麓ろ
く

で
普
通
に
観

察
さ
れ
ま
す
。
花
期
は
４
月
で
す
。

阿孫  久見

第157回

カナクギノキ（クスノキ科）

郷土の植物
（348）


